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　新型コロナウイルスの影響で、さまざまな「集うこと」への中止・抑制により、特に生活困窮者や高齢

者等にとっては、孤立のリスクが高まっています。支援者にとっても、参加支援の場となる地域資源や社会

的なコミュニケーションが減少したことにより、地域課題が見えづらくなり、地域共生社会の包括的な支援

体制の構築に向けて、具体的な取り組みが見い出せない状況に陥っています。

　そこで、本事業では、現在の状況下においても、①つながりを切らない活動を進めている地域や支援団体

の事例を全国より収集し、活動のポイントを含めて情報提供を行うこと、②これからの地域づくりに向けた支

援や、地域と協働しながらの参加支援を行う支援者が身に着けておくべき基本的な視点・ノウハウを学ぶ研

修、③現場で悩む支援者に対して、オンラインでの相談・アドバイスをとおして、孤立を防ぐ地域づくりと地

域と協働できる支援者の養成を行いました。
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はじめに

凪　　保  憲（淡路市社会福祉協議会 事務局長）

厚生労働省　令和３年度新型コロナウイルス感染症セーフティネット強化交付金
「新型コロナ影響下での孤立を防ぐつながり人材の育成及び情報提供・アドバイス事業」運営委員長

　２年を超える新型コロナウイルスの蔓延は、私たちの暮らしに大きな影響を与えています。

コロナ禍以前に地域ぐるみで取り組んできた、多種多様な居場所や支え合いの活動は、中止

や自粛を余儀なくされました。また、活動が途絶えるばかりでなく、丁寧に積み重ねてきた

話し合いの場も減少させることとなりました。さらに、経済状況の悪化やつながりの希薄化

による、孤立の問題も顕在化してきているといえます。

　厚生労働省のセーフティネット強化交付金を受けて実施した本事業は、８人の運営委員を

はじめ、研修企画作業部会のメンバーが、それぞれの立場から先述の問題意識を持ちより、

孤立させない地域づくりのために必要な視点について、３つの事業（①地域づくり人材養成

研修、②情報提供、③相談アドバイス）をとおして提起させていただきました。

　地域づくり人材養成研修では、コロナ禍はもちろんコロナ以後の地域づくりをいかに進め

るべきかという視点に立って、地域づくりや参加支援に取り組む支援者が身につけておくべ

き視点について研修Ⅰ、Ⅱを実施しました。

　情報提供事業では、コロナ禍でも感染対策を行いつつ、つながりを切らせないための創意

工夫の詰まった実践事例を情報誌にまとめ、ＷＥＢ上で紹介しました。また、その活動を支

える住民や専門職が登壇する実践報告の機会を、活動の一端を紹介する動画とともにオンラ

イン配信しました。

　相談アドバイス事業では、冒頭に述べた課題を関係者間で共有し、課題解決のための仕組

みづくりを進めようとする自治体や支援団体からの申し込みを受け、担当者の問題意識や悩

みを運営委員が中心となるメンバーがうかがい、ＷＥＢ会議方式により助言させていただき

ました。

　2021 年４月に改正された社会福祉法は、地域福祉推進の理念として「地域共生社会の実現」

を掲げました。コロナ禍の影響のみならず、現在の社会情勢は縦割りでは解決が難しい課題

を生みだしています。本事例集（報告書）は、それらの課題解決のために専門職が住民活動

を先導するという視点ではなく、住民が課題に気づくための援助を行い、その課題解決のた

めに関係機関と協働することを支える専門職の視点でまとめられています。

　今後の地域づくりに役立つ一冊になれば幸いです。ぜひ、手に取ってご覧いただき、関係

者の皆さんとも共有いただけることを切に願います。
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ɹ৽ܕコロナΠϧεͷײછ֦େを͢ࢭΔͨめʹɺͪͨࢲい··でʮͨりલʯͱͬࢥ

ͯいͨଟ͘ͷ͜ͱが自༝ʹできないʑをɺあΔɺಥવʹܴ͑Δ͜ͱʹなり·ͨ͠ɻ

ҬαロϯͷதࢭɺΠϕϯτͷԆ͚ͩظでな͘ɺܰؾʹਓͱ会͏͜ͱɺ͓͠Όりを͢Δ͜

ͱɺͱもʹ৯をғΉ͜ͱɺͦ͏ͨ͠ଟ͘ͷ͜ͱがײછࢭͷ؍͔らɺ自ॗͤ͟Δをಘ

ないঢ়گͱなり·ͨ͠ɻ༑ਓਓͱ会͏ɺࣄֶ͘͜ߦʹߍͱʹもཱͪࢭ·ͬͯͷ

அがٻめらΕɺؾʹなΔਓͷؾʹ͔͚߹い͑ࢧ߹いもɺͦΕを͢Δ͜ͱͷੋඇがΘ

ΕΔʑをաͨ͜͝͠ͱɺهԱʹ৽͠い͜ͱで͠ΐ͏ɻ

ɹコロナ禍でɺಛʹݦஶなมԽがݟらΕͨͷɺҬͷαロϯ׆ಈհޢ༧ࣨڭなͲͷ

ͱࢭٳʹなͲでɺଟ͘ͷͱ͜Ζが࣮࣭తݶ੍༺͔らͷ௨ୡू会ॴͷߦಈでͨ͠ɻ׆

い͏ાஔをͱり·ͨ͠ɻで͢がɺͦΜなな͔でもɺͪ࣋ؾ͏߹͚͔ʹؾを͔ͨͪʹ͢Δߦ

ಈがɺҬͷな͔でΈΌ͘ΈΌ͘ͱଓ͚らΕͯきͯいͨ͜ͱがΘ͔り·ͨ͠ɻ

ɹͨͱ͑ɺຖͷࢄาをগ͠ԕճりͯ͠ؾʹなΔਓをݟकΔ自治会ຽੜҕһͷօ͞

Μɻ৯ࣄͷ͓͚ͦ͢ʑͷら͠ͷな͔でݟकりをଓ͚ΔҬͷϘϥϯςΟΞͷօ͞

Μɻإを߹ΘͤΔػ会ʹあい͞つ͠߹͏ۙ͝ॴͷօ͞Μɻͦ͏ͨ͠つながりɺਓͼͱͷࢥ

いͱߦಈがɺҬͷつながりを͔ͬ͠りͱҭΈଓ͚ͯいͨͷで͢ɻ

ɹຊۀࣄでɺ͜͏ͨ͠ؾʹ͔͚߹いをਤʹͨ͠もͷがɺ̎ʵ̏ϖʔδʹͨ͠ࡌܝʮコロナ

Լでも͜Μなʰؾʹ͔͚߹いʱがɺཱݽݽಠをいで๛͔なつながりを͙͘Μでい·

͢ʯͱい͏Πϥετで͢ɻ͞らʹɺͦ͏ͨ͠つながりをଓ͚ͯいͨਓͨͪɺコロナ禍で

も;͗͜͞Ή͜ͱな͘ɺ࠶ͼू·ΕΔͦͷͷͨめʹɺ͞·͟·なをͯ͠い·ͨ͠ɻ

いඳきながらɺࢥͼू·ΕΔͦͷを࠶ಈができないؒもɺ׆Α͏な͏ࢥછऀͷ૿Ճでײ

つながΔ͜ͱをあきらめͣʹいͨͷで͢ɻΠϕϯτͱͯ͠ͷ׆ಈでな͘ɺʑͷަྲྀ

͓つき߹い͔らɺؾʹ͔͚߹͏සが͘ߴなりɺら͠ͷな͔ͷࠔり͝ͱを૬ޓʹղܾ͠

߹ͬͯいΔ໘もあり·͢ɻコロナ禍͔ͩらͦ͜つながり߹͏͜ͱがඞཁͱɺײછରࡦʹ

ेなྀを͠ながらҡ࣋͢Δ͜ͱでɺ݁ͼつきをͯ͘͠ڧいΔͱ͜Ζもあり·͢ɻ

ɹͦͯ͠େࣄな͜ͱɺ͜ΕらͷࢥいɺࢧԉऀͷҰํ௨ߦでな͘ɺʮࢧԉ͞ΕΔਓʯ

ͱΈな͞Εͯきͨਓͷྗも·ͨಉ༷ʹɺੜΈग़ͯ͠い·ͨ͠ɻؾʹ͔͚߹いɺ͑ࢧ߹いɺ

ʮͯ͠もら͏ʯ͚ͩでな͘ɺͦΕʹରͯ͠ͷʮ͓ฦ͠ʯがあͬͨりɺʮҰॹʹ͢Δʯ͜ͱで

がͬͯいͬͨͷで͢ɻͷަྲྀがあ͔ͬͨらͦ͜ɺԽ͞ΕΔなͲɺํੑ׆

「孤立させない地域づくり」のために
私たちができること
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つながりがҬをؾݩʹʂ
～気にかけ合いが広がる優しいまち～

読み解きポイント

ㅡҬの՝をϓロδΣΫτํࣜで͑ߟΔ
ㅡ͜΅Ε͔Β͍ࢥを͘ΈऔΔ
ㅡ՝をָ͠Έʹม͑ͯ
Ҭʹ͛Δ

ೆ۠ʢฌݝݿ๛Ԭࢢʣ
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コロナ下のॅຽ׆ಈͱҬのڌ
～集う・つながる・支え合う 実践の現場～

読み解きポイント

ㅡॅຽ׆ಈ৫ͱͦの׆ಈڌが
Ҭͮ͘りのج൫
ㅡ֎の׆ಈʹγϑτͯ͠ີࡾをճආ
ㅡコロナ下でʮܧଓ͢Δ׆ಈʯͱ
ʮੜ·Εͨ׆ಈʯ

ொࠤݝߴ
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コロナՒでつながりを͖͋ΒΊな͍
～ワクワクが広がる地域づくり～

読み解きポイント

ㅡࣗがઌָͯ͠͠Έɺͦのָ͠͞を
Ҭʹ͍ͯ͛͘
ㅡإをͯݟɺを͔͚߹͏ؔͮ͘り
コロナՒでࡏݦ
ㅡ�人のָ͠͞がΈΜなのָ͠͞Ҭの
ָ͠͞ʹ

๐ୈ࣏ࣗࡾձʢԭೄݝԭೄࢢʣ

̒ϖʔδ

コロナՒでʮؾʹなΔ人をਅΜதʹʯ
～住民主体の地域活動～

ㅡإの͑ݟΔつながりをଓ͚ΔͨΊの
ํ๏を͑ߟΔ
ㅡձ͑な͍人ʹɺిでدりఴ͏
ㅡ׆ಈのがੜ͖が͍のʜʜ
ϘϥϯςΟアのつながり͍ͨͤつʹ

読み解きポイント

̣̥ ̤๏ਓͣ͢ͷձʢਆಸݝ࡚ࢢʣ
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コロナ下でมΘΒな͍�Ұ人ͻͱりがً͘ډॴͮ͘り
～就労と活躍の支援の現場から～

ㅡ࢈の෮׆でɺҬ人ؾݩʹʂ
ㅡ人ͱؔΘりɺ׆༂で͖Δが͋Δ͜ͱで
ࣗ৴ͱࣗଚ৺をऔり͢
ㅡԕ͔͘Βで͍ࢥをͤدΔؔ人ޱを
૿ͨ͢ΊʹɺԻผ;͖෫ஂのັྗを
ൃ৴͢Δ

読み解きポイント

Ұൠࣾஂ๏ਓԻผ;͖෫ஂʢւಓ۴࿏ࢢʣ

��ϖʔδ

ʮつながりʯݟつ͚ͯੜ͔͢ੜࢧ׆ԉମ੍උ事業
～生活支援コーディネーターの挑戦～

ㅡऀྸߴؾݩʹֶͿ
ʮコロナՒでつながΔܙͱʯ
ㅡ࣮ફ事ྫを୳ͯ͠औ材ɺ情報ࢴʹ
৴ൃͯ͘͠ࡌܝ
ㅡʮҬの͓ๅʯを͑ݟΔԽ͢Δ
ैདྷ͔Βの׆ಈがϕʔス

読み解きポイント

ࢢଠాݝഅ܈

ຊۀࣄでɺコロナ禍ͷঢ়گʹ͓いͯもɺҬͱつながりɺ༏ΕͨࢀՃࢧԉɾҬͮ͘りࢧԉをͯͬߦいΔஂମɺ

՝を࣋つਓͨͪͱもつながりをらない׆ಈをͯͬߦいΔҬをऔ͠ࡐɺʮコロナ禍で͑ߟΔʰཱͤ͞ݽないʱ

Ҭͮ͘りʯをൃߦɻઐ༻ϗʔϜϖʔδでެ։͠·ͨ͠ɻ·ͨɺ࿈ಈاըͱͯ͠ΦϯϥΠϯ࠲ߨも։͠࠵ɺݱͷಈըͱ

ͱもʹ࣮ફをਂֶ͘ͼ߹い·ͨ͠ɻ

ɹͯ͢ͷΦϯϥΠϯ࠲ߨɺҎԼͷϗʔϜϖʔδ͔ら͝ཡい͚ͨͩ·͢ɻ

IUUQT���XXX�UVOBHBSJ�QK�OFU�DBTF
（����  � ݄ɺެ։ऴྃ༧ఆ）

ຊۀࣄでɺコロナ禍ͷঢ়گʹ͓いͯもɺҬͱつながりɺ༏ΕͨࢀՃࢧԉɾҬͮ͘りࢧԉをͯͬߦいΔஂମɺ

՝を࣋つਓͨͪͱもつながりをらない׆ಈをͯͬߦいΔҬをऔ͠ࡐɺʮコロナ禍で͑ߟΔʰཱͤ͞ݽないʱ

Ҭͮ͘りʯをൃߦɻઐ༻ϗʔϜϖʔδでެ։͠·ͨ͠ɻ·ͨɺ࿈ಈاըͱͯ͠ΦϯϥΠϯ࠲ߨも։͠࠵ɺݱͷಈըͱ

ͱもʹ࣮ફをਂֶ͘ͼ߹い·ͨ͠ɻ

ɹͯ͢ͷΦϯϥΠϯ࠲ߨɺҎԼͷϗʔϜϖʔδ͔ら͝ཡい͚ͨͩ·͢ɻ

IUUQT���XXX�UVOBHBSJ�QK�OFU�DBTF
（����  � ݄ɺެ։ऴྃ༧ఆ）

コロナ
禍で

考える

ɹ৽ܕコロナΠϧεͷײછ֦େを͢ࢭΔͨめʹɺͪͨࢲい··でʮͨりલʯͱͬࢥ

ͯいͨଟ͘ͷ͜ͱが自༝ʹできないʑをɺあΔɺಥવʹܴ͑Δ͜ͱʹなり·ͨ͠ɻ

ҬαロϯͷதࢭɺΠϕϯτͷԆ͚ͩظでな͘ɺܰؾʹਓͱ会͏͜ͱɺ͓͠Όりを͢Δ͜

ͱɺͱもʹ৯をғΉ͜ͱɺͦ͏ͨ͠ଟ͘ͷ͜ͱがײછࢭͷ؍͔らɺ自ॗͤ͟Δをಘ

ないঢ়گͱなり·ͨ͠ɻ༑ਓਓͱ会͏ɺࣄֶ͘͜ߦʹߍͱʹもཱͪࢭ·ͬͯͷ

அがٻめらΕɺؾʹなΔਓͷؾʹ͔͚߹い͑ࢧ߹いもɺͦΕを͢Δ͜ͱͷੋඇがΘ

ΕΔʑをաͨ͜͝͠ͱɺهԱʹ৽͠い͜ͱで͠ΐ͏ɻ

ɹコロナ禍でɺಛʹݦஶなมԽがݟらΕͨͷɺҬͷαロϯ׆ಈհޢ༧ࣨڭなͲͷ

ͱࢭٳʹなͲでɺଟ͘ͷͱ͜Ζが࣮࣭తݶ੍༺͔らͷ௨ୡू会ॴͷߦಈでͨ͠ɻ׆

い͏ાஔをͱり·ͨ͠ɻで͢がɺͦΜなな͔でもɺͪ࣋ؾ͏߹͚͔ʹؾを͔ͨͪʹ͢Δߦ

ಈがɺҬͷな͔でΈΌ͘ΈΌ͘ͱଓ͚らΕͯきͯいͨ͜ͱがΘ͔り·ͨ͠ɻ

ɹͨͱ͑ɺຖͷࢄาをগ͠ԕճりͯ͠ؾʹなΔਓをݟकΔ自治会ຽੜҕһͷօ͞

Μɻ৯ࣄͷ͓͚ͦ͢ʑͷら͠ͷな͔でݟकりをଓ͚ΔҬͷϘϥϯςΟΞͷօ͞

Μɻإを߹ΘͤΔػ会ʹあい͞つ͠߹͏ۙ͝ॴͷօ͞Μɻͦ͏ͨ͠つながりɺਓͼͱͷࢥ
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Լでも͜Μなʰؾʹ͔͚߹いʱがɺཱݽݽಠをいで๛͔なつながりを͙͘Μでい·

͢ʯͱい͏Πϥετで͢ɻ͞らʹɺͦ͏ͨ͠つながりをଓ͚ͯいͨਓͨͪɺコロナ禍で

も;͗͜͞Ή͜ͱな͘ɺ࠶ͼू·ΕΔͦͷͷͨめʹɺ͞·͟·なをͯ͠い·ͨ͠ɻ

いඳきながらɺࢥͼू·ΕΔͦͷを࠶ಈができないؒもɺ׆Α͏な͏ࢥછऀͷ૿Ճでײ

つながΔ͜ͱをあきらめͣʹいͨͷで͢ɻΠϕϯτͱͯ͠ͷ׆ಈでな͘ɺʑͷަྲྀ

͓つき߹い͔らɺؾʹ͔͚߹͏සが͘ߴなりɺら͠ͷな͔ͷࠔり͝ͱを૬ޓʹղܾ͠

߹ͬͯいΔ໘もあり·͢ɻコロナ禍͔ͩらͦ͜つながり߹͏͜ͱがඞཁͱɺײછରࡦʹ

ेなྀを͠ながらҡ࣋͢Δ͜ͱでɺ݁ͼつきをͯ͘͠ڧいΔͱ͜Ζもあり·͢ɻ

ɹͦͯ͠େࣄな͜ͱɺ͜ΕらͷࢥいɺࢧԉऀͷҰํ௨ߦでな͘ɺʮࢧԉ͞ΕΔਓʯ

ͱΈな͞Εͯきͨਓͷྗも·ͨಉ༷ʹɺੜΈग़ͯ͠い·ͨ͠ɻؾʹ͔͚߹いɺ͑ࢧ߹いɺ

ʮͯ͠もら͏ʯ͚ͩでな͘ɺͦΕʹରͯ͠ͷʮ͓ฦ͠ʯがあͬͨりɺʮҰॹʹ͢Δʯ͜ͱで

がͬͯいͬͨͷで͢ɻͷަྲྀがあ͔ͬͨらͦ͜ɺԽ͞ΕΔなͲɺํੑ׆

「孤立させない地域づくり」のために
私たちができること

https://www.tunagari-pj.net/case
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地
域
の
ڌ


町
内
５
地
区
す
べ
て
に
住
民
活
動
組
⧊

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

（
集
活
㹁
）
な
ど
の
ᣐ
点
を
整
備
、
あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
あ
っ
た
か
㹁
）

事
業
な
ど
を
展
開
す
る
。

୧
セ
ン
タ
ー
と
も
高
知
県
⊂
自
の
⿵
ຓ

事
業
を
活
用
し
て
実
施
す
る
も
の
。
あ
っ

た
か
㹁
は
市
町
村
が
共
生
型
の
地
域
福
祉

ᣐ
点
と
し
て
整
備
し
、
サ
ロ
ン
や
見
Ᏺ

り
、
各
✀
生
活
支
援
を
行
う
。
ス
タ
ッ
フ

の
人
件
㈝
や
運
営
㈝
な
ど
の
経
㈝
を
県
が

⿵
ຓ
。
集
活
㹁
は
地
域
お
こ
し
や
生
活
環

ቃ
の
⥔
持
・
向
上
を
ᅗ
る
各
✀
事
業
展
開

の
ᣐ
点
。
施
設
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
や
人

材
導
ධ
経
㈝
な
ど
を
県
が
⿵
ຓ
。

佐
川
地
区
を
㝖
く
４
地
区
で
は
、
町
が

集
活
㹁
施
設
を
整
備
、
住
民
活
動
組
⧊
が

指
定
⟶
理
者
に
。
佐
川
地
区
は
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
所
有
す
る
ᘓ
≀
の
⟶
理
運

営
を
住
民
活
動
組
⧊
に
委
ク
す
る
形
で
ᣐ

点
施
設
を
確
保
し
た
。
同
町
の
場
合
、
各

地
区
の
ᣐ
点
施
設
が
、
あ
っ
た
か
㹁
事
業

の
運
営
場
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

る
。２

０
２
１
年
末
時
点
の
県
内
の
集
活
㹁

は
63
か
所
。
あ
っ
た
か
㹁
は
ᣐ
点
施
設
55

か
所
、
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
２
８
３
か
所
。

బᕝ⏫ᆅᇦ⚟♴ィ⏬ࣉࢵ࣐㸦⏫࣭ ⏫♫会⚟♴༠㆟会ไసのࣃンࡾࡼࢺࢵࣞࣇ㹙チㅙࢆᚓ࡚ෆᐜ୍ࢆ㒊ኚ᭦㹛㸧
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͡
Ί
に

本

子
で
は
、
高
知
県
佐
川
町
の
各
地

区
で

に「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
」や「
あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」な
ど
を
運
営
・

利
用
す
る
住
民
が
、
コ
ロ
ナ
下
で
創
意
ᕤ

ኵ
を
こ
ら
し
て
地
域
の
つ
な
が
り
を
Ᏺ
ろ

う
と
す
る
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

記
事
に
ゐ
れ
る
前
に
ㄞ
者
の
ⓙ
さ
ん
に

知
っ
て
お
い
て

し
い
の
は
、
各
地
区
で

住
民
活
動
組
⧊
が
結
成
さ
れ
、
ᣐ
点
運
営

を
担
う
よ
う
に
な
る
ま
で
長
期
に
わ
た
っ

て
ヰ
し
合
い
が
重
ね
ら
れ
た
こ
と
。
そ
れ

を
町
や
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
ら
が

㝜
に
日
向
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
こ
と
で

す
。
組
⧊
づ
く
り
や
ᣐ
点
確
保
の
プ
ロ
セ

ス
そ
の
も
の
が
住
民
同
士
や
、
地
域
と
社

協
・
行
ᨻ
の
つ
な
が
り
を
ᙉ
め
ま
し
た
。

行
ᨻ
や
社
協
の
職
員
は
支
援
者
と
し
て

関
わ
る
だ
け
で
な
く
、
住
民
と
同
じ
立
場

で
行
事
に
参
加
し
、と
き
に
㓃
み
交
わ
し
、

ⱞ
楽
を
と
も
に
し
て
確
ᅛ
た
る
信
㢗
を
築

き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
が
、
コ
ロ
ナ
下
で
住
民

自
ら
考
え
、
必
要
に
応
じ
て
行
ᨻ
・
社
協

と
連
携
し
、
行
動
す
る
基
盤
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ủ
ֆ
に
ඳ
͍
た

Ứ
に
ͤ
ͣ

住
民
活
動
組
⧊
の
結
成
や
ᣐ
点
の
確
保

に
向
け
、
町
と
町
社
協
が
地
域
支
援
に


り
出
し
た
の
は
２
０
０
５
年
度
。
第
１
ḟ

地
域
福
祉
ア
ク
ࢩ
䣼
ン
プ
ラ
ン
（
地
域
福

祉
計
画
お
よ
び
地
域
福
祉
活
動
計
画
）
⟇

定
の
‽
備
作
業
が
こ
の
年
に
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

町
と
町
社
協
は
、
プ
ラ
ン
を
て
こ
に
住

民
活
動
組
⧊
や
ᣐ
点
の
立
ち
上
げ
を
中
長

期
で
支
援
す
る
構
想
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
第
１
ḟ
プ
ラ
ン
（
計
画
期
間
08
～
12

年
度
）
で
組
⧊
づ
く
り
、
第
２
ḟ
（
同
13

～
17
年
度
）
で
ᣐ
点
確
保
、
第
３
ḟ
（
同

18
～
23
年
度
）
で
ᣐ
点
を
᰾
と
し
た
支
え

合
い
の

組
み
づ
く
り
、
と
い
う
流
れ
で

す
。プ

ラ
ン
が
「
⤮
に
描
い
た
㣰
」
に
な
ら

な
い
よ
う
、
⟇
定
で
は
各
地
区
住
民
の
希

望
や
意
見
が
き
ち
ん
と

映
さ
れ
る
ヰ
し

合
い
の
ᯟ
組
み
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
各
地
区
目
ᶆ
に
は
自

防
⅏
、
伝
⤫

文

の
⥅
ᢎ
、
ほ
ග

⯆
、
環
ቃ
保
全
、

地
場
⏘
ရ
の
ၟ
ရ
開
発
な
ど
、
住
民
が
し

た
い
と
思
う
こ
と
は
福
祉
分
野
に
限
ら
ず

᥇
用
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
⟇
定
に
際
し
、
住
民
代
表
か
ら

な
る
⟇
定
委
員
会
を
設
立
し
、
プ
ラ
ン


成
後
は
こ
れ
を
ẕ
体
に
「
み
ん
な
で
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま

す
。
同
委
員
会
は
、
プ
ラ
ン
の
進
ち
ょ
く

確
認
や
達
成
度
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

各
地
区
の
目
ᶆ
実
⌧
に
向
け
た
活
動
の
推

進
役
と
な
り
ま
す
。
全
体
会
と
５
つ
の
地

区
部
会
で
構
成
さ
れ
、
会
合
は
毎
年
度
開

い
て
各
地
区
の
活
動
状
況
の
報
告
や
情
報

交

を
行
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
度
以
降

は
、
全
体
会
が
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

の
第
１
層
協
議
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
ḟ
プ
ラ
ン
⟇
定
後
、
目
ᶆ
実
⌧
へ

と
㋃
み
出
せ
る
よ
う
、
全
体
会
や
地
区
部

会
に
参
加
す
る
住
民
に
は
、
町
社
協
の
職

員
が
ᢡ
を
見
て
「
目
ᶆ
の
実
⌧
に
向
け
て

ఱ
か
や
り
ま
せ
ん
か
」
な
ど
と
働
き
か
け

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
あ
る
地
区
は
ま
ず

ྡ
所
・
ᪧ
㊧
を
ᕠ
る
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
ᣮ

ᡓ
。
続
い
て
マ
ッ
プ
を

っ
た
ウ
䣸
ー
キ

ン
グ
イ
࣋
ン
ト
を
開
催
し
大
好
評
を
博
し

ま
す
。
実
践
が
自
信
と
な
り
ḟ
の
ス
テ
ッ

プ
へ
進
む
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。
委
員

会
で
の
情
報
共
有
な
ど
で
、

地
区
へ
も

同
様
の
動
き
が
Ἴ
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
12
月
ま
で
に
、
５
地
区
す

べ
て
で
住
民
活
動
組
⧊
が
結
成
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
ᣐ
点
施
設
を
確
保
す
る
に
⮳
り

ま
し
た
。
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
運
営
は
、
᪩
い
地
区
で
２
０
０
９
年
、

㐜
い
と
こ
ろ
で
も
２
０
２
０
年
ま
で
に
各

ᣐ
点
施
設
内
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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町
内
５
地
区
す
べ
て
に
住
民
活
動
組
⧊

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

（
集
活
㹁
）
な
ど
の
ᣐ
点
を
整
備
、
あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
あ
っ
た
か
㹁
）

事
業
な
ど
を
展
開
す
る
。

୧
セ
ン
タ
ー
と
も
高
知
県
⊂
自
の
⿵
ຓ

事
業
を
活
用
し
て
実
施
す
る
も
の
。
あ
っ

た
か
㹁
は
市
町
村
が
共
生
型
の
地
域
福
祉

ᣐ
点
と
し
て
整
備
し
、
サ
ロ
ン
や
見
Ᏺ

り
、
各
✀
生
活
支
援
を
行
う
。
ス
タ
ッ
フ

の
人
件
㈝
や
運
営
㈝
な
ど
の
経
㈝
を
県
が

⿵
ຓ
。
集
活
㹁
は
地
域
お
こ
し
や
生
活
環

ቃ
の
⥔
持
・
向
上
を
ᅗ
る
各
✀
事
業
展
開

の
ᣐ
点
。
施
設
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
や
人

材
導
ධ
経
㈝
な
ど
を
県
が
⿵
ຓ
。

佐
川
地
区
を
㝖
く
４
地
区
で
は
、
町
が

集
活
㹁
施
設
を
整
備
、
住
民
活
動
組
⧊
が

指
定
⟶
理
者
に
。
佐
川
地
区
は
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
所
有
す
る
ᘓ
≀
の
⟶
理
運

営
を
住
民
活
動
組
⧊
に
委
ク
す
る
形
で
ᣐ

点
施
設
を
確
保
し
た
。
同
町
の
場
合
、
各

地
区
の
ᣐ
点
施
設
が
、
あ
っ
た
か
㹁
事
業

の
運
営
場
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

る
。２

０
２
１
年
末
時
点
の
県
内
の
集
活
㹁

は
63
か
所
。
あ
っ
た
か
㹁
は
ᣐ
点
施
設
55

か
所
、
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
２
８
３
か
所
。
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͡
Ί
に

本

子
で
は
、
高
知
県
佐
川
町
の
各
地

区
で

に「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
」や「
あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」な
ど
を
運
営
・

利
用
す
る
住
民
が
、
コ
ロ
ナ
下
で
創
意
ᕤ

ኵ
を
こ
ら
し
て
地
域
の
つ
な
が
り
を
Ᏺ
ろ

う
と
す
る
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

記
事
に
ゐ
れ
る
前
に
ㄞ
者
の
ⓙ
さ
ん
に

知
っ
て
お
い
て

し
い
の
は
、
各
地
区
で

住
民
活
動
組
⧊
が
結
成
さ
れ
、
ᣐ
点
運
営

を
担
う
よ
う
に
な
る
ま
で
長
期
に
わ
た
っ

て
ヰ
し
合
い
が
重
ね
ら
れ
た
こ
と
。
そ
れ

を
町
や
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
ら
が

㝜
に
日
向
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
こ
と
で

す
。
組
⧊
づ
く
り
や
ᣐ
点
確
保
の
プ
ロ
セ

ス
そ
の
も
の
が
住
民
同
士
や
、
地
域
と
社

協
・
行
ᨻ
の
つ
な
が
り
を
ᙉ
め
ま
し
た
。

行
ᨻ
や
社
協
の
職
員
は
支
援
者
と
し
て

関
わ
る
だ
け
で
な
く
、
住
民
と
同
じ
立
場

で
行
事
に
参
加
し
、と
き
に
㓃
み
交
わ
し
、

ⱞ
楽
を
と
も
に
し
て
確
ᅛ
た
る
信
㢗
を
築

き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
が
、
コ
ロ
ナ
下
で
住
民

自
ら
考
え
、
必
要
に
応
じ
て
行
ᨻ
・
社
協

と
連
携
し
、
行
動
す
る
基
盤
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ủ
ֆ
に
ඳ
͍
た

Ứ
に
ͤ
ͣ

住
民
活
動
組
⧊
の
結
成
や
ᣐ
点
の
確
保

に
向
け
、
町
と
町
社
協
が
地
域
支
援
に


り
出
し
た
の
は
２
０
０
５
年
度
。
第
１
ḟ

地
域
福
祉
ア
ク
ࢩ
䣼
ン
プ
ラ
ン
（
地
域
福

祉
計
画
お
よ
び
地
域
福
祉
活
動
計
画
）
⟇

定
の
‽
備
作
業
が
こ
の
年
に
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

町
と
町
社
協
は
、
プ
ラ
ン
を
て
こ
に
住

民
活
動
組
⧊
や
ᣐ
点
の
立
ち
上
げ
を
中
長

期
で
支
援
す
る
構
想
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
第
１
ḟ
プ
ラ
ン
（
計
画
期
間
08
～
12

年
度
）
で
組
⧊
づ
く
り
、
第
２
ḟ
（
同
13

～
17
年
度
）
で
ᣐ
点
確
保
、
第
３
ḟ
（
同

18
～
23
年
度
）
で
ᣐ
点
を
᰾
と
し
た
支
え

合
い
の

組
み
づ
く
り
、
と
い
う
流
れ
で

す
。プ

ラ
ン
が
「
⤮
に
描
い
た
㣰
」
に
な
ら

な
い
よ
う
、
⟇
定
で
は
各
地
区
住
民
の
希

望
や
意
見
が
き
ち
ん
と

映
さ
れ
る
ヰ
し

合
い
の
ᯟ
組
み
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
各
地
区
目
ᶆ
に
は
自

防
⅏
、
伝
⤫

文

の
⥅
ᢎ
、
ほ
ග

⯆
、
環
ቃ
保
全
、

地
場
⏘
ရ
の
ၟ
ရ
開
発
な
ど
、
住
民
が
し

た
い
と
思
う
こ
と
は
福
祉
分
野
に
限
ら
ず

᥇
用
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
⟇
定
に
際
し
、
住
民
代
表
か
ら

な
る
⟇
定
委
員
会
を
設
立
し
、
プ
ラ
ン


成
後
は
こ
れ
を
ẕ
体
に
「
み
ん
な
で
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま

す
。
同
委
員
会
は
、
プ
ラ
ン
の
進
ち
ょ
く

確
認
や
達
成
度
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

各
地
区
の
目
ᶆ
実
⌧
に
向
け
た
活
動
の
推

進
役
と
な
り
ま
す
。
全
体
会
と
５
つ
の
地

区
部
会
で
構
成
さ
れ
、
会
合
は
毎
年
度
開

い
て
各
地
区
の
活
動
状
況
の
報
告
や
情
報

交

を
行
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
度
以
降

は
、
全
体
会
が
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

の
第
１
層
協
議
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
ḟ
プ
ラ
ン
⟇
定
後
、
目
ᶆ
実
⌧
へ

と
㋃
み
出
せ
る
よ
う
、
全
体
会
や
地
区
部

会
に
参
加
す
る
住
民
に
は
、
町
社
協
の
職

員
が
ᢡ
を
見
て
「
目
ᶆ
の
実
⌧
に
向
け
て

ఱ
か
や
り
ま
せ
ん
か
」
な
ど
と
働
き
か
け

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
あ
る
地
区
は
ま
ず

ྡ
所
・
ᪧ
㊧
を
ᕠ
る
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
ᣮ

ᡓ
。
続
い
て
マ
ッ
プ
を

っ
た
ウ
䣸
ー
キ

ン
グ
イ
࣋
ン
ト
を
開
催
し
大
好
評
を
博
し

ま
す
。
実
践
が
自
信
と
な
り
ḟ
の
ス
テ
ッ

プ
へ
進
む
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。
委
員

会
で
の
情
報
共
有
な
ど
で
、

地
区
へ
も

同
様
の
動
き
が
Ἴ
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
12
月
ま
で
に
、
５
地
区
す

べ
て
で
住
民
活
動
組
⧊
が
結
成
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
ᣐ
点
施
設
を
確
保
す
る
に
⮳
り

ま
し
た
。
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
運
営
は
、
᪩
い
地
区
で
２
０
０
９
年
、

㐜
い
と
こ
ろ
で
も
２
０
２
０
年
ま
で
に
各

ᣐ
点
施
設
内
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ử

記
Ữ
࣏
ペ
ー
ジ
Ґ
߳
の
記
ࣆ
に
ౌ

す

る
人

の
೧
ྺ
ʀ
ༀ
৮
͵
ʹ
は
ख
ࡒ
を
ߨ
ỵ

ͪ
̐
̎
̐
̏
೧
10
݆
15
ೖ
Ộ
22
ೖ
࣎
఼
で

す
。
ࣺ
ਇ
ࡳ
Ӫ
の
ࡏ
、
͟
͚

࣎
ؔ
Ϝ
η
έ

を

͢
ͱ
も
ら
ỵ
ͪ


͗
͍
Ε
ま
す
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記

ࣆ
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ݬ
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。
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ࢀ
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ࡌ
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͖
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ࢦ
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ඔ
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ख
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ૌ
Ί
࢟

Ό
Ή
͢
ͪ
Ồ

毎
㐌
ᮌ
᭙
の
༗
後
３
時
、
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
た
い
こ
ᒾ
に
㞄
᥋
す
る
⣙
１
࣊
ク

タ
ー
ル
の
⥳
地
公
園
「
ふ
れ
あ
い
の
㔛
ᑿ

川
」
に
、
20
～
70
歳
代
の
⏨
性
10
人
あ
ま

り
が
ส
り
ᡶ
い
機
を
持
参
し
て
集
合
。
お

い
ぼ
連
隊
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

１
時
間

ど
ⲡ
ส
り
に
汗
を
流
し
ま

す
。隊

結
成
は
２
０
２
０
年
４
月
。
コ
ロ
ナ

の
感
ᰁ
ᣑ
大
で
ᨻ
府
が
᭱
初
の
⥭
ᛴ
事
ែ

ᐉ
言
を
出
し
た
㡭
と
重
な
り
ま
す
。

「
毎
年

と
⛅
⚍
り
の
㡭
に
地
区
総
出

で
公
園
の
ⲡ
ส
り
を
す
る
ん
で
す
が
、
そ

れ
以
እ
の
時
期
は
ⲡ
が
ఙ
び
ᨺ
題
で
し
た

の
で
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
き
た
い

と
思
っ
た
ん
で
す
」

こ
う
ヰ
す
の
は
隊
長
の
ᒸ
村
ᘓ
介
さ
ん

（
65
歳
）
。

ᘓ
介
さ
ん
は
当
初
、
ᑿ
川
地
区
活
性


協
議
会
の
会
長
、
⃝
村
重
㝯
さ
ん
（
74
歳
）

に
「
ま
ず
⚾
一
人
で
や
ろ
う
と
思
う
」
と

相
談
。
⃝
村
さ
ん
は
「
一
人
で
は
や
る
な
」

と
た
し
な
め
、
自
身
の
参
加
を
表
明
。
さ

ら
に
「

か
の
人
も
誘
っ
て
み
ん
な
で
ⲡ

ส
り
を
し
て
、
た
ま
に
は
㣧
み
会
で
も
し

た
ら
い
い
」
と
提

。
手
伝
っ
て
く
れ
そ

う
な
３
、
４
人
に
声
を
か
け
て
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
ᚎ
ࠎ
に
増
え
、

⌧
在
は
14
人
。
活
動
も
月
２
回
か
ら
㐌
１

回
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ᒇ
እ
で
の
間
㝸
を

✵
け
て
の
作
業
で
、
コ
ロ
ナ
の
影
㡪
は


ぼ
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

ⲡ
ส
り
の

か
、
公
┈
社
団
法
人
高
知

県
森
と
⥳
の
会
の
⿵
ຓ
を
受
け
、
ハ
ナ
モ

モ
な
ど
の
ⰼ
ᮌ
50
本
を
᳜
ᶞ
。
感
ᰁ
が
落

ᑿᕝᆅ༊άᛶ༠㆟会の⃝ᮧ㔜㝯会㛗

ࡕࡓ㐃㝲の㝲ဨࡰ࠸࠾

㸦����ᖺ��᭶��᪥のάືࠋ

㝲ဨ��ேのࡕ࠺��ேࡀ参

加ࡓࡋ㸧

ࢇࡉᒸᮧᘓࠊ㐃㝲の㝲㛗ࡰ࠸࠾

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ੜ
·
Ε
ͨ
活
ಈ
Ụ
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Կ
ڢ
٠
ճ（
ඎ
川
地
区
）

ち
着
い
て
い
る
時
期
に
バ
ー
࣋
キ
ュ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
な
ど
し
て
ぶ
╬
も
深

め
て
い
ま
す
。

中
心
と
な
る
年
齢
層
は
60
歳
以
上
。
ࣘ

ニ
ー
ク
な
ྡ
⛠
は
「
高
齢
で
も
⪁
い
ぼ
れ

ん
ぞ
」
の
決
意
表
明
で
す
。

隊
員
た
ち
は
、
公
園
を
ᩓ
⟇
す
る
人
か

ら
の
「
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
」
の
一
言
に

⬚
を
⇕
く
し
つ
つ
、
「
コ
ロ
ナ
が
あ
ろ
う

と
な
か
ろ
う
と
、
ⲡ
が
あ
る
限
り
ส
り
続

け
る
」
ぬ
ᝅ
で
団
結
。

「
以
前
は
あ
ま
り
ぶ
し
く
な
か
っ
た
人

と
も
気
㍍
に
言
ⴥ
を
交
わ
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
ᘓ
介
さ
ん
は
喜
び
ま
す
。

公
園
は
⨾
し
く
、
自
分
た
ち
は
元
気
に
。

そ
し
て
地
域
の
つ
な
が
り
は
ᙉ
く
。
よ
い

こ
と
ず
く
め
の
ⲡ
ส
り
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動

で
す
。

͕
͏
·
࿊
ୄ
は
動
画
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ウ
ザ

に
入
力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み

動
画
配
信
ペ
ー
ジ
へ
。

సᴗࡾの㔛ᑿᕝࠖでのⲡส࠸࠶ࢀࡩࠕ

సᴗ୍ࡀẁⴠࡋࡤࡋࠊࡋఇ᠁

㞟ⴠάືࢭンࡇ࠸ࡓ࣮ࢱᒾ

https://youtu.be�
� /YIp'W�$-k%2

コロナԼͷॅຽ׆ಈͱҬͷڌ ～集う・つながる・支え合う 実践の現場～
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ち
着
い
て
い
る
時
期
に
バ
ー
࣋
キ
ュ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
な
ど
し
て
ぶ
╬
も
深

め
て
い
ま
す
。

中
心
と
な
る
年
齢
層
は
60
歳
以
上
。
ࣘ

ニ
ー
ク
な
ྡ
⛠
は
「
高
齢
で
も
⪁
い
ぼ
れ

ん
ぞ
」
の
決
意
表
明
で
す
。

隊
員
た
ち
は
、
公
園
を
ᩓ
⟇
す
る
人
か

ら
の
「
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
」
の
一
言
に

⬚
を
⇕
く
し
つ
つ
、
「
コ
ロ
ナ
が
あ
ろ
う

と
な
か
ろ
う
と
、
ⲡ
が
あ
る
限
り
ส
り
続

け
る
」
ぬ
ᝅ
で
団
結
。

「
以
前
は
あ
ま
り
ぶ
し
く
な
か
っ
た
人

と
も
気
㍍
に
言
ⴥ
を
交
わ
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
ᘓ
介
さ
ん
は
喜
び
ま
す
。

公
園
は
⨾
し
く
、
自
分
た
ち
は
元
気
に
。

そ
し
て
地
域
の
つ
な
が
り
は
ᙉ
く
。
よ
い

こ
と
ず
く
め
の
ⲡ
ส
り
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動

で
す
。

͕
͏
·
࿊
ୄ
は
動
画
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ウ
ザ

に
入
力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み

動
画
配
信
ペ
ー
ジ
へ
。

సᴗࡾの㔛ᑿᕝࠖでのⲡส࠸࠶ࢀࡩࠕ

సᴗ୍ࡀẁⴠࡋࡤࡋࠊࡋఇ᠁

㞟ⴠάືࢭンࡇ࠸ࡓ࣮ࢱᒾ

https://youtu.be�
� /YIp'W�$-k%2

コロナՔͲ͓ߡΖʰཱིͦ͠ݿ͵͏ʱஏҮͰ͚Ε

https://youtu.be/xIpFv0CLkDQ
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加
ⱱ
地
区
の
㔛
山
に
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン

の
群
生
地
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
２
月
初

᪪
、
ⴥ
の
間
か
ら
た
く
さ
ん
の
ⰼ
ⱼ
を
ఙ

ば
し
、
地
面
い
っ
ࡥ
い
に
ⓑ
ᱵ
に
ఝ
た
ⰼ

を
ဏ
か
せ
ま
す
。
加
ⱱ
の
㔛
づ
く
り
会
は

年
間
を
通
じ
て
そ
の
保
護
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

「
ᙅ
い
᳜
≀
な
の
で
、
ス
ࢠ
な
ど
の
ᯞ

ⴥ
が
落
ち
る
と
ᯤ
れ
て
し
ま
う
。
定
期
的

な
Ύ
ᤲ
作
業
は
Ḟ
か
せ
な
い
」
と
説
明
す

る
の
は
、
同
会
の
自
↛
環
ቃ
部
会
で
部
会

長
を
務
め
る
大
山
ᚁࡺ

き

ᙪひ
こ

さ
ん
（
79
歳
）
。

会
設
立
の
２
０
１
５
年
よ
り
10
年
以
上
前

か
ら
、
地
区
の
有
志
ら
と
と
も
に
バ
イ
カ

オ
ウ
レ
ン
の
ⰼ
Ᏺ
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。⌧

在
は
毎
月
１
回
程
度
を
作
業
日
と

し
、
広
く
住
民
に
参
加
を

び
か
け
て
、

群
生
地
に
落
ち
た
ᯞ
ⴥ
ᣠ
い
や
ᩓ
⟇
路
の

整
備
を
行
い
ま
す
。
中
学
生
が
地
域
学
習

の
一
環
で
作
業
に
加
わ
る
よ
う
に
も
な
り

ま
し
た
。

会
で
は
、
開
ⰼ
す
る
１
㐌
間

ど
の
期

間
中
「
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
ⰼ
⚍
り
」
と
㖭

ᡴ
っ
た
イ
࣋
ン
ト
を
開
き
、
ⰼ
見
を
兼
ね

た
グ
ル
ー
プ
ウ
䣸
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
行
い

ま
す
。
あ
い
に
く
２
０
２
１
年
２
月
は
コ

ロ
ナ
禍
で
休
止
。
「
ⰼ
⚍
り
と
そ
の
あ
と

の
ᡴ
ち
上
げ
が
大
き
な
楽
し
み
だ
っ
た

が
、

方
な
い
」
と
ᚁ
ᙪ
さ
ん
は
ṧ
ᛕ
が

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
マ
ス
ク
着
用
や
㊥

㞳
の
確
保
を

び
か
け
て
ᩓ
⟇
路
を
開
ᨺ

す
る
と
、
༓
人
以
上
が
ゼ
れ
、
㟼
か
に
ⰼ

を
ឡ
で
ま
し
た
。

感
ᰁ
ᣑ
大
の
影
㡪
は
多
ᒱ
に
わ
た
り
、

会
が
実
施
す
る
伝
⤫
の
火
文
Ꮠ
⚍
り
を
は

じ
め
、
運
営
を
支
援
す
る
子
ど
も
㣗
ᇽ
や

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ܧ
ଓ
す
る
活
ಈ
Ụ

ώ

Ω
オ
Τ
Ϫ
ϱ
の

ग
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̗
̖
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̒
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⩌⏕ᆅのಖㆤάືはẖ᭶ �� 㹼 �� ṓ௦の⏨ዪ �� ே๓ᚋࡀ参加㸦┿ᥦ౪㸸加ⱱの㔛࡙ࡾࡃ会㸧

交
流
目
的
の
地
域
居
㓇
ᒇ
な
ど

要
な
行

事
は
す
べ
て
休
止
に
。
一
方
で
、
毎
月
の

ⰼ
Ᏺ
活
動
は
ᒇ
እ
で
三
ᐦ
に
な
ら
な
い
た

め
、

ぼ
通
常
ど
お
り
⥅
続
し
て
い
ま
す
。

会
長
の
大
山
➃

た
だ
し

さ
ん
（
82
歳
）
は
「
バ

イ
カ
オ
ウ
レ
ン
は
地
域
の
宝
。
㈗
重
な
自

↛
を
Ᏺ
り
つ
つ
交
流
や
ほ
ග
に
結
び
つ
け

た
い
」
と
し
、
そ
の
う
え
で
「
人
び
と
が

集
い
、
一
緒
に
わ
い
わ
い
や
る
の
が
大
事
。

そ
こ
で
人
が
つ
な
が
り
、
᪂
し
い
活
動
の

ⱆ
が
出
る
」
と
期
ᚅ
し
ま
す
。

人
の
つ
な
が
り
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

る
も
の
の
す
ば
ら
し
さ
を
象
徴
す
る
か
の

よ
う
に
、
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
は
⨾
し
く
群

れ
ဏ
き
ま
す
。


ग

動
は
動
画
で
も
見
ら
れ
ま
す
。
左

記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ウ
ザ
に

入
力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
動

画
配
信
ペ
ー
ジ
へ
。

㛤ⰼᮇは㸰᭶ึ᪪ࠋ㔛ᒣࡀ

⢝ࡤࢀࡍࢆⰼ㞷のඹ₇も

㸦┿ᥦ౪㸸加ⱱの㔛࡙ࡾࡃ会㸧

ࣞ࢘࢜࢝ࣂࡿࡍ㛤ⰼᩧ୍ ン

㸦┿ᥦ౪㸸加ⱱの㔛࡙ࡾࡃ会㸧

ᆅඖᑠᏛ⏕࣮ࢶࡀᐈのࡇࡿࡵົࢆࢻ࢞も㸦┿ᥦ౪㸸加ⱱの㔛࡙ࡾࡃ会㸧

ᕥ࢘࢜࢝ࣂࡽ ンࣞ加ⱱの㔛࡙ࡾࡃ会の⮬↛⎔ቃ㒊会㛗࣭

ᒣᚁᙪࠊࢇࡉ同会の会㛗࣭ᒣ➃ࠊࢇࡉ㞟ⴠᨭဨ࣭⸨

ᮏ㞞⏕ࠊࢇࡉῧឡ⨾ࢇࡉ

㞟ⴠάືࢭン࣮ࢱ加ⱱの㔛

https://youtu.be
� /K��Gk"WmK;o
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加
ⱱ
地
区
の
㔛
山
に
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン

の
群
生
地
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
２
月
初

᪪
、
ⴥ
の
間
か
ら
た
く
さ
ん
の
ⰼ
ⱼ
を
ఙ

ば
し
、
地
面
い
っ
ࡥ
い
に
ⓑ
ᱵ
に
ఝ
た
ⰼ

を
ဏ
か
せ
ま
す
。
加
ⱱ
の
㔛
づ
く
り
会
は

年
間
を
通
じ
て
そ
の
保
護
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

「
ᙅ
い
᳜
≀
な
の
で
、
ス
ࢠ
な
ど
の
ᯞ

ⴥ
が
落
ち
る
と
ᯤ
れ
て
し
ま
う
。
定
期
的

な
Ύ
ᤲ
作
業
は
Ḟ
か
せ
な
い
」
と
説
明
す

る
の
は
、
同
会
の
自
↛
環
ቃ
部
会
で
部
会

長
を
務
め
る
大
山
ᚁࡺ

き

ᙪひ
こ

さ
ん
（
79
歳
）
。

会
設
立
の
２
０
１
５
年
よ
り
10
年
以
上
前

か
ら
、
地
区
の
有
志
ら
と
と
も
に
バ
イ
カ

オ
ウ
レ
ン
の
ⰼ
Ᏺ
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。⌧

在
は
毎
月
１
回
程
度
を
作
業
日
と

し
、
広
く
住
民
に
参
加
を

び
か
け
て
、

群
生
地
に
落
ち
た
ᯞ
ⴥ
ᣠ
い
や
ᩓ
⟇
路
の

整
備
を
行
い
ま
す
。
中
学
生
が
地
域
学
習

の
一
環
で
作
業
に
加
わ
る
よ
う
に
も
な
り

ま
し
た
。

会
で
は
、
開
ⰼ
す
る
１
㐌
間

ど
の
期

間
中
「
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
ⰼ
⚍
り
」
と
㖭

ᡴ
っ
た
イ
࣋
ン
ト
を
開
き
、
ⰼ
見
を
兼
ね

た
グ
ル
ー
プ
ウ
䣸
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
行
い

ま
す
。
あ
い
に
く
２
０
２
１
年
２
月
は
コ

ロ
ナ
禍
で
休
止
。
「
ⰼ
⚍
り
と
そ
の
あ
と

の
ᡴ
ち
上
げ
が
大
き
な
楽
し
み
だ
っ
た

が
、

方
な
い
」
と
ᚁ
ᙪ
さ
ん
は
ṧ
ᛕ
が

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
マ
ス
ク
着
用
や
㊥

㞳
の
確
保
を

び
か
け
て
ᩓ
⟇
路
を
開
ᨺ

す
る
と
、
༓
人
以
上
が
ゼ
れ
、
㟼
か
に
ⰼ

を
ឡ
で
ま
し
た
。

感
ᰁ
ᣑ
大
の
影
㡪
は
多
ᒱ
に
わ
た
り
、

会
が
実
施
す
る
伝
⤫
の
火
文
Ꮠ
⚍
り
を
は

じ
め
、
運
営
を
支
援
す
る
子
ど
も
㣗
ᇽ
や

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ܧ
ଓ
す
る
活
ಈ
Ụ

ώ

Ω
オ
Τ
Ϫ
ϱ
の
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⩌⏕ᆅのಖㆤάືはẖ᭶ �� 㹼 �� ṓ௦の⏨ዪ �� ே๓ᚋࡀ参加㸦┿ᥦ౪㸸加ⱱの㔛࡙ࡾࡃ会㸧

交
流
目
的
の
地
域
居
㓇
ᒇ
な
ど

要
な
行

事
は
す
べ
て
休
止
に
。
一
方
で
、
毎
月
の

ⰼ
Ᏺ
活
動
は
ᒇ
እ
で
三
ᐦ
に
な
ら
な
い
た

め
、

ぼ
通
常
ど
お
り
⥅
続
し
て
い
ま
す
。

会
長
の
大
山
➃

た
だ
し

さ
ん
（
82
歳
）
は
「
バ

イ
カ
オ
ウ
レ
ン
は
地
域
の
宝
。
㈗
重
な
自

↛
を
Ᏺ
り
つ
つ
交
流
や
ほ
ග
に
結
び
つ
け

た
い
」
と
し
、
そ
の
う
え
で
「
人
び
と
が

集
い
、
一
緒
に
わ
い
わ
い
や
る
の
が
大
事
。

そ
こ
で
人
が
つ
な
が
り
、
᪂
し
い
活
動
の

ⱆ
が
出
る
」
と
期
ᚅ
し
ま
す
。

人
の
つ
な
が
り
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

る
も
の
の
す
ば
ら
し
さ
を
象
徴
す
る
か
の

よ
う
に
、
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
は
⨾
し
く
群

れ
ဏ
き
ま
す
。


ग

動
は
動
画
で
も
見
ら
れ
ま
す
。
左

記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ウ
ザ
に

入
力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
動

画
配
信
ペ
ー
ジ
へ
。

㛤ⰼᮇは㸰᭶ึ᪪ࠋ㔛ᒣࡀ

⢝ࡤࢀࡍࢆⰼ㞷のඹ₇も

㸦┿ᥦ౪㸸加ⱱの㔛࡙ࡾࡃ会㸧

ࣞ࢘࢜࢝ࣂࡿࡍ㛤ⰼᩧ୍ ン

㸦┿ᥦ౪㸸加ⱱの㔛࡙ࡾࡃ会㸧

ᆅඖᑠᏛ⏕࣮ࢶࡀᐈのࡇࡿࡵົࢆࢻ࢞も㸦┿ᥦ౪㸸加ⱱの㔛࡙ࡾࡃ会㸧

ᕥ࢘࢜࢝ࣂࡽ ンࣞ加ⱱの㔛࡙ࡾࡃ会の⮬↛⎔ቃ㒊会㛗࣭

ᒣᚁᙪࠊࢇࡉ同会の会㛗࣭ᒣ➃ࠊࢇࡉ㞟ⴠᨭဨ࣭⸨

ᮏ㞞⏕ࠊࢇࡉῧឡ⨾ࢇࡉ

㞟ⴠάືࢭン࣮ࢱ加ⱱの㔛

https://youtu.be
� /K��Gk"WmK;o

コロナՔͲ͓ߡΖʰཱིͦ͠ݿ͵͏ʱஏҮͰ͚Ε

https://youtu.be/j46fkAvmjZo
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㯮
ᒾ
地
区
の
ᶆ
高
４
５
０
メ
ー
ト
ル
前

後
の
山
ࠎ
に
、
一
本
の
道
路
が
通
っ
て
い

ま
す
。


40
年
代
、
山

事
の
作
業
道

と
し
て
町
の
⿵
ຓ
を
受
け
住
民
が
整
備
し

た
も
の
で
、
路
上
か
ら
ま
ち
୪
み
や
川
の

流
れ
を
一
望
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
ኳ
✵
の

道
。
住
民
は
ぶ
し
み
を
込
め
て
「
㯮
ᒾ
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
」
と

び
ま
し
た
。

道
路
は
ḟ
第
に

わ
れ
な
く
な
り
、
Ⲩ

れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
ま
ま
ᨺ
っ
て
お

く
の
は
ᝰ
し
い
䢣
䢣
そ
う
考
え
た
の
は
、

⌧
在
、
㯮
ᒾ
い
き
い
き
応
援
隊
の
副
会

長
を
務
め
る
中
内
㞝
三
さ
ん
（
79
歳
）
。

２
０
１
６
年
４
月
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

開
設
に
際
し
、
応
援
隊
の
事
業
計
画
に
ス

カ
イ
ラ
イ
ン

生
を
┒
り
込
み
ま
す
。
し

か
し
、
交
流
や

ᗣ
づ
く
り
、
地
場
⏘
ရ

を
生
か
し
た
ၟ
ရ
開
発
な
ど
が
ඃ
先
さ

れ
、

生
に
は
着
手
で
き
な
い
ま
ま
時
間

だ
け
が
㐣
ࡂ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
転
機
が
ゼ
れ
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
で
ⲡ
ส
り
以
እ
の
活
動
は


と
ん
ど
休
止
。
✵
い
た
時
間
を
生
か
し
て


生
へ
の
ᣮ
ᡓ
を
提

し
ま
し
た
」

２
０
２
０
年
10
月
、
応
援
隊
の
運
営
委

員
ら
有
志
が
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
視
ᐹ
。

⩣
11
月
、
集
落
支
援
員
の
ᶓ
␊
Ᏻ
ᙪ
さ
ん

（
70
歳
）
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
発
㊊
さ
せ
、

生
計
画
を
⟇
定
。
12

月
に
は
作
業
を
開
始
し
、
通
行
や
═
望
の

ጉ
げ
に
な
る
㞧
ⲡ
や
ᶞ
ᮌ
の
㝖
ཤ
、
道
路

へ
の
◁
利
ᩜ
き
、
໙
配
が
ᛴ
な
場
所
へ
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
⯒

な
ど
を
進
め
ま
す
。

チ
ー
ム
は
58
～
82
歳
の
⏨
女
15
人
で
、
な

か
に
は
ᯘ
業
や
ᅵ
ᮌ
の
プ
ロ
も
。

１
年
後
の
２
０
２
１
年
10
月
ま
で
に
総

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ੜ
·
Ε
ͨ
活
ಈ
Ụ

ళ
ۯ
の
ಕ
ứ
ࠉ
آ
η
Ω

ラ

ϱ
Ừ
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㯮
ᒾ
地
区
の
ᶆ
高
４
５
０
メ
ー
ト
ル
前

後
の
山
ࠎ
に
、
一
本
の
道
路
が
通
っ
て
い

ま
す
。


40
年
代
、
山

事
の
作
業
道

と
し
て
町
の
⿵
ຓ
を
受
け
住
民
が
整
備
し

た
も
の
で
、
路
上
か
ら
ま
ち
୪
み
や
川
の

流
れ
を
一
望
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
ኳ
✵
の

道
。
住
民
は
ぶ
し
み
を
込
め
て
「
㯮
ᒾ
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
」
と

び
ま
し
た
。

道
路
は
ḟ
第
に

わ
れ
な
く
な
り
、
Ⲩ

れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
ま
ま
ᨺ
っ
て
お

く
の
は
ᝰ
し
い
䢣
䢣
そ
う
考
え
た
の
は
、

⌧
在
、
㯮
ᒾ
い
き
い
き
応
援
隊
の
副
会

長
を
務
め
る
中
内
㞝
三
さ
ん
（
79
歳
）
。

２
０
１
６
年
４
月
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

開
設
に
際
し
、
応
援
隊
の
事
業
計
画
に
ス

カ
イ
ラ
イ
ン

生
を
┒
り
込
み
ま
す
。
し

か
し
、
交
流
や

ᗣ
づ
く
り
、
地
場
⏘
ရ

を
生
か
し
た
ၟ
ရ
開
発
な
ど
が
ඃ
先
さ

れ
、

生
に
は
着
手
で
き
な
い
ま
ま
時
間

だ
け
が
㐣
ࡂ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
転
機
が
ゼ
れ
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
で
ⲡ
ส
り
以
እ
の
活
動
は


と
ん
ど
休
止
。
✵
い
た
時
間
を
生
か
し
て


生
へ
の
ᣮ
ᡓ
を
提

し
ま
し
た
」

２
０
２
０
年
10
月
、
応
援
隊
の
運
営
委

員
ら
有
志
が
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
視
ᐹ
。

⩣
11
月
、
集
落
支
援
員
の
ᶓ
␊
Ᏻ
ᙪ
さ
ん

（
70
歳
）
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
発
㊊
さ
せ
、

生
計
画
を
⟇
定
。
12

月
に
は
作
業
を
開
始
し
、
通
行
や
═
望
の

ጉ
げ
に
な
る
㞧
ⲡ
や
ᶞ
ᮌ
の
㝖
ཤ
、
道
路

へ
の
◁
利
ᩜ
き
、
໙
配
が
ᛴ
な
場
所
へ
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
⯒

な
ど
を
進
め
ま
す
。

チ
ー
ム
は
58
～
82
歳
の
⏨
女
15
人
で
、
な

か
に
は
ᯘ
業
や
ᅵ
ᮌ
の
プ
ロ
も
。

１
年
後
の
２
０
２
１
年
10
月
ま
で
に
総

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ੜ
·
Ε
ͨ
活
ಈ
Ụ

ళ
ۯ
の
ಕ
ứ
ࠉ
آ
η
Ω

ラ

ϱ
Ừ

ਕ
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、
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ᘏ
長
の
༙
分
ま
で

作
業
を


。
11

月
23
日
開
催
の
「
第

７
回
㯮
ᒾ
い
き
い

き
ウ
䣸
ー
キ
ン
グ
」

で
は
、
町
内
እ
か

ら
集
ま
っ
た
小
学

生
か
ら
高
齢
者
ま

で
85
人
が
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
Ṍ
き
、


㣗
の
Ⱎ
↻
に
⯉
つ
づ
み
を
ᡴ
ち
ま
し
た
。

応
援
隊
会
長
で
チ
ー
ム
の
一
員
で
も
あ

る
Ọ
田
滋
さ
ん
（
75
歳
）
は
「
コ
ロ
ナ
で

ఱ
も
で
き
ず
、
み
ん
な
う
ず
う
ず
し
て
い

た
か
ら
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
地
域

の
結
束
、
連
ᖏ
感
も
ᙉ
ま
っ
た
」
と
喜
び

ま
す
。
ᑗ
来
は
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
や
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
の
大
会
な
ど
も
開
き
、
交
流

人
ཱྀ
の
ᣑ
大
を
目
指
す
考
え
で
す
。

ࠉ
آ
η
Ω
イ
ラ
イ
ン
は
動
画
で
も
見
ら
れ

ま
す
。
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ

ラ
ウ
ザ
に
入
力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
み
動
画
配
信
ペ
ー
ジ
へ
。

ࢢン࣮࢛࢟࢘ࡁ࠸ࡁ࠸㸵ᅇ㯮ᒾ➨ࠕ 㸦ࠖ���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥㸧で═ᮃࢆᴦࡴࡋ

参加者㸦┿ᥦ౪㸸㯮ᒾࡁ࠸ࡁ࠸ᛂ㝲㸧

ン⏕సᴗのᵝᏊࣛ࢝ࢫ

ᛂ㝲会㛗࣭Ọࡁ࠸ࡁ࠸㯮ᒾࠊ㸦ྑ㸧ࢇࡉのⓎ者࣭୰ෆ㞝୕ࢺࢡ࢙ࢪロࣉ

㸦ᕥ㸧ࢇࡉᶓ␊Ᏻᙪ࣭࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪロࣉࠊ㸦୰ኸ㸧ࢇࡉ⏣

㞟ⴠάືࢭンࢃ࠸ࢁࡃ࣮ࢱ

https://youtu.be�
� /nTt%t2p�,��

コロナՔͲ͓ߡΖʰཱིͦ͠ݿ͵͏ʱஏҮͰ͚Ε

https://youtu.be/nTtDt2p3K74
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̓
つ

ࣆ
ۂ
෨


Ҳ
つ
Ͷ
地
域
づ

く
り
ʀ
ਫ਼
͘
͗
͏
ࣆ
ۂ
෨
͗
͍
り
、

ͨ

な
͖
Ͷ
༣
ٵ

地
を
ई
り
ͱ
ീ


ࣆ
を
ͤ
るứ

ߠ
෨
Ừ͗
͍
り
Ή
ͤ
Ồ

佐
川
町
の
中
心
市
⾤
地
の
一
画
、
家
ࠎ

に
ᅖ
ま
れ
た
１

Ṍ
（
⣙
１
༓
੍
）

ど

の
⏿
が
あ
り
ま
す
。
時
ᢡ
、
60
～
80
歳
代

の
⏨
女
༑
数
人
が
⏿

事
に
⢭
を
出
し
て

い
ま
す
。

㯮
ࠎ
と
し
た
ᅵ
に
サ
ト
イ
モ
や
サ
ࢶ
マ

イ
モ
、ハ
ク
サ
イ
、大
㇋
な
ど
が
よ
く
⫱
ち
、

ⴥ
の
⥳
が
目
に
も
㩭
や
か
。
㹌
Ｐ
㹍
法
人

さ
か
わ
ክ
ま
ち
協
議
会
の
農
⪔
部
が
⟶
理

す
る
「
ክ
ま
ち
農
園
」
で
す
。
協
議
会
が

任
意
団
体
と
し
て
発
㊊
し
た
２
０
１
６
年

か
ら
、
㐟
休
農
地
を

り
て
交
流
や
生
き

が
い
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

「
ⲡ
ぼ
う
ぼ
う
だ
っ
た
⏿
を
み
ん
な
で


活
さ
せ
ま
し
た
。
⪔
㉳
、
✀
ま
き
か
ら


✭
ま
で
部
員
が
家
᪘
の
よ
う
に
力
を
合
わ

せ
て
や
っ
て
い
る
」
と
ヰ
す
の
は
、
農
⪔

部
リ
ー
ダ
ー
の
田
村
幸こ

う

生せ
い

さ
ん
（
63
歳
）。


✭
し
た
野
⳯
は
部
員
に
分
配
す
る


か
、
ክ
ま
ち
ラ
ン
ド
な
ど
で
㈍

。
そ
の


┈
は
協
議
会
の
運
営
㈝
に

て
ま
す
。

大
㇋
は
農
⪔
部
の
有
志
が
つ
く
る

ჯ

の
材
ᩱ
に
な
り
、
サ
ࢶ
マ
イ
モ
は
地
元
小
学

生
の
᱂
ᇵ
・

✭
体
験
で

わ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
ᜏ
例
の
イ
࣋
ン
ト
「

✭
⚍
」
で


る
⯙
う
Ⱎ
↻
は
、

ჯ
も
含
め

ぼ
す

べ
て
の
㣗
材
が
「
ክ
ま
ち
農
園
」
⏘
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
㡪
で
、

✭
⚍
を
は
じ

め
多
く
の
行
事
や
集
い
の
場
が
休
止
に
。

そ
れ
で
も
農
⪔
部
の
⏿

事
な
ど
、

に

ᒇ
እ
の
活
動
は
、
⥅
続
ま
た
は
᪩
期
の


開
が
可
能
で
し
た
。

協
議
会
の
理
事
長
で
農
⪔
部
員
で
も
あ

る
ྜྷ
村

ᏹ
さ
ん
（
67
歳
）
は
「
⏿

事
だ

け
で
な
く
、
⚾
た
ち
の
活
動
す
べ
て
が
地

域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
だ
。
住
民
、
特
に

高
齢
ୡ
代
が
、
活
動
を
通
じ
て
元
気
に
な
っ

て
き
た
と
感
じ
る
。
コ
ロ
ナ
で
も
で
き
る

こ
と
を
続
け
、
も
っ
と
多
く
の
人
を
ᕳ
き

込
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

⏿
で
は
野
⳯
が
⫱
ち
、
協
議
会
で
は
つ

な
が
り
と
元
気
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ܧ
ଓ
す
る
活
ಈ
Ụ

ͯ
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り
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ࣆ
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ྺ
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「
ᩜ
地
が
あ
ま
り
に
ẅ
㢼
ᬒ
。
な
ん
と

か
し
た
い
と
思
っ
た
」

こ
う
ヰ
す
の
は
、
さ
か
わ
ክ
ま
ち
協
議

会
ⰼ
ቭ
部
リ
ー
ダ
ー
の
ส
谷
要
介
さ
ん

（
71
歳
）
。

要
介
さ
ん
は
、
協
議
会
の
ᣐ
点
施
設
「
さ

か
わ
ክ
ま
ち
ラ
ン
ド
」
の
⋞
関
⬥
の
᳜
え

込
み
に
ⰼ
を
᳜
え
ま
す
。
さ
ら
に
ᩜ
地
を

よ
く
ほ
ᐹ
す
れ
ば
、
ⰼ
ቭ
を
つ
く
れ
そ
う

な
ス
ペ
ー
ス
が
。

「
ⓙ
さ
ん
に
そ
ん
な
ヰ
を
す
る
と
、
ࡐ

ひ
や
り
ま
し
ょ
う
と
」

こ
う
し
て
ⰼ
ቭ
部
が
発
㊊
。
ᩜ
地
ቃ
⏺

の
㔠
⥙
フ
ェ
ン
ス
に
ἢ
っ
て
長
さ
⣙
20

メ
ー
ト
ル
、
幅
⣙
70
セ
ン
チ
を
᳜
᱂
ス

ペ
ー
ス
と
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
区
切
っ
て
ᅵ

を
ධ
れ
ま
す
。
㔠
⥙
に
は
プ
ラ
ン
タ
ー
を

ྞ
り
下
げ
ま
し
た
。

ᅵ
や
ሁ
⫧
、
ⲡ
ⰼ
の
ⱑ
な
ど
は
有
志
が

寄
㉗
。
そ
の
後
の
施
⫧
、
ᾘ
ẘ
、
給
水
の

た
め
の
㈨
材
や
᳜
え
᭰
え
用
の
ⱑ
な
ど
も

同
様
で
す
。

「
必
要
な
も
の
を
持
ち
寄
っ
た
り
し
て
、

み
ん
な
の
力
で
ど
う
に
か
や
っ
て
い
る
」

年
間
を
と
お
し
て
ⰼ
を
楽
し
め
る
よ

う
、
多
様
な
ရ
✀
を
組
み
合
わ
せ
て
᳜
え

て
い
ま
す
。

実
は
、
ⰼ
ቭ
部
に
は
部
員
ྡ
⡙
が
あ
り

ま
せ
ん
。

「
こ
こ
に
㊊
を
運
ぶ
す
べ
て
の
人
が
部

員
。
ⰼ
ቭ
は
み
ん
な
の
も
の
。
だ
か
ら
ྡ

⡙
も
つ
く
ら
な
い
」

᳜
え
᭰
え
な
ど
を
行
う
際
は
、
日
時
を

掲
♧
ᯈ
な
ど
で
告
知
し
参
加
者
を
ເ
集
。

介
護
予
防
サ
ロ
ン
な
ど
の
日
に
合
わ
せ
て

作
業
日
を
設
定
し
、
居
合
わ
せ
た
人
も
誘

い
ま
す
。
日
ࠎ
の
水
や
り
当
番
は

に
常

連
参
加
者
か
ら
ເ
り
、
⌧
在
は
６
～
７
人

が
㐌
᭰
わ
り
で
務
め
ま
す
。

ဏ
き

る
ⰼ
ࠎ
は
通
り
か
ら
よ
く
見

え
、
立
ち
寄
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ⰼ
の
前
で
人
は
自
↛
に
➗
顔
を
浮
か
べ
、

会
ヰ
を
ᙎ
ま
せ
ま
す
。

「
出
会
い
や
交
流
の
機
会
が
増
え
た
と

感
じ
る
」

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
ⰼ
は
ဏ
き
、
人

は
➗
い
、
地
域
の
つ
な
が
り
は
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。


ߠ
෨
ͳ

அ
෨
は
動
画
で
も
見
ら
れ
ま

す
。
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ

ウ
ザ
に
入
力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
み
動
画
配
信
ペ
ー
ジ
へ
。

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
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す
る
活
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Ụ
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ಊ
ڎ
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͠

͖
Κ
ໂ
Ή
ͬ
ϧ
ϱ
χ
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Ө
ͤ
る
̥

̧
̦
๑
ਕ
͠
͖
Κ
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Ή
ͬ
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٠
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Ồ

̓
つ

ࣆ
ۂ
෨


Ҳ
つ
Ͷ
地
域
づ

く
り
ʀ
ਫ਼
͘
͗
͏
ࣆ
ۂ
෨
͗
͍
り
、

ͨ

な
͖
Ͷ
༣
ٵ

地
を
ई
り
ͱ
ീ


ࣆ
を
ͤ
るứ

ߠ
෨
Ừ͗
͍
り
Ή
ͤ
Ồ

佐
川
町
の
中
心
市
⾤
地
の
一
画
、
家
ࠎ

に
ᅖ
ま
れ
た
１

Ṍ
（
⣙
１
༓
੍
）

ど

の
⏿
が
あ
り
ま
す
。
時
ᢡ
、
60
～
80
歳
代

の
⏨
女
༑
数
人
が
⏿

事
に
⢭
を
出
し
て

い
ま
す
。

㯮
ࠎ
と
し
た
ᅵ
に
サ
ト
イ
モ
や
サ
ࢶ
マ

イ
モ
、ハ
ク
サ
イ
、大
㇋
な
ど
が
よ
く
⫱
ち
、

ⴥ
の
⥳
が
目
に
も
㩭
や
か
。
㹌
Ｐ
㹍
法
人

さ
か
わ
ክ
ま
ち
協
議
会
の
農
⪔
部
が
⟶
理

す
る
「
ክ
ま
ち
農
園
」
で
す
。
協
議
会
が

任
意
団
体
と
し
て
発
㊊
し
た
２
０
１
６
年

か
ら
、
㐟
休
農
地
を

り
て
交
流
や
生
き

が
い
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

「
ⲡ
ぼ
う
ぼ
う
だ
っ
た
⏿
を
み
ん
な
で


活
さ
せ
ま
し
た
。
⪔
㉳
、
✀
ま
き
か
ら


✭
ま
で
部
員
が
家
᪘
の
よ
う
に
力
を
合
わ

せ
て
や
っ
て
い
る
」
と
ヰ
す
の
は
、
農
⪔

部
リ
ー
ダ
ー
の
田
村
幸こ

う

生せ
い

さ
ん
（
63
歳
）。


✭
し
た
野
⳯
は
部
員
に
分
配
す
る


か
、
ክ
ま
ち
ラ
ン
ド
な
ど
で
㈍

。
そ
の


┈
は
協
議
会
の
運
営
㈝
に

て
ま
す
。

大
㇋
は
農
⪔
部
の
有
志
が
つ
く
る

ჯ

の
材
ᩱ
に
な
り
、
サ
ࢶ
マ
イ
モ
は
地
元
小
学

生
の
᱂
ᇵ
・

✭
体
験
で

わ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
ᜏ
例
の
イ
࣋
ン
ト
「

✭
⚍
」
で


る
⯙
う
Ⱎ
↻
は
、

ჯ
も
含
め

ぼ
す

べ
て
の
㣗
材
が
「
ክ
ま
ち
農
園
」
⏘
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
㡪
で
、

✭
⚍
を
は
じ

め
多
く
の
行
事
や
集
い
の
場
が
休
止
に
。

そ
れ
で
も
農
⪔
部
の
⏿

事
な
ど
、

に

ᒇ
እ
の
活
動
は
、
⥅
続
ま
た
は
᪩
期
の


開
が
可
能
で
し
た
。

協
議
会
の
理
事
長
で
農
⪔
部
員
で
も
あ

る
ྜྷ
村

ᏹ
さ
ん
（
67
歳
）
は
「
⏿

事
だ

け
で
な
く
、
⚾
た
ち
の
活
動
す
べ
て
が
地

域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
だ
。
住
民
、
特
に

高
齢
ୡ
代
が
、
活
動
を
通
じ
て
元
気
に
な
っ

て
き
た
と
感
じ
る
。
コ
ロ
ナ
で
も
で
き
る

こ
と
を
続
け
、
も
っ
と
多
く
の
人
を
ᕳ
き

込
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

⏿
で
は
野
⳯
が
⫱
ち
、
協
議
会
で
は
つ

な
が
り
と
元
気
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ܧ
ଓ
す
る
活
ಈ
Ụ

ͯ
͵
͗
り
ү
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ࣆ

ਕ

̔
̓
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ྺ
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Ͳ
࠾
Δ
Η
る

Γ
͑
Ͷ
な
り
Ή
͢
ͪ
Ồ

「
ᩜ
地
が
あ
ま
り
に
ẅ
㢼
ᬒ
。
な
ん
と

か
し
た
い
と
思
っ
た
」

こ
う
ヰ
す
の
は
、
さ
か
わ
ክ
ま
ち
協
議

会
ⰼ
ቭ
部
リ
ー
ダ
ー
の
ส
谷
要
介
さ
ん

（
71
歳
）
。

要
介
さ
ん
は
、
協
議
会
の
ᣐ
点
施
設
「
さ

か
わ
ክ
ま
ち
ラ
ン
ド
」
の
⋞
関
⬥
の
᳜
え

込
み
に
ⰼ
を
᳜
え
ま
す
。
さ
ら
に
ᩜ
地
を

よ
く
ほ
ᐹ
す
れ
ば
、
ⰼ
ቭ
を
つ
く
れ
そ
う

な
ス
ペ
ー
ス
が
。

「
ⓙ
さ
ん
に
そ
ん
な
ヰ
を
す
る
と
、
ࡐ

ひ
や
り
ま
し
ょ
う
と
」

こ
う
し
て
ⰼ
ቭ
部
が
発
㊊
。
ᩜ
地
ቃ
⏺

の
㔠
⥙
フ
ェ
ン
ス
に
ἢ
っ
て
長
さ
⣙
20

メ
ー
ト
ル
、
幅
⣙
70
セ
ン
チ
を
᳜
᱂
ス

ペ
ー
ス
と
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
区
切
っ
て
ᅵ

を
ධ
れ
ま
す
。
㔠
⥙
に
は
プ
ラ
ン
タ
ー
を

ྞ
り
下
げ
ま
し
た
。

ᅵ
や
ሁ
⫧
、
ⲡ
ⰼ
の
ⱑ
な
ど
は
有
志
が

寄
㉗
。
そ
の
後
の
施
⫧
、
ᾘ
ẘ
、
給
水
の

た
め
の
㈨
材
や
᳜
え
᭰
え
用
の
ⱑ
な
ど
も

同
様
で
す
。

「
必
要
な
も
の
を
持
ち
寄
っ
た
り
し
て
、

み
ん
な
の
力
で
ど
う
に
か
や
っ
て
い
る
」

年
間
を
と
お
し
て
ⰼ
を
楽
し
め
る
よ

う
、
多
様
な
ရ
✀
を
組
み
合
わ
せ
て
᳜
え

て
い
ま
す
。

実
は
、
ⰼ
ቭ
部
に
は
部
員
ྡ
⡙
が
あ
り

ま
せ
ん
。

「
こ
こ
に
㊊
を
運
ぶ
す
べ
て
の
人
が
部

員
。
ⰼ
ቭ
は
み
ん
な
の
も
の
。
だ
か
ら
ྡ

⡙
も
つ
く
ら
な
い
」

᳜
え
᭰
え
な
ど
を
行
う
際
は
、
日
時
を

掲
♧
ᯈ
な
ど
で
告
知
し
参
加
者
を
ເ
集
。

介
護
予
防
サ
ロ
ン
な
ど
の
日
に
合
わ
せ
て

作
業
日
を
設
定
し
、
居
合
わ
せ
た
人
も
誘

い
ま
す
。
日
ࠎ
の
水
や
り
当
番
は

に
常

連
参
加
者
か
ら
ເ
り
、
⌧
在
は
６
～
７
人

が
㐌
᭰
わ
り
で
務
め
ま
す
。

ဏ
き

る
ⰼ
ࠎ
は
通
り
か
ら
よ
く
見

え
、
立
ち
寄
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ⰼ
の
前
で
人
は
自
↛
に
➗
顔
を
浮
か
べ
、

会
ヰ
を
ᙎ
ま
せ
ま
す
。

「
出
会
い
や
交
流
の
機
会
が
増
え
た
と

感
じ
る
」

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
ⰼ
は
ဏ
き
、
人

は
➗
い
、
地
域
の
つ
な
が
り
は
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。


ߠ
෨
ͳ

அ
෨
は
動
画
で
も
見
ら
れ
ま

す
。
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ

ウ
ザ
に
入
力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
み
動
画
配
信
ペ
ー
ジ
へ
。

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ܧ
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る
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Ụ
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ਕ
͗
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͢
、
ͳ

Ͷ


נ
り
Ώ
ૡ
ঈ
Ͷ

を
ླྀ
͢
Ή
͢
ͪ
Ồ

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
か
の

は
、
通
常
業
務
の
一
環
で
、
ホ
ー
ム
࣊
ル

パ
ー
が
対
応
し
な
い
高
齢
者
宅
の
❆
ᣔ

き
、
㟁
⌫
交

、
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー

Ύ
ᤲ
、
ⲡ
ส
り
な
ど
を
１
時
間
５
０
０


で
ᘬ
き
受
け
ま
す
。
作
業
は
常

ス
タ
ッ

フ
４
人
（
全
員
40
歳
代
女
性
）
で
分
担
し

ま
す
が
、
大
ᤲ
㝖
の
よ
う
な
要
望
に
は
対

応
が
㞴
し
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
森

田
有
⣖
さ
ん
（
47
歳
）
は
一
計
を

じ
ま

す
。
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
⅏
ᐖ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
カ
⦎
を
モ
デ
ル

に
、
多
く
の
住
民
を
ま
き
込
ん
で
一
気
に

高
齢
者
宅
の
Ύ
ᤲ
や
ᗞ

事
を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
イ
࣋
ン
ト
を
企
画
し
た
の
で

す
。
２
０
１
７
年
９
月
３
日
「
ኟ
の
お
ຓ

け
大
作
ᡓ
」
と
㖭
ᡴ
っ
て
初
開
催
。
以
来

毎
年
９
月
の
第
１
日
᭙
に
実
施
し
、
小
学

生
か
ら
80
歳
代
の
高
齢
者
ま
で
70
人
前

後
、
多
い
と
き
は
90
人

ど
が
参
加
。
３

～
９
人
で
⌜
を
組
ん
で
ᤲ
㝖
や
ⲡ
ส
り
に

ບ
み
ま
す
。

作
業
は
༗
前
中
に
⤊
え
、
ᩱ
理
担
当
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
つ
く
る

㣗
を
一
緒
に

い
た
だ
き
、
ኤ
方
に
は
ᡴ
ち
上
げ
の
㣧
み

会
も
。
「
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
づ
く
り

の
ຠ
果
も
大
き
い
」と
有
⣖
さ
ん
。
実
際
、

参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
み
な
が
ら
人
ຓ
け

が
で
き
る
。
ᬑ
段
顔
を
合
わ
さ
な
い
人
と

ヰ
が
で
き
る
の
も
い
い
」
（
49
歳
⏨
性
）

と
い
っ
た
感
想
が
⪺
か
れ
ま
す
。

２
０
２
０
年
は
ྎ
㢼
᥋
近
で
中
止
。
⩣

21
年
９
月
は
県
が
コ
ロ
ナ
の
非
常
事
ែ
を

ᐉ
言
し
た
た
め
10
月
17
日
に
ᘏ
期
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ܧ
ଓ
す
る
活
ಈ
Ụ
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実
は
、
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
運
営
ẕ
体
の

㹌
Ｐ
㹍
法
人
と
か
の
元
気
村
に
よ
る
交
流

事
業
や
サ
ロ
ン
活
動
は
、
２
０
２
０
年
４

月
㡭
か
ら
㌺
୪
み
休
止
。
一
方
、
大
作
ᡓ

は
住
民
か
ら
「
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
な

ら
ຓ
け
た
い
」と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

実
施
を
決
定
。
ᒇ
እ
作
業
が
多
く
三
ᐦ
を

回
㑊
し
や
す
い
こ
と
も
、
あ
と
ᢲ
し
に
な

り
ま
し
た
。

元
気
村
の
理
事
長
、
田
㘠

さ
ん
（
59

歳
）
は
、
「
⚾
も
含
め
み
ん
な
ᩯ
賀
野
が

大
好
き
。
そ
の
気
持
ち
を
具
体
的
な
行
動

で
分
か
ち
合
う
機
会
で
も
あ
る
」
と
大
作

ᡓ
の
意
義
を
ㄒ
り
ま
す
。

人
と
地
域
の
୧
想
い
が
、
支
え
合
い
の

基
盤
で
す
。

͕
ঁ
͜

ࡠ
ક
は
動
画
で
も
見
ら
れ
ま

す
。
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ

ウ
ザ
に
入
力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
み
動
画
配
信
ペ
ー
ジ
へ
。

࠸ࡋసᴗは㞴ࡓࡋ࠺ࡇࠊࡵ③ࢆࢨࣄዪᛶはࡴఫのᐙࡇࠋ㝖ᤲࢆ㌺ୗࡸ❆

సᴗ⤊ᚋࠊ参加者ࡾࡂ࠾Ồ≀࠺ࡲࡿࡩࢆ

࣮ࢥの࣮ࢱンࢭ࠸࠶ࢀࡩࡓࡗ࠶

ࢇࡉ᳃⏣᭷⣖ࠊ࣮ࢱ࣮ࢿࢹ

㹌㹎㹍ἲேのඖẼᮧの⌮㛗ࠊ

⏣㘠ࢇࡉ

㹌㹎㹍ἲேのඖẼᮧのάືᣐⅬ
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実
は
、
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
運
営
ẕ
体
の

㹌
Ｐ
㹍
法
人
と
か
の
元
気
村
に
よ
る
交
流

事
業
や
サ
ロ
ン
活
動
は
、
２
０
２
０
年
４

月
㡭
か
ら
㌺
୪
み
休
止
。
一
方
、
大
作
ᡓ

は
住
民
か
ら
「
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
な

ら
ຓ
け
た
い
」と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

実
施
を
決
定
。
ᒇ
እ
作
業
が
多
く
三
ᐦ
を

回
㑊
し
や
す
い
こ
と
も
、
あ
と
ᢲ
し
に
な

り
ま
し
た
。

元
気
村
の
理
事
長
、
田
㘠

さ
ん
（
59

歳
）
は
、
「
⚾
も
含
め
み
ん
な
ᩯ
賀
野
が

大
好
き
。
そ
の
気
持
ち
を
具
体
的
な
行
動

で
分
か
ち
合
う
機
会
で
も
あ
る
」
と
大
作

ᡓ
の
意
義
を
ㄒ
り
ま
す
。

人
と
地
域
の
୧
想
い
が
、
支
え
合
い
の

基
盤
で
す
。

͕
ঁ
͜

ࡠ
ક
は
動
画
で
も
見
ら
れ
ま

す
。
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ

ウ
ザ
に
入
力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
み
動
画
配
信
ペ
ー
ジ
へ
。

࠸ࡋసᴗは㞴ࡓࡋ࠺ࡇࠊࡵ③ࢆࢨࣄዪᛶはࡴఫのᐙࡇࠋ㝖ᤲࢆ㌺ୗࡸ❆

సᴗ⤊ᚋࠊ参加者ࡾࡂ࠾Ồ≀࠺ࡲࡿࡩࢆ

࣮ࢥの࣮ࢱンࢭ࠸࠶ࢀࡩࡓࡗ࠶

ࢇࡉ᳃⏣᭷⣖ࠊ࣮ࢱ࣮ࢿࢹ
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ᑿ
川
地
区
で
一
人
暮
ら
し
の
Ἑ
ῧ
ᡣふ

さ

さ

ん
（
92
歳
）
。
元
気
の
秘
け
つ
は
「
⦭
い

も
の
、
⏿
、
お
ᩱ
理
、
お
Ⲕ
㣧
み
」
で
す
。

お
Ⲕ
㣧
み
は
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
た

い
こ
ᒾ
を
会
場
に
開
か
れ
る
「
あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
」
の
サ
ロ

ン
で
㐌
２
～
３
回
。
そ
し
て
ᡣ
さ
ん
宅
で

も
、
㐌
１
回
は
し
て
い
ま
す
。

お
Ⲕ
㣧
み
௰
間
は
、
同
い
年
の
田
村
⨾

ᜨ
子
さ
ん
と
森
田
ᰤ
子
さ
ん
、
そ
れ
に
ᡣ

さ
ん
の
ጱ
、
山
ᓮ
⨾
佐
子
さ
ん

（
80
歳
）
。

お
Ⲕ
㣧
み
場
は
、
か
つ
て
≀

置
だ
っ
た
小
ᒇ
。
テ
ー
ブ
ル

や
㣗
ჾ
Ჴ
を
置
い
て
⣲
ᩛ
な

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
に
ᨵ

し
ま
し

た
。
そ
こ
で
20
年
以
上
、
ႚ
Ⲕ

と
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

お
Ⲕ
ㄳ
け
は
持
ち
寄
り
。
野
⳯

や
手
ᩱ
理
の
お
す
そ
分
け
も

し
ょ
っ
ち
䣮
う
。
一
緒
に
お


を
い
た
だ
く
こ
と
も
。

コ
ロ
ナ
禍
で
サ
ロ
ン
が
休
止

で
も
、
自
宅
の
お
Ⲕ
㣧
み
は
感

ᰁ
予
防
に
配
៖
し
つ
つ
、
長
年

の
信
㢗
に
基
づ
い
て
⥅
続
。
つ

な
が
り
の
㍯
の
な
か
で
孤
立
と

は
↓
⦕
の
暮
ら
し
で
す
。

20
年
以
上
続
く
自
治
会
の
ኟ
⚍
り
が
コ

ロ
ナ
で
中
止
䢣
䢣
そ
の
と
き
「
な
ん
と
か

し
て
住
民
の
、
特
に
高
齢
者
の
つ
な
が
り

を
Ᏺ
ろ
う
」
と
地
域
㣗
ᇽ
を
立
ち
上
げ
た

人
た
ち
が
い
ま
す
。
佐
川
地
区
の
㟷あ

お

ཤざ
れ

自

治
会
で
福
祉
委
員
を
務
め
る
ส
谷
⨾
ᬛ
さ

ん
（
78
歳
）
と
、
民
生
・
児
童
委
員
の
ส

谷
要
介
さ
ん
（
71
歳
、
11
ペ
ー
ジ
の
記
事

に
も
Ⓩ
場
）
で
す
。

２
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
௰
間
と
と
も
に

地
区
集
会
所
で
「
㟷
ཤ
の
お

㣗
事
会
」
を
開
始
。
毎
月
第

三
火
᭙
の
お

、
お
か
ず
４

ရ
に
ご
㣤
と

ჯ
Ồ
、
お
Ⲕ

と
㣗
後
の
コ
ー
ࣄ
ー
も
付
け

て
５
０
０

で
提
供
し
ま

す
。
⡿
や
㟷
果
㢮
は
農
家
の

௰
間
か
ら
の
ᕪ
し
ධ
れ
で
ま

か
な
い
、
㈝
用
を
ᢚ
え
ま
す
。

参
加
は
20
人
に
限
定
し
、
県

の
コ
ロ
ナ
㆙
ᡄ
レ
࣋
ル
に

よ
っ
て
は
休
止
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

参
加
者
は

に
60
～
80
歳
代

の
高
齢
者
。
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
も
加
わ
り
、
地
域
と

社
協
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
場

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ܧ
ଓ
す
る
活
ಈ
Ụ

20
೧
Ґ

କ
く
͕
ண
Ӂ
Ί

Ց
శ

͠
Ξ
（
ඎ
川
地
区
）

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ੜ
·
Ε
ͨ
活
ಈ
Ụ

ͯ
͵
͗
り
ฯ
ͯ
ஏ
Ү
ৱ
ಌ

੪
ڊ

͕
ৱ
ࣆ
ճ（
佐
川
地
区
）

Ἑῧᡣࢇࡉ㸦ᕥࡽ㸰ே┠㸧Ꮿの࣮ࢸ ࡕࡓ௰㛫ࡳⲔ㣧࠾࣒࣮ࣝ
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Τ
Ỿ
ổ
Ϋ
ϱ
ή
を
ͤ
る
ਕ
ͪ

ͬ
͗
、
ಕ
ͤ
͗
Δ
͍
͏
͠
つ
を
ި
Κ

ͤ
͑
ͬ
、
͏
つ
͢
͖
ิ
Ί
を
ͳ

Ͷ

͢
、
Ҳ
ॻ
Ͷ
ϧ
ζ
Ψ
ର


ͤ
る
Γ

͑
Ͷ
な
り
Ή
͢
ͪ
Ồ
ࠦ
ઔ
ௌ

ৼ
෨


ຂ

ޮ
Ԅ
Ͳ

、໌

な
͏
Τ
Ỿ
ổ

Ϋ
ϱ
ή
ˏ
ϧ
ζ
Ψ
ର

ճ
Ͳ
ͤ
Ồ

佐
川
町
出
身
の
ⴭ
ྡ
な
᳜
≀
学
者
、
∾

野
ᐩ
太
㑻
博
士
に
ࡺ
か
り
の
∾
野
公
園
。

町
中
心
部
の
小
高
い
ୣ
に
あ
っ
て
、
園
路

を
Ⓩ
る
と
市
⾤
地
を
一
望
で
き
ま
す
。
そ

の
公
園
の
中
⭡
で
、
毎
ᮅ
６
時
༙
㡭
ラ
ジ

オ
体
操
を
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。


に
同
公
園
の
周
㎶
に
暮
ら
す
60
～
80

歳
代
の
⏨
女
15
人
前
後
、
多
い
と
き
で
⣙

20
人
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅

か
ら
公
園
を
目
指
し
て
Ṍ
き
出
し
、
㏵
中

で
௰
間
と
合
流
。
お
し
䣭
べ
り
を
楽
し
み

つ
つ
グ
ル
ー
プ
ウ
䣸
ー
ク
、
公
園
の
見
ᬕ

ら
し
の
い
い
場
所
で
体
操
。

「
以
前
は
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
Ṍ
い
て

い
た
。
行
き
会
っ
て
䣕
公
園
に
行
き
ま
せ

ん
か
䣖
と
か
、
声
を
か
け
合
っ
て
だ
ん
だ

ん
グ
ル
ー
プ
で
Ṍ
く
よ
う
に
な
り
、
ラ
ジ

オ
体
操
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

そ
う
説
明
す
る
の
は
ᇼ
見

᪼
し
ょ
う

出す
い

さ
ん

（
72
歳
）
。
10
年
以
上
前
に
ኵ
፬
で
ウ
䣸
ー

キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ

ウ
䣸
ー
ク
と
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
２
０
１
６

年
㡭
に
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

「
み
ん
な
で
Ṍ
い
て
い
る
と
䣕

日
も

行
か
な
き
䣭
䣖
と
思
う
か
ら
、
長
く
続
く
。

௰
間
と
お
し
䣭
べ
り
で
き
る
の
が
㨩
力
。

そ
れ
が
楽
し
み
で
続
け
て
い
る
よ
う
な
も

の
だ
。
ᮅ
Ṍ
い
て
体
操
す
る
と
生
活
リ
ズ

ム
も
整
う
よ
」

コ
ロ
ナ
禍
で
᭱
初
の
⥭
ᛴ
事
ែ
ᐉ
言
が

出
た
時
期
は
、
ᛕ
の
た
め
別
ࠎ
に
Ṍ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な

ど
し
て
一
緒
に
Ṍ
い
て
い
ま
す
。

Ṍ
き
始
め
て
３
年
と
い
う
女
性
（
73
歳
）

は
「
転

᪘
で
知
り
合
い
が
少
な
く
、
㏥

職
後
は
特
に
ᐢ
し
い
思
い
を
し
た
。で
も
、

こ
れ
で

だ
ち
が
増
え
た
」と
喜
び
ま
す
。

ఱ
か
用
事
が
あ
っ
て
休
む
と
き
は
、「
↓

断
Ḟ
ᖍ
は
し
な
い
」
（
᪼
出
さ
ん
）
。
事
前

に
௰
間
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。


ᗣ
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
௰
間
づ
く

り
や
見
Ᏺ
り
に
も
役
立
つ
ウ
䣸
ー
キ
ン
グ

㸤
ラ
ジ
オ
体
操
で
す
。

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ܧ
ଓ
す
る
活
ಈ
Ụ

仲
間
づ
く
り
の
ラ
ジ
オ
体
操

牧
野
公
園（
佐
川
地
区
）

య᧯の参加者㸦����ᖺ࢜ࢪࣛ ��᭶��᪥ᙳ㸧
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ᑿ
川
地
区
で
一
人
暮
ら
し
の
Ἑ
ῧ
ᡣふ

さ

さ

ん
（
92
歳
）
。
元
気
の
秘
け
つ
は
「
⦭
い

も
の
、
⏿
、
お
ᩱ
理
、
お
Ⲕ
㣧
み
」
で
す
。

お
Ⲕ
㣧
み
は
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
た

い
こ
ᒾ
を
会
場
に
開
か
れ
る
「
あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
」
の
サ
ロ

ン
で
㐌
２
～
３
回
。
そ
し
て
ᡣ
さ
ん
宅
で

も
、
㐌
１
回
は
し
て
い
ま
す
。

お
Ⲕ
㣧
み
௰
間
は
、
同
い
年
の
田
村
⨾

ᜨ
子
さ
ん
と
森
田
ᰤ
子
さ
ん
、
そ
れ
に
ᡣ

さ
ん
の
ጱ
、
山
ᓮ
⨾
佐
子
さ
ん

（
80
歳
）
。

お
Ⲕ
㣧
み
場
は
、
か
つ
て
≀

置
だ
っ
た
小
ᒇ
。
テ
ー
ブ
ル

や
㣗
ჾ
Ჴ
を
置
い
て
⣲
ᩛ
な

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
に
ᨵ

し
ま
し

た
。
そ
こ
で
20
年
以
上
、
ႚ
Ⲕ

と
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

お
Ⲕ
ㄳ
け
は
持
ち
寄
り
。
野
⳯

や
手
ᩱ
理
の
お
す
そ
分
け
も

し
ょ
っ
ち
䣮
う
。
一
緒
に
お


を
い
た
だ
く
こ
と
も
。

コ
ロ
ナ
禍
で
サ
ロ
ン
が
休
止

で
も
、
自
宅
の
お
Ⲕ
㣧
み
は
感

ᰁ
予
防
に
配
៖
し
つ
つ
、
長
年

の
信
㢗
に
基
づ
い
て
⥅
続
。
つ

な
が
り
の
㍯
の
な
か
で
孤
立
と

は
↓
⦕
の
暮
ら
し
で
す
。

20
年
以
上
続
く
自
治
会
の
ኟ
⚍
り
が
コ

ロ
ナ
で
中
止
䢣
䢣
そ
の
と
き
「
な
ん
と
か

し
て
住
民
の
、
特
に
高
齢
者
の
つ
な
が
り

を
Ᏺ
ろ
う
」
と
地
域
㣗
ᇽ
を
立
ち
上
げ
た

人
た
ち
が
い
ま
す
。
佐
川
地
区
の
㟷あ

お

ཤざ
れ

自

治
会
で
福
祉
委
員
を
務
め
る
ส
谷
⨾
ᬛ
さ

ん
（
78
歳
）
と
、
民
生
・
児
童
委
員
の
ส

谷
要
介
さ
ん
（
71
歳
、
11
ペ
ー
ジ
の
記
事

に
も
Ⓩ
場
）
で
す
。

２
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
௰
間
と
と
も
に

地
区
集
会
所
で
「
㟷
ཤ
の
お

㣗
事
会
」
を
開
始
。
毎
月
第

三
火
᭙
の
お

、
お
か
ず
４

ရ
に
ご
㣤
と

ჯ
Ồ
、
お
Ⲕ

と
㣗
後
の
コ
ー
ࣄ
ー
も
付
け

て
５
０
０

で
提
供
し
ま

す
。
⡿
や
㟷
果
㢮
は
農
家
の

௰
間
か
ら
の
ᕪ
し
ධ
れ
で
ま

か
な
い
、
㈝
用
を
ᢚ
え
ま
す
。

参
加
は
20
人
に
限
定
し
、
県

の
コ
ロ
ナ
㆙
ᡄ
レ
࣋
ル
に

よ
っ
て
は
休
止
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

参
加
者
は

に
60
～
80
歳
代

の
高
齢
者
。
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
も
加
わ
り
、
地
域
と

社
協
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
場

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ܧ
ଓ
す
る
活
ಈ
Ụ

20
೧
Ґ

କ
く
͕
ண
Ӂ
Ί

Ց
శ

͠
Ξ
（
ඎ
川
地
区
）

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ੜ
·
Ε
ͨ
活
ಈ
Ụ

ͯ
͵
͗
り
ฯ
ͯ
ஏ
Ү
ৱ
ಌ

੪
ڊ

͕
ৱ
ࣆ
ճ（
佐
川
地
区
）
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、໌

な
͏
Τ
Ỿ
ổ

Ϋ
ϱ
ή
ˏ
ϧ
ζ
Ψ
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ճ
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ͤ
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佐
川
町
出
身
の
ⴭ
ྡ
な
᳜
≀
学
者
、
∾

野
ᐩ
太
㑻
博
士
に
ࡺ
か
り
の
∾
野
公
園
。

町
中
心
部
の
小
高
い
ୣ
に
あ
っ
て
、
園
路

を
Ⓩ
る
と
市
⾤
地
を
一
望
で
き
ま
す
。
そ

の
公
園
の
中
⭡
で
、
毎
ᮅ
６
時
༙
㡭
ラ
ジ

オ
体
操
を
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。


に
同
公
園
の
周
㎶
に
暮
ら
す
60
～
80

歳
代
の
⏨
女
15
人
前
後
、
多
い
と
き
で
⣙

20
人
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅

か
ら
公
園
を
目
指
し
て
Ṍ
き
出
し
、
㏵
中

で
௰
間
と
合
流
。
お
し
䣭
べ
り
を
楽
し
み

つ
つ
グ
ル
ー
プ
ウ
䣸
ー
ク
、
公
園
の
見
ᬕ

ら
し
の
い
い
場
所
で
体
操
。

「
以
前
は
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
Ṍ
い
て

い
た
。
行
き
会
っ
て
䣕
公
園
に
行
き
ま
せ

ん
か
䣖
と
か
、
声
を
か
け
合
っ
て
だ
ん
だ

ん
グ
ル
ー
プ
で
Ṍ
く
よ
う
に
な
り
、
ラ
ジ

オ
体
操
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

そ
う
説
明
す
る
の
は
ᇼ
見

᪼
し
ょ
う

出す
い

さ
ん

（
72
歳
）
。
10
年
以
上
前
に
ኵ
፬
で
ウ
䣸
ー

キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ

ウ
䣸
ー
ク
と
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
２
０
１
６

年
㡭
に
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

「
み
ん
な
で
Ṍ
い
て
い
る
と
䣕

日
も

行
か
な
き
䣭
䣖
と
思
う
か
ら
、
長
く
続
く
。

௰
間
と
お
し
䣭
べ
り
で
き
る
の
が
㨩
力
。

そ
れ
が
楽
し
み
で
続
け
て
い
る
よ
う
な
も

の
だ
。
ᮅ
Ṍ
い
て
体
操
す
る
と
生
活
リ
ズ

ム
も
整
う
よ
」

コ
ロ
ナ
禍
で
᭱
初
の
⥭
ᛴ
事
ែ
ᐉ
言
が

出
た
時
期
は
、
ᛕ
の
た
め
別
ࠎ
に
Ṍ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な

ど
し
て
一
緒
に
Ṍ
い
て
い
ま
す
。

Ṍ
き
始
め
て
３
年
と
い
う
女
性
（
73
歳
）

は
「
転

᪘
で
知
り
合
い
が
少
な
く
、
㏥

職
後
は
特
に
ᐢ
し
い
思
い
を
し
た
。で
も
、

こ
れ
で

だ
ち
が
増
え
た
」と
喜
び
ま
す
。

ఱ
か
用
事
が
あ
っ
て
休
む
と
き
は
、「
↓

断
Ḟ
ᖍ
は
し
な
い
」
（
᪼
出
さ
ん
）
。
事
前

に
௰
間
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。


ᗣ
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
௰
間
づ
く

り
や
見
Ᏺ
り
に
も
役
立
つ
ウ
䣸
ー
キ
ン
グ

㸤
ラ
ジ
オ
体
操
で
す
。

ợ
コ
ロ
ナ
下
で
ܧ
ଓ
す
る
活
ಈ
Ụ

仲
間
づ
く
り
の
ラ
ジ
オ
体
操

牧
野
公
園（
佐
川
地
区
）

య᧯の参加者㸦����ᖺ࢜ࢪࣛ ��᭶��᪥ᙳ㸧
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地
域
の
つ
な
が
り
ઈ

͞
ͣ


ົ
ᒁ
長

ీ
ଞ
Մ㇊

㆙

ㆴٳ
㆗

さ
ん

「
コ
ロ
ナ
前
か
ら
各
地
区
の
住
民
活
動

組
⧊
が
、
地
区
の
特
徴
を
生
か
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
基
盤
が
あ

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
下
で
も
か
な
り
高
齢
者

ら
の
見
Ᏺ
り
が
で
き
て
い
ま
す
。
⚾
た
ち

社
協
は
、
ᚑ
来
か
ら
の
支
援
活
動
を
通
じ

て
住
民
と
気
㍍
に
ヰ
し
合
え
る
関
係
性
を

つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
非
常
時
で
も
⥭
ᐦ

に
情
報
交

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
支

援
す
る
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
」

「
住
民
の
コ
ロ
ナ
の
受
け
止
め
か
た
は

さ
ま
ざ
ま
。
䣕
集
ま
る
の
は
༴
㝤
䣖
と
い

う
人
も
い
れ
ば
䣕
大

ኵ
䣖
と
い
う
人
も
。

そ
れ
が
地
域
の
活
動
を
や
り
に
く
く
し
て

い
る
要
ᅉ
の
一
つ
で
す
。
リ
ス
ク
を
お
そ

れ
㐣
ࡂ
る
こ
と
が
、
㏫
に
心
身
の

ᗣ
や

幸
せ
の
実
感
へ
の
リ
ス
ク
に
な
り
か
ね
な

い
実
情
を
㋃
ま
え
、
感
ᰁ
防
止
の
༑
分
な

配
៖
の
う
え
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
⤯

や
さ
な
い
活
動
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

「
人
と
人
が
つ
な
が
る
こ
と
で
共
感
や

Ᏻ
心
感
を
得
、
幸
せ
を
実
感
し
、
心
身
の


ᗣ
を
保
つ
と
い
う
こ
と
を
コ
ロ
ナ
で
ᙉ

く
意
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
状
況

で
も
、
つ
な
が
り
を
広
げ
て
地
域
全
体
の

幸
せ
を
向
上
さ
せ
て
い
く
と
い
う
⚾
た
ち

の
思
い
は
一
㈏
し
て
い
ま
す
。
ᖹ
時
と
非

常
時
の
୧
方
を
視
野
に
ධ
れ
、
地
域
の
住

民
活
動
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

地
域
と
ࣾ
ڠ
の
ؔ

づ
く
り

吊
吶
吼
吢
吝
叺
吔
ー
后
吺
呂
呆
ー
吂
ー

ీ
ଞ
㇌

ㆊ

さ
ん

「
各
地
区
の
住
民
が
コ
ロ
ナ
下
で
も
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
実
践
す
る
、
そ
の
創

意
ᕤ
ኵ
が
す
ご
い
。
住
民
活
動
組
⧊
を
立

ち
上
げ
る
㡭
か
ら
、
地
域
づ
く
り
は
自
分

た
ち
で
と
い
う
意
識
が
᰿
づ
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
」

「
住
民
が
必
要
に
応
じ
て
い
つ
で
も
⚾

た
ち
を
㢗
れ
る
環
ቃ
、
関
係
性
を
つ
く
っ

て
お
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
コ
ロ

ナ
下
か
ど
う
か
は
、
あ
ま
り
関
係
な
い
で

す
ね
」

「
䣕
社
協
で
す
䣖
と
地
域
に
ධ
る
と
き
、

大

の
住
民
は
身
構
え
ず
ᬑ
通
に
受
け
ධ

れ
て
く
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
状
ែ
を
⥅
続

さ
せ
て
い
き
た
い
。
そ
の
こ
と
は
常
に
心

が
け
て
い
ま
す
」

つ
な
が
り
が
ੜ
͖
る
ྗ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⏕
ά
支
援
吊
ー
吞
叺
吤
ー
吖
ー

ਜ਼
Ԯ
ײ
ࢢ
さ
ん

「
住
民
や
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
職
員
ら
が
、
コ
ロ
ナ
下
で
ఱ
が
で

き
る
か
を
真

に
考
え
、
実
行
す
る
ጼ
を

目
の
当
た
り
に
し
、
感
動
し
ま
し
た
」

「
や
は
り
人
の
つ
な
が
り
は
大
事
。
生

き
る
力
の
※
だ
と
実
感
し
ま
す
。
㏫
に
言

う
と
、
孤
立
し
て
生
き
て
い
く
の
は
㞴
し

い
と
い
う
⌧
実
も
見
え
た
感
じ
で
す
」

「
住
民
が
集
い
、
つ
な
が
る
場
、
井
ᡞ

➃
会
議
で
も
ウ
䣸
ー
キ
ン
グ
で
も
、
で
き

る
だ
け
⌧
場
に
お
㑧
㨱
し
て
日
常
の
暮
ら

し
の
な
か
で
住
民
の
本
音
を
⪺
く
、
そ
の

✚
み
重
ね
か
ら
地
域
づ
く
り
の
ࣄ
ン
ト
を

つ
か
め
る
ん
じ
䣭
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

３
人
の
コ
メ
ン
ト
は
動
画
で
も
見
ら
れ
ま

す
。
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ

ウ
ザ
に
入
力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
み
動
画
配
信
ペ
ー
ジ
へ
。

　
　ợ支
援
者
の
ࢹ

Ụ

佐
川
町
ࣾ
ձ
福
祉
ڠ
ٞ
ձ

ᆅᇦ⚟♴᥎㐍ᦠࡿࢃబᕝ⏫♫会⚟♴༠㆟会の

⫋ဨ㸦ᕥ࣭࣮࣮࢝࣡ࣝࣕࢩ࣮ࢯࢸࢽ࣑ࣗࢥࡽ⏣

ᮧ㔛ᱜࠊࢇࡉົᒁ㛗࣭⏣ᮧెஂࠊࢇࡉ⏕άᨭ

㸧ࢇࡉṇᒸᖿᏊ࣭࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥ
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困
る
前
か
ら
つ
な
が
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川
町
健
康
福
祉
課
保
健
師

٤
ଞ
ਇ
ٹ
さ
ん

「
行
ᨻ
で
は
、
住

民
が
深
้
な
困
り
ご

と
を
ᢪ
え
て
か
ら
相

談
を
受
け
、
対
応
す

る
こ
と
が
多
い
。
一
方
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
は
、
困
る
前
に
住
民
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
集
い
機
能

が
休
止
し
て
も
、
ス
タ
ッ
フ
が
ゼ
問
で
高

齢
者
ら
を
見
Ᏺ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し

た
困
り
ご
と
も
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に

相
談
で
き
、
ΰ

を
小
さ
く
ᢚ
え
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
㈙
い
も
の
に

困
っ
た
段
階
で
行
ᨻ
に
相
談
す
る
人
は
あ

ま
り
い
ま
せ
ん
が
、
セ
ン
タ
ー
は
い
ち
᪩

く
ᐹ
知
し
㈙
い
も
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
予
防
的
な
対
ฎ
が
で
き

ま
す
。
気
㍍
に
相
談
に

れ
る
関
係
性
が

大
事
だ
と
③
感
し
ま
し
た
」

「
誰
も
が
生
き
が
い
と
楽
し
み
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
福
祉
の
㍯
の
な

か
に
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
つ
な
が
り
と
支
え
合
い
を
広
げ
て
い

け
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

住
民
の
工
夫
と
実
践
、自
信
に

チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
企
画
お
も
て
な
し
係
長

҈
Ԯ
༡
ඔ
さ
ん

「
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
の
い
ろ
い
ろ
な

イ
࣋
ン
ト
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
活
動


開
を
模
索
す
る
な
か
、
住
民
は
ᒇ
እ
に

あ
る
䣕
地
域
の
お
宝
䣖
に
目
を
向
け
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
㯮
ᒾ
地
区
で
す
と
、
㯮

ᒾ
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
い
う
山
㡬
付
近
を
通

る
町
道
を
自
分
た
ち
で
手
ධ
れ
し
て
、
町

内
እ
の
人
に
来
て
も
ら
い
、
に
ࡂ
わ
い
を

取
り
ᡠ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
」

「
コ
ロ
ナ
下
で
ఱ
が
で
き
る
か
を
自
分

た
ち
で
考
え
、
形
に
で
き
た
こ
と
は
自
信

に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
住
民
の
課
題
解

決
の
力
は
す
ば
ら
し
い
」

「
住
民
が
や
り
た
い
と
思
う
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
も
た
い
せ
つ
に
し
て
い
き
ま

す
。
⚾
た
ち
が
地
区
の
活
動
を
ᘬ
っ
ᙇ
る

の
で
は
な
く
、
あ
と
ᢲ
し
す
る
形
で
支
援

し
ま
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
で
中
止
し
て
い
た

行
事
の

開
で
は
、
な
る
べ
く
ス
ム
ー
ズ

に
㈇
担
な
く
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
心
が

け
た
い
と
思
い
ま
す
」

地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
得
た

集
落
支
援
員


ਁ
৶
ࢀ
さ
ん

「
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
取
材
し
て
ま
わ
っ

て
み
る
と
、
み
ん
な

ᕤ
ኵ
し
て
い
ろ
ん
な

こ
と
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
ᒇ
እ
作
業
な

ら
三
ᐦ
に
な
ら
な
い
わ
け
で
、
㯮
ᒾ
地
区

の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
道
路
整
備
な
ん
か
は
、

や
り
た
い
と
思
っ
て
も
以
前
は

か
の
イ

࣋
ン
ト
な
ど
が
ᛁ
し
く
て
で
き
な
か
っ
た

の
を
、
こ
の
機
会
に
や
っ
た
。
な
る

ど

と
思
い
ま
し
た
ね
。
ᑿ
川
地
区
で
も
、
年

２
回
だ
け
の
公
園
の
ⲡ
ส
り
を
毎
㐌
や
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
イ
࣋
ン
ト
は
↓
理
で

も
こ
う
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
地
域
づ
く

り
の
ࣄ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し

た
」

「
コ
ロ
ナ
下
で
得
た
知
見
や
実
践
は
、

コ
ロ
ナ
後
も
生
か
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。


እ
い
い
機
会
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ᖹ
時
か
ら
の
つ
な
が
り
が
あ
れ
ば
、
非
常

時
に
も
対
応
で
き
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
共
有
し
、
受
け
⥅
い
で
い
き

た
い
で
す
ね
」

３
人
の
コ
メ
ン
ト
は
動
画
で
も
見
ら
れ
ま

す
。
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ

ウ
ザ
に
入
力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
み
動
画
配
信
ペ
ー
ジ
へ
。

　
　ợ支
援
者
の
ࢹ

Ụ

佐
川
町
健
康
福
祉
課
、

　
　
　
　
　
　
　チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
、集
落
支
援
員

https://youtu.be�
�/m2PnHNTTkuI

コロナԼͷॅຽ׆ಈͱҬͷڌ ～集う・つながる・支え合う 実践の現場～

 ொ ࠤ  県 ߴ

https://youtu.be/q0EUqTsWlHc
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地
域
の
つ
な
が
り
ઈ

͞
ͣ


ົ
ᒁ
長

ీ
ଞ
Մ㇊

㆙

ㆴٳ
㆗

さ
ん

「
コ
ロ
ナ
前
か
ら
各
地
区
の
住
民
活
動

組
⧊
が
、
地
区
の
特
徴
を
生
か
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
基
盤
が
あ

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
下
で
も
か
な
り
高
齢
者

ら
の
見
Ᏺ
り
が
で
き
て
い
ま
す
。
⚾
た
ち

社
協
は
、
ᚑ
来
か
ら
の
支
援
活
動
を
通
じ

て
住
民
と
気
㍍
に
ヰ
し
合
え
る
関
係
性
を

つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
非
常
時
で
も
⥭
ᐦ

に
情
報
交

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
支

援
す
る
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
」

「
住
民
の
コ
ロ
ナ
の
受
け
止
め
か
た
は

さ
ま
ざ
ま
。
䣕
集
ま
る
の
は
༴
㝤
䣖
と
い

う
人
も
い
れ
ば
䣕
大

ኵ
䣖
と
い
う
人
も
。

そ
れ
が
地
域
の
活
動
を
や
り
に
く
く
し
て

い
る
要
ᅉ
の
一
つ
で
す
。
リ
ス
ク
を
お
そ

れ
㐣
ࡂ
る
こ
と
が
、
㏫
に
心
身
の

ᗣ
や

幸
せ
の
実
感
へ
の
リ
ス
ク
に
な
り
か
ね
な

い
実
情
を
㋃
ま
え
、
感
ᰁ
防
止
の
༑
分
な

配
៖
の
う
え
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
⤯

や
さ
な
い
活
動
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

「
人
と
人
が
つ
な
が
る
こ
と
で
共
感
や

Ᏻ
心
感
を
得
、
幸
せ
を
実
感
し
、
心
身
の


ᗣ
を
保
つ
と
い
う
こ
と
を
コ
ロ
ナ
で
ᙉ

く
意
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
状
況

で
も
、
つ
な
が
り
を
広
げ
て
地
域
全
体
の

幸
せ
を
向
上
さ
せ
て
い
く
と
い
う
⚾
た
ち

の
思
い
は
一
㈏
し
て
い
ま
す
。
ᖹ
時
と
非

常
時
の
୧
方
を
視
野
に
ධ
れ
、
地
域
の
住

民
活
動
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

地
域
と
ࣾ
ڠ
の
ؔ

づ
く
り

吊
吶
吼
吢
吝
叺
吔
ー
后
吺
呂
呆
ー
吂
ー

ీ
ଞ
㇌

ㆊ

さ
ん

「
各
地
区
の
住
民
が
コ
ロ
ナ
下
で
も
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
実
践
す
る
、
そ
の
創

意
ᕤ
ኵ
が
す
ご
い
。
住
民
活
動
組
⧊
を
立

ち
上
げ
る
㡭
か
ら
、
地
域
づ
く
り
は
自
分

た
ち
で
と
い
う
意
識
が
᰿
づ
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
」

「
住
民
が
必
要
に
応
じ
て
い
つ
で
も
⚾

た
ち
を
㢗
れ
る
環
ቃ
、
関
係
性
を
つ
く
っ

て
お
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
コ
ロ

ナ
下
か
ど
う
か
は
、
あ
ま
り
関
係
な
い
で

す
ね
」

「
䣕
社
協
で
す
䣖
と
地
域
に
ධ
る
と
き
、

大

の
住
民
は
身
構
え
ず
ᬑ
通
に
受
け
ධ

れ
て
く
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
状
ែ
を
⥅
続

さ
せ
て
い
き
た
い
。
そ
の
こ
と
は
常
に
心

が
け
て
い
ま
す
」

つ
な
が
り
が
ੜ
͖
る
ྗ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⏕
ά
支
援
吊
ー
吞
叺
吤
ー
吖
ー

ਜ਼
Ԯ
ײ
ࢢ
さ
ん

「
住
民
や
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
職
員
ら
が
、
コ
ロ
ナ
下
で
ఱ
が
で

き
る
か
を
真

に
考
え
、
実
行
す
る
ጼ
を

目
の
当
た
り
に
し
、
感
動
し
ま
し
た
」

「
や
は
り
人
の
つ
な
が
り
は
大
事
。
生

き
る
力
の
※
だ
と
実
感
し
ま
す
。
㏫
に
言

う
と
、
孤
立
し
て
生
き
て
い
く
の
は
㞴
し

い
と
い
う
⌧
実
も
見
え
た
感
じ
で
す
」

「
住
民
が
集
い
、
つ
な
が
る
場
、
井
ᡞ

➃
会
議
で
も
ウ
䣸
ー
キ
ン
グ
で
も
、
で
き

る
だ
け
⌧
場
に
お
㑧
㨱
し
て
日
常
の
暮
ら

し
の
な
か
で
住
民
の
本
音
を
⪺
く
、
そ
の

✚
み
重
ね
か
ら
地
域
づ
く
り
の
ࣄ
ン
ト
を

つ
か
め
る
ん
じ
䣭
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

３
人
の
コ
メ
ン
ト
は
動
画
で
も
見
ら
れ
ま

す
。
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ

ウ
ザ
に
入
力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
み
動
画
配
信
ペ
ー
ジ
へ
。

　
　ợ支
援
者
の
ࢹ

Ụ

佐
川
町
ࣾ
ձ
福
祉
ڠ
ٞ
ձ

ᆅᇦ⚟♴᥎㐍ᦠࡿࢃబᕝ⏫♫会⚟♴༠㆟会の

⫋ဨ㸦ᕥ࣭࣮࣮࢝࣡ࣝࣕࢩ࣮ࢯࢸࢽ࣑ࣗࢥࡽ⏣

ᮧ㔛ᱜࠊࢇࡉົᒁ㛗࣭⏣ᮧెஂࠊࢇࡉ⏕άᨭ

㸧ࢇࡉṇᒸᖿᏊ࣭࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥ

https://youtu.be�
�/R�&6RTs8MHD
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困
る
前
か
ら
つ
な
が
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川
町
健
康
福
祉
課
保
健
師

٤
ଞ
ਇ
ٹ
さ
ん

「
行
ᨻ
で
は
、
住

民
が
深
้
な
困
り
ご

と
を
ᢪ
え
て
か
ら
相

談
を
受
け
、
対
応
す

る
こ
と
が
多
い
。
一
方
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
は
、
困
る
前
に
住
民
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
集
い
機
能

が
休
止
し
て
も
、
ス
タ
ッ
フ
が
ゼ
問
で
高

齢
者
ら
を
見
Ᏺ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し

た
困
り
ご
と
も
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に

相
談
で
き
、
ΰ

を
小
さ
く
ᢚ
え
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
㈙
い
も
の
に

困
っ
た
段
階
で
行
ᨻ
に
相
談
す
る
人
は
あ

ま
り
い
ま
せ
ん
が
、
セ
ン
タ
ー
は
い
ち
᪩

く
ᐹ
知
し
㈙
い
も
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
予
防
的
な
対
ฎ
が
で
き

ま
す
。
気
㍍
に
相
談
に

れ
る
関
係
性
が

大
事
だ
と
③
感
し
ま
し
た
」

「
誰
も
が
生
き
が
い
と
楽
し
み
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
福
祉
の
㍯
の
な

か
に
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
つ
な
が
り
と
支
え
合
い
を
広
げ
て
い

け
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

住
民
の
工
夫
と
実
践
、自
信
に

チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
企
画
お
も
て
な
し
係
長

҈
Ԯ
༡
ඔ
さ
ん

「
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
の
い
ろ
い
ろ
な

イ
࣋
ン
ト
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
活
動


開
を
模
索
す
る
な
か
、
住
民
は
ᒇ
እ
に

あ
る
䣕
地
域
の
お
宝
䣖
に
目
を
向
け
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
㯮
ᒾ
地
区
で
す
と
、
㯮

ᒾ
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
い
う
山
㡬
付
近
を
通

る
町
道
を
自
分
た
ち
で
手
ධ
れ
し
て
、
町

内
እ
の
人
に
来
て
も
ら
い
、
に
ࡂ
わ
い
を

取
り
ᡠ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
」

「
コ
ロ
ナ
下
で
ఱ
が
で
き
る
か
を
自
分

た
ち
で
考
え
、
形
に
で
き
た
こ
と
は
自
信

に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
住
民
の
課
題
解

決
の
力
は
す
ば
ら
し
い
」

「
住
民
が
や
り
た
い
と
思
う
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
も
た
い
せ
つ
に
し
て
い
き
ま

す
。
⚾
た
ち
が
地
区
の
活
動
を
ᘬ
っ
ᙇ
る

の
で
は
な
く
、
あ
と
ᢲ
し
す
る
形
で
支
援

し
ま
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
で
中
止
し
て
い
た

行
事
の

開
で
は
、
な
る
べ
く
ス
ム
ー
ズ

に
㈇
担
な
く
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
心
が

け
た
い
と
思
い
ま
す
」

地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
得
た

集
落
支
援
員


ਁ
৶
ࢀ
さ
ん

「
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
取
材
し
て
ま
わ
っ

て
み
る
と
、
み
ん
な

ᕤ
ኵ
し
て
い
ろ
ん
な

こ
と
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
ᒇ
እ
作
業
な

ら
三
ᐦ
に
な
ら
な
い
わ
け
で
、
㯮
ᒾ
地
区

の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
道
路
整
備
な
ん
か
は
、

や
り
た
い
と
思
っ
て
も
以
前
は

か
の
イ

࣋
ン
ト
な
ど
が
ᛁ
し
く
て
で
き
な
か
っ
た

の
を
、
こ
の
機
会
に
や
っ
た
。
な
る

ど

と
思
い
ま
し
た
ね
。
ᑿ
川
地
区
で
も
、
年

２
回
だ
け
の
公
園
の
ⲡ
ส
り
を
毎
㐌
や
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
イ
࣋
ン
ト
は
↓
理
で

も
こ
う
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
地
域
づ
く

り
の
ࣄ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し

た
」

「
コ
ロ
ナ
下
で
得
た
知
見
や
実
践
は
、

コ
ロ
ナ
後
も
生
か
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。


እ
い
い
機
会
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ᖹ
時
か
ら
の
つ
な
が
り
が
あ
れ
ば
、
非
常

時
に
も
対
応
で
き
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
共
有
し
、
受
け
⥅
い
で
い
き

た
い
で
す
ね
」

３
人
の
コ
メ
ン
ト
は
動
画
で
も
見
ら
れ
ま

す
。
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ

ウ
ザ
に
入
力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
み
動
画
配
信
ペ
ー
ジ
へ
。

　
　ợ支
援
者
の
ࢹ

Ụ

佐
川
町
健
康
福
祉
課
、

　
　
　
　
　
　
　チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
、集
落
支
援
員

https://youtu.be�
�/m2PnHNTTkuI

コロナՔͲ͓ߡΖʰཱིͦ͠ݿ͵͏ʱஏҮͰ͚Ε

https://youtu.be/m2PnHNTTkuI
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ứ
ワ
ク
ワ
ク

ୣ
ਕ
Ừ

Ộ
ࣙ
࣑
ճ
ௗ

ࢧ
͏
Ộ

「
ワ
ク
ワ
ク
の
達
人
が
い
る
」
䢧
䢧
そ

う
⪺
い
て
ゼ
ね
た
、
Ἀ
⦖
市
泡
瀬
第
三
地

区
。
Ἀ
⦖
市
の
東
部
、
中
城
‴
に
面
し
た

泡
瀬
地
区
の
う
ち
の
泡
瀬
５

目
と
６


目
が
そ
の
エ
リ
ア
で
す
。
１
９
５
０
年
の

泡
瀬
通
信
施
設
の
ᘓ
設
に
と
も
な
い
、
こ

の
エ
リ
ア
一
体
が
ᇙ
立
地
と
な
り
、
住
民

が
流
ධ
し
ま
し
た
。
エ
リ
ア
の
な
か
で
も

᭱
後
に
開
発
が
進
ん
だ
三
区
は
、
当
初
か

ら
⣙
１
１
５
０
ୡ
ᖏ
に
大
き
な
ኚ

は
な

く
、
⌧
在
は
２
４
３
３
人
が
暮
ら
し
ま
す
。

海
ᓊ
に
近
い
泡
瀬
第
三
地
区
は
、

地

区
に
ẚ
べ
て
高
齢

⋡
も
高
い
地
域
で
、

一
人
暮
ら
し
や
日
中
⊂
居
、
高
齢
者
の
み

の
ୡ
ᖏ
も
多
く
あ
り
ま
す
。
自
治
会
加
ධ

⋡
は
50
㸣
程
度
と
、
市
内
で
も
加
ධ
⋡
の

  

地
域

֕
ڱ

Ἀ
⦖
県
は
、

ᕞ
か
ら
ྎ
‴
に
連
な

る
南
西
ㅖ
ᓥ
の
南
༙
分
に
位
置
し
、
東

西
⣙
１
０
０
０

、
南
北
⣙
４
０
０


に
及
ぶ
海
域
に
、
Ἀ
⦖
ㅖ
ᓥ
、
先
ᓥ
ㅖ

ᓥ
、
ᑤ
㛶
ㅖ
ᓥ
、
大
東
ㅖ
ᓥ
の
大
小

１
６
０
の
ᓥ
ࠎ
（
う
ち
有
人
ᓥ
47
）
か

ら
成
っ
て
い
ま
す
。
41
の
市
町
村
が
あ

り
、
２
０
０
✀
㢮
が
確
認
さ
れ
る
サ
ン

ࢦ
を
は
じ
め
と
し
た
㇏
か
な
自
↛
や
⊂

自
の
⌰
⌫
文

が
発
展
す
る
、
㇏
か
な

ほ
ග
㈨
※
も
ే
せ
持
ち
ま
す
。

15
ୡ
⣖
に
⌰
⌫
⋤
ᮅ
が
⯆
り
、
ア
ジ

ア
や
日
本
な
ど
の
周
㎶
ㅖ
国
と
交
᫆
を

行
い
、
海
洋
国
家
と
し
て
発
展
を
㐙
げ

て
き
た
⌰
⌫
。
１
６
０
９
年
の
⸃
ᦶ
⸬

の
武
力

ᨷ
に
よ
り
支
配
下
に
置
か
れ

ま
し
た
が
、
１
８
７
９
年
に
Ἀ
⦖
県
と

な
り
ま
し
た
。

第

ḟ
ୡ
⏺
大
ᡓ
で
は
、
日
本
で
၏

一
の
地
上
ᡓ
の
⃭
ᡓ
地
と
な
り
、
多

く
の
≛
≅
者
を
出
し
た
だ
け
で
な
く
、

１
９
４
５
年
に
日
本
が
降
అ
し
た
あ
と

も
Ἀ
⦖
は
ア
メ
リ
カ
の
㌷
ᨻ
下
に
置
か

れ
、
１
９
７
２
年
に
本
ᅵ

帰
を
果
た

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
⌧
在
も
日
本
全

体
の
⣙
75
㸣
の
⡿
㌷
専
用
施
設
が
あ

り
、
人
ࠎ
の
生
活
と
ᐦ
᥋
に
関
係
し
て

い
ま
す
。

Ἀ
⦖
本
ᓥ
の
中
ኸ
部
に
位
置
す
る
Ἀ

⦖
市
は
、
１
９
７
４
年
に
コ
ザ
市
と

⨾
㔛
村
が
合
ే
し
て
ㄌ
生
し
た
、
㑣

ぞ
市
に
ḟ
ࡄ
Ἀ
⦖
第

の
都
市
で
す
。

２
０
０
７
年
に
「
エ
イ
サ
ー
の
ま
ち
」

ᐉ
言
を
し
、
エ
イ
サ
ー
文

の
⥅
ᢎ
・

発
展
な
ら
び
に
㟷
少
年
の

全
⫱
成
な

ど
、
地
域
活
性

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。市

域
面
✚
の
⣙
36
㸣
を
⡿
㌷
基
地
が

༨
め
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
࣋

ト
ナ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
⣙
70
か
国
に

ル
ー
ࢶ
を
持
つ
人
ࠎ
が
住
ん
で
い
ま
す
。

泡
瀬
区
は
、
Ἀ
⦖
市
の
東
部
地
区
の

中な
か

城
ࡄ
す
く

‴
に
面
し
た
地
域
に
あ
り
ま
す
。

泡
瀬
第
三
地
区
は
、
泡
瀬
５

目
と
６


目
の
地
域
で
、
ᖹ
ᆠ
な
地
形
が
広
が

り
ま
す
。
地
区
内
の
中
ኸ
部
を
路
⥺
バ

ス
が
㉮
り
、
ၟ
ᗑ
、
ᕤ
業
高
ᰯ
、
保
⫱

園
や
ၟ
ᗑ
が
立
ち
୪
び
、
ᚐ
Ṍ
ᅪ
内
に

は
ス
ー
パ
ー
や
㣧
㣗
ᗑ
も
多
く
あ
る
地

域
で
す
。

ɻԯೆࢤ（2021年11月30日現在）

人　ཱྀ　　　　143�077 人

世ᖏ数　　　　65�167 世ᖏ

高齢者数　　　30�056 人

高齢化⋡　　　21�0㸣

年ᑡ人ཱྀ　　　24�307 人

年ᑡ人ཱྀ合　17�0㸣

ᖹᆒ年齢　　　41�96 ṓ

ɻ๒ੋࢀ地 （ۢ2021年11月30日現在）

人　ཱྀ　　　　2�433 人

世ᖏ数　　　　1�136 世ᖏ

高齢者数　　　822 人

高齢化⋡　　　33�8㸣

年ᑡ人ཱྀ　　　274 人

年ᑡ人ཱྀ合　11�3㸣

ᖹᆒ年齢　　　49�18 ṓ

Ἳ℩➨୕⮬会㛗�௰┾⣖Ꮚࢇࡉ

コ
ロ
ナ
禍
で
も
つ
な
が
り
を
あ
き
ら
め
な
い

～
ワ
ク
ワ
ク
が
広
が
る
地
域
づ
く
り
～

泡
瀬
第
三
自
治
会

（沖
縄
県
沖
縄
市
）

つながりがҬをؾݩʹʂ ～気にかけ合いが広がる優しいまち～

ೆ۠（ฌݿ県๛Ԭ市）
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「
ワ
ク
ワ
ク
の
達
人
が
い
る
」
䢧
䢧
そ

う
⪺
い
て
ゼ
ね
た
、
Ἀ
⦖
市
泡
瀬
第
三
地

区
。
Ἀ
⦖
市
の
東
部
、
中
城
‴
に
面
し
た

泡
瀬
地
区
の
う
ち
の
泡
瀬
５

目
と
６


目
が
そ
の
エ
リ
ア
で
す
。
１
９
５
０
年
の

泡
瀬
通
信
施
設
の
ᘓ
設
に
と
も
な
い
、
こ

の
エ
リ
ア
一
体
が
ᇙ
立
地
と
な
り
、
住
民

が
流
ධ
し
ま
し
た
。
エ
リ
ア
の
な
か
で
も

᭱
後
に
開
発
が
進
ん
だ
三
区
は
、
当
初
か

ら
⣙
１
１
５
０
ୡ
ᖏ
に
大
き
な
ኚ

は
な

く
、
⌧
在
は
２
４
３
３
人
が
暮
ら
し
ま
す
。

海
ᓊ
に
近
い
泡
瀬
第
三
地
区
は
、

地

区
に
ẚ
べ
て
高
齢

⋡
も
高
い
地
域
で
、

一
人
暮
ら
し
や
日
中
⊂
居
、
高
齢
者
の
み

の
ୡ
ᖏ
も
多
く
あ
り
ま
す
。
自
治
会
加
ධ

⋡
は
50
㸣
程
度
と
、
市
内
で
も
加
ධ
⋡
の

  

地
域

֕
ڱ

Ἀ
⦖
県
は
、

ᕞ
か
ら
ྎ
‴
に
連
な

る
南
西
ㅖ
ᓥ
の
南
༙
分
に
位
置
し
、
東

西
⣙
１
０
０
０

、
南
北
⣙
４
０
０


に
及
ぶ
海
域
に
、
Ἀ
⦖
ㅖ
ᓥ
、
先
ᓥ
ㅖ

ᓥ
、
ᑤ
㛶
ㅖ
ᓥ
、
大
東
ㅖ
ᓥ
の
大
小

１
６
０
の
ᓥ
ࠎ
（
う
ち
有
人
ᓥ
47
）
か

ら
成
っ
て
い
ま
す
。
41
の
市
町
村
が
あ

り
、
２
０
０
✀
㢮
が
確
認
さ
れ
る
サ
ン
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じ
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と
し
た
㇏
か
な
自
↛
や
⊂
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の
⌰
⌫
文

が
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す
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、
㇏
か
な

ほ
ග
㈨
※
も
ే
せ
持
ち
ま
す
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⯆
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⌫
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⸬
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⏺
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⃭
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９
４
５
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に
日
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が
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し
た
あ
と
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⦖
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の
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下
に
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か
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７
２
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に
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を
果
た
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ま
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た
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か
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⌧
在
も
日
本
全
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の
⣙
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の
⡿
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専
用
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設
が
あ
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、
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ࠎ
の
生
活
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ᐦ
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に
関
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す
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ኸ
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⦖
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１
９
７
４
年
に
コ
ザ
市
と

⨾
㔛
村
が
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ㄌ
生
し
た
、
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市
に
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⦖
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の
都
市
で
す
。
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に
「
エ
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の
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ち
」

ᐉ
言
を
し
、
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の
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ᢎ
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な
ら
び
に
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全
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な

ど
、
地
域
活
性

に
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組
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で
い
ま

す
。市
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面
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の
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を
⡿
㌷
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地
が

༨
め
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
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ピ
ン
、
࣋

ト
ナ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
⣙
70
か
国
に

ル
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を
持
つ
人
ࠎ
が
住
ん
で
い
ま
す
。

泡
瀬
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は
、
Ἀ
⦖
市
の
東
部
地
区
の

中な
か

城
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す
く
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に
面
し
た
地
域
に
あ
り
ま
す
。

泡
瀬
第
三
地
区
は
、
泡
瀬
５

目
と
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目
の
地
域
で
、
ᖹ
ᆠ
な
地
形
が
広
が

り
ま
す
。
地
区
内
の
中
ኸ
部
を
路
⥺
バ

ス
が
㉮
り
、
ၟ
ᗑ
、
ᕤ
業
高
ᰯ
、
保
⫱

園
や
ၟ
ᗑ
が
立
ち
୪
び
、
ᚐ
Ṍ
ᅪ
内
に

は
ス
ー
パ
ー
や
㣧
㣗
ᗑ
も
多
く
あ
る
地

域
で
す
。

ɻԯೆࢤ（2021年11月30日現在）

人　ཱྀ　　　　143�077 人
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高
い
地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、
加
ධ
者
の

多
く
は
高
齢
者
や
高
齢
者
の
い
る
ୡ
ᖏ
で

す
。
防
⅏
の
ほ
点
か
ら
も
、
「

一
の
と

き
に
連
⤡
が
と
れ
る
よ
う
に
」
と
自
治
会

で
は
気
に
な
る
人
に
Ⓩ
㘓
を

び
か
け
、

そ
の
家
᪘
の
連
⤡
先
な
ど
を
ᢕ
ᥱ
し
て
い

ま
す
。

「
✵
き
家
が
出
て
も
す
ࡄ
ḟ
の
人
が

ᘬ
っ
㉺
し
て
く
る
か
ら
、
ୡ
ᖏ
数
に
大
き

な
ኚ

は
な
い
ね
䣪
」
と
ヰ
す
の
は
、
前

出
の
「
ワ
ク
ワ
ク
の
達
人
」
こ
と
、
泡
瀬

第
三
自
治
会
長
の
௰
眞
⣖
子
さ
ん
。
௰
眞

さ
ん
は
、
公
民
㤋
に
常
㥔
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
活
動
を
生
み
出
し
た
り
、
住
民
か

ら
の
困
り
ご
と
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ

の
᰿
ᗏ
に
あ
る
の
は
、
「
楽
し
い
こ
と
で

つ
な
が
り
た
い
」と
い
う
ᙉ
い
思
い
で
す
。

２
０
１
９
年
４
月
に
７
代
目
の
自
治
会

長
に
ᑵ
任
す
る
前
は
、
16
年

ど
会
計
と

し
て
自
治
会
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
௰
眞

さ
ん
。
「
楽
し
く
な
け
れ
ば
人
は
集
ま
ら

な
い
」
と
い
う
言
ⴥ
ど
お
り
、
公
民
㤋
で

は
連
日
、
楽
し
い
集
ま
り
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

ᗣ
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ま
ー

み
な
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ࢦ
ル
フ
、
ミ
ニ
デ

イ
な
ど
の
活
動
に
多
く
の
住
民
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
の

に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー

ࢩ
䣼
ン
で
公
民
㤋
を
㣭
る
こ
と
を
思
い
つ

き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
㣭
り
つ
け

用
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
ࢩ
䣼
ン
を
㉎
ධ
し
よ
う

と
す
る
と
、
通
常
配
送
で
は
１
㐌
間
と
い

う
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
判
明
。
そ
れ
で

は
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
間
に
合
わ
な
い
㸟

と
、
ㄪ
べ
て
み
る
と
、
業
者
か
ら
大
阪
ま

で
は
⩣
日
配
送
、
大
阪
か
ら
Ἀ
⦖
ま
で
は

宅
配
౽
の
利
用
で
１
～
２
日
で
配
送
が
可

能
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
阪

の
知
人
に
㢗
み
、
い
っ
た
ん
受
け
取
っ
て

も
ら
っ
て
Ἀ
⦖
へ
の
配
送
の
手
配
を
౫

㢗
。
配
送
に
か
か
る
時
間
を
大
幅
に
▷
縮

で
き
、ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
の
⣙
１
㐌
間
で
、

地
域
住
民
と
と
も
に
公
民
㤋
を
見
事
に
㣭

り
つ
け
た
䢧
䢧
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。

「
配
送
が
間
に
合
わ
な
い
」
と
あ
き
ら
め

る
の
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
が
で

き
る
の
か
、
ど
ん
な
と
き
で
も
そ
の
᭱
ၿ

の
方
法
を
考
え
て
㉮
っ
て
い
る
䢧
䢧
そ
れ

が
泡
瀬
第
三
自
治
会
で
す
。

๒
ੋ

ࢀ
ࣙ
࣑
ճ
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Ἀ
⦖
の
こ
と
ば
で
、
も
や
し
を
「
ま
ー

み
な
」と
言
い
ま
す
。
ま
ー
み
な
会
と
は
、

文
Ꮠ
ど
お
り
「
も
や
し
の
会
」
の
こ
と
。

泡
瀬
第
三
公
民
㤋
で
は
、
毎
㐌
ᮌ
᭙
日
の

14
時
か
ら
、
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
も
や
し

の
ひ
げ
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
４
年

ど

前
に
始
ま
っ
た
ま
ー
み
な
会
は
、
３
人
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
い
ま
で
は
毎

回
、
８
～
10
人
程
度
が
参
加
し
ま
す
。
女

性
が
多
い
で
す
が
、
と
き
に
は
ጔ
を
㏄
え

に
来
た
ኵ
が
一
緒
に
参
加
し
、
ጔ
よ
り
も

ክ
中
に
な
る
こ
と
も
。
デ
イ
サ
ー
ࣅ
ス
に

通
っ
て
い
る
人
も
３
人

ど
が
参
加
し
て

い
て
、
こ
こ
で
デ
イ
サ
ー
ࣅ
ス
の
情
報
交


が
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
言
い
ま
す
。

Ἀ
⦖
の
㣗
༟
に
の
ぼ
る
こ
と
の
多
い

ま
ー
み
な
は
、
㔞
り

り
で
大
㔞
㉎
ධ
し

ま
す
。
「
ひ
げ
を
き
れ
い
に
取
れ
ば
長
持

ち
す
る
の
よ
ね
」
と
ヰ
し
な
が
ら
、

ᑀ

な

事
ぶ
り
。
ひ
げ
取
り
を
し
た
も
や
し

は
重
さ
を
は
か
り
、

度
⿄
ワ
め
を
し
て
、

希
望
者
が
㉎
ධ
し
ま
す
。
以
前
は
፬
人
会

の
㹊
㹇
㹌
Ｅ
で
㉎
ධ
を

び
か
け
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
評
判
が
ཱྀ
コ
ミ
で
広
が
り
、

᭱
近
で
は
事
前
の
予
⣙
で

と
ん
ど
が


れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
ー
み
な
の

り
上
げ
は
✚
み
立
て

て
、
ち
ょ
っ
と
㐲
い
と
こ
ろ
に
ラ
ン
チ
や

モ
ー
ニ
ン
グ
に
出
か
け
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ

㐲
い
お
ᗑ
を
㑅
ぶ
の
は
、
参
加
者
の
多
く

が
90
歳
前
後
で
、
そ
の
年
代
の
高
齢
者
だ

Ἳ℩➨୕බẸ㤋እほ

もࡋࡸのࡾྲྀࡆࡦບࡴ

け
で
は
な
か
な
か
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
だ
と
言
い
ま
す
。
「
௰
が
い
い
、
元

気
な
お
ば
あ
た
ち
を
家
に
閉
じ
込
め
た
く

な
い
」
と
௰
眞
さ
ん
。
ラ
ン
チ
つ
い
で
に

ド
ラ
イ
ブ
も
楽
し
み
ま
す
。

14
時
か
ら
始
ま
る
ま
ー
み
な
会
で
す

が
、
13
時
に
は
参
加
者
が
続
ࠎ
と
公
民
㤋

に
集
ま
り
ま
す
。
１
時
間

ど
お
し
䣭
べ

り
を
楽
し
み
、
ま
ー
み
な
の
ひ
げ
取
り
を

開
始
。
２
時
間

ど
ひ
げ
取
り
を
し
た
ら
、

16
時
㐣
ࡂ
に
は
お
Ⲕ
を
㣧
み
な
が
ら
ま
た

お
し
䣭
べ
り
が
始
ま
り
ま
す
。

取
材
に
ఛ
っ
た
日
に
は
、
初
め
て
ま
ー

み
な
会
に
参
加
し
た
と
い
う
女
性
も
。「


日
も

日
も
公
民
㤋
に
来
て
。
み
ん
な
で

お
し
䣭
べ
り
も
で
き
る
し
、
楽
し
い
わ
」

と
┒
り
上
が
り
ま
す
。

「
ま
ー
み
な
を
㈙
い
た
い
人
も
多
い
し
、


┈
も
上
が
る
け
れ
ど
、
参
加
者
が
増
え

て
も
ま
ー
み
な
の
㔞
は
増
や
さ
な
い
」
と

௰
眞
さ
ん
。
そ
れ
は
、
ま
ー
み
な
会
を
と

お
し
て
、
参
加
者
同
士
の
お
し
䣭
べ
り
の

時
間
が
ఱ
よ
り
も
た
い
せ
つ
だ
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

᪂
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
ᰁ
ᣑ
大

で
、
ラ
ン
チ
の
お
出
か
け
は
お
休
み
し
て

い
ま
す
が
、
ま
ー
み
な
会
は
広
い
会
場
で

そ
れ
ぞ
れ
が
マ
ス
ク
を
し
、

気
を
す
る

な
ど
の
感
ᰁ
対
⟇
を
し
な
が
ら
続
け
て
い

ま
す
。

参
加
者
の
な
か
に
は
、
⥭
ᛴ
事
ែ
ᐉ
言

か
ら
家
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
体

力
が
ప
下
し
て
Ṍ
行
に
ふ
ら
つ
き
が
見
ら

れ
る
な
ど
の

状
が
⌧
れ
て
し
ま
っ
た
人

も
い
ま
す
。
感
ᰁ
ᣑ
大
期
に
は
休
止
す
る

こ
と
も
あ
る
ま
ー
み
な
会
で
す
が
、

開

し
た
と
き
に
は
「
10
分
で
も
20
分
で
も
、

ࡺ
ん
た
く
だ
け
で
も
い
い
か
ら
お
い
で

よ
」
と
、
௰
眞
さ
ん
た
ち
は
声
か
け
を
し

て
い
ま
す
。

あ
る
と
き
、
こ
の
女
性
と

院
で
出

会
っ
た
と
い
う
人
は
、こ
の
女
性
か
ら
「
公

民
㤋
に
行
き
た
い
か
ら
元
気
に
な
り
た

い
」
と
言
っ
て
通
院
し
、
リ
ハ
ࣅ
リ
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
⪺
い
た
と
言
い
ま

す
。
௰
の
い
い

だ
ち
と
出
会
い
、
お
し
䣭

べ
り
を
楽
し
み
、
そ
し
て
自
分
た
ち
が
取

り
組
ん
だ
こ
と
が
誰
か
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
。
そ
う
し
た
循
環
が
、
前
向
き
な
気
持

ち
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

●
ኌ

ࡅ
㝲

２
０
２
０
年
３
月
。
⥭
ᛴ
事
ែ
ᐉ
言
に

と
も
な
い
、
᪂
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

ᰁ
防
止
の
ほ
点
か
ら
公
民
㤋
は
閉
㤋
と
な

り
、
利
用
で
き
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

「
実
は
、
当
初
は
こ
の
状
況
が
そ
ん
な
に

長
く
続
く
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と

௰
眞
さ
ん
。
閉
㤋
中
に
、
い
ま
ま
で
気
に

な
っ
て
い
た
け
れ
ど
手
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
┳
ᯈ
の
修
理
な
ど
に
取
り

か
か
り
ま
す
。
「
そ
れ
も
あ
っ
と
い
う
間

に
⤊
わ
っ
ち
䣭
っ
て
ね
。
１
㐌
間
が
㐣
ࡂ

て
、
毎
日
の
よ
う
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
た

ⓙ
さ
ん
が
ど
う
な
っ
て
る
か
、
気
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
」
と
言
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
௰
眞
さ
ん
自
身
の
あ
る
経

験
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
元
気
だ
っ
た

まὊỚễ˟

で࡞ࢇࡳもࡅ࡙∦ࠊの๓ࡃࡓࢇࡺ

コロナ禍でもつながりをあきらめない ～ワクワクが広がる地域づくり～

泡瀬第三自治会（沖縄県沖縄市）
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高
い
地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、
加
ධ
者
の

多
く
は
高
齢
者
や
高
齢
者
の
い
る
ୡ
ᖏ
で

す
。
防
⅏
の
ほ
点
か
ら
も
、
「

一
の
と

き
に
連
⤡
が
と
れ
る
よ
う
に
」
と
自
治
会

で
は
気
に
な
る
人
に
Ⓩ
㘓
を

び
か
け
、

そ
の
家
᪘
の
連
⤡
先
な
ど
を
ᢕ
ᥱ
し
て
い

ま
す
。

「
✵
き
家
が
出
て
も
す
ࡄ
ḟ
の
人
が

ᘬ
っ
㉺
し
て
く
る
か
ら
、
ୡ
ᖏ
数
に
大
き

な
ኚ

は
な
い
ね
䣪
」
と
ヰ
す
の
は
、
前

出
の
「
ワ
ク
ワ
ク
の
達
人
」
こ
と
、
泡
瀬

第
三
自
治
会
長
の
௰
眞
⣖
子
さ
ん
。
௰
眞

さ
ん
は
、
公
民
㤋
に
常
㥔
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
活
動
を
生
み
出
し
た
り
、
住
民
か

ら
の
困
り
ご
と
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ

の
᰿
ᗏ
に
あ
る
の
は
、
「
楽
し
い
こ
と
で

つ
な
が
り
た
い
」と
い
う
ᙉ
い
思
い
で
す
。

２
０
１
９
年
４
月
に
７
代
目
の
自
治
会

長
に
ᑵ
任
す
る
前
は
、
16
年

ど
会
計
と

し
て
自
治
会
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
௰
眞

さ
ん
。
「
楽
し
く
な
け
れ
ば
人
は
集
ま
ら

な
い
」
と
い
う
言
ⴥ
ど
お
り
、
公
民
㤋
で

は
連
日
、
楽
し
い
集
ま
り
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

ᗣ
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ま
ー

み
な
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ࢦ
ル
フ
、
ミ
ニ
デ

イ
な
ど
の
活
動
に
多
く
の
住
民
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
の

に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー

ࢩ
䣼
ン
で
公
民
㤋
を
㣭
る
こ
と
を
思
い
つ

き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
㣭
り
つ
け

用
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
ࢩ
䣼
ン
を
㉎
ධ
し
よ
う

と
す
る
と
、
通
常
配
送
で
は
１
㐌
間
と
い

う
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
判
明
。
そ
れ
で

は
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
間
に
合
わ
な
い
㸟

と
、
ㄪ
べ
て
み
る
と
、
業
者
か
ら
大
阪
ま

で
は
⩣
日
配
送
、
大
阪
か
ら
Ἀ
⦖
ま
で
は

宅
配
౽
の
利
用
で
１
～
２
日
で
配
送
が
可

能
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
阪

の
知
人
に
㢗
み
、
い
っ
た
ん
受
け
取
っ
て

も
ら
っ
て
Ἀ
⦖
へ
の
配
送
の
手
配
を
౫

㢗
。
配
送
に
か
か
る
時
間
を
大
幅
に
▷
縮

で
き
、ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
の
⣙
１
㐌
間
で
、

地
域
住
民
と
と
も
に
公
民
㤋
を
見
事
に
㣭

り
つ
け
た
䢧
䢧
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。

「
配
送
が
間
に
合
わ
な
い
」
と
あ
き
ら
め

る
の
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
が
で

き
る
の
か
、
ど
ん
な
と
き
で
も
そ
の
᭱
ၿ

の
方
法
を
考
え
て
㉮
っ
て
い
る
䢧
䢧
そ
れ

が
泡
瀬
第
三
自
治
会
で
す
。

๒
ੋ

ࢀ
ࣙ
࣑
ճ
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Ἀ
⦖
の
こ
と
ば
で
、
も
や
し
を
「
ま
ー

み
な
」と
言
い
ま
す
。
ま
ー
み
な
会
と
は
、

文
Ꮠ
ど
お
り
「
も
や
し
の
会
」
の
こ
と
。

泡
瀬
第
三
公
民
㤋
で
は
、
毎
㐌
ᮌ
᭙
日
の

14
時
か
ら
、
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
も
や
し

の
ひ
げ
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
４
年

ど

前
に
始
ま
っ
た
ま
ー
み
な
会
は
、
３
人
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
い
ま
で
は
毎

回
、
８
～
10
人
程
度
が
参
加
し
ま
す
。
女

性
が
多
い
で
す
が
、
と
き
に
は
ጔ
を
㏄
え

に
来
た
ኵ
が
一
緒
に
参
加
し
、
ጔ
よ
り
も

ክ
中
に
な
る
こ
と
も
。
デ
イ
サ
ー
ࣅ
ス
に

通
っ
て
い
る
人
も
３
人

ど
が
参
加
し
て

い
て
、
こ
こ
で
デ
イ
サ
ー
ࣅ
ス
の
情
報
交


が
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
言
い
ま
す
。

Ἀ
⦖
の
㣗
༟
に
の
ぼ
る
こ
と
の
多
い

ま
ー
み
な
は
、
㔞
り

り
で
大
㔞
㉎
ධ
し

ま
す
。
「
ひ
げ
を
き
れ
い
に
取
れ
ば
長
持

ち
す
る
の
よ
ね
」
と
ヰ
し
な
が
ら
、

ᑀ

な

事
ぶ
り
。
ひ
げ
取
り
を
し
た
も
や
し

は
重
さ
を
は
か
り
、

度
⿄
ワ
め
を
し
て
、

希
望
者
が
㉎
ධ
し
ま
す
。
以
前
は
፬
人
会

の
㹊
㹇
㹌
Ｅ
で
㉎
ධ
を

び
か
け
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
評
判
が
ཱྀ
コ
ミ
で
広
が
り
、

᭱
近
で
は
事
前
の
予
⣙
で

と
ん
ど
が


れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
ー
み
な
の

り
上
げ
は
✚
み
立
て

て
、
ち
ょ
っ
と
㐲
い
と
こ
ろ
に
ラ
ン
チ
や

モ
ー
ニ
ン
グ
に
出
か
け
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ

㐲
い
お
ᗑ
を
㑅
ぶ
の
は
、
参
加
者
の
多
く

が
90
歳
前
後
で
、
そ
の
年
代
の
高
齢
者
だ

Ἳ℩➨୕බẸ㤋እほ

もࡋࡸのࡾྲྀࡆࡦບࡴ

け
で
は
な
か
な
か
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
だ
と
言
い
ま
す
。
「
௰
が
い
い
、
元

気
な
お
ば
あ
た
ち
を
家
に
閉
じ
込
め
た
く

な
い
」
と
௰
眞
さ
ん
。
ラ
ン
チ
つ
い
で
に

ド
ラ
イ
ブ
も
楽
し
み
ま
す
。

14
時
か
ら
始
ま
る
ま
ー
み
な
会
で
す

が
、
13
時
に
は
参
加
者
が
続
ࠎ
と
公
民
㤋

に
集
ま
り
ま
す
。
１
時
間

ど
お
し
䣭
べ

り
を
楽
し
み
、
ま
ー
み
な
の
ひ
げ
取
り
を

開
始
。
２
時
間

ど
ひ
げ
取
り
を
し
た
ら
、

16
時
㐣
ࡂ
に
は
お
Ⲕ
を
㣧
み
な
が
ら
ま
た

お
し
䣭
べ
り
が
始
ま
り
ま
す
。

取
材
に
ఛ
っ
た
日
に
は
、
初
め
て
ま
ー

み
な
会
に
参
加
し
た
と
い
う
女
性
も
。「


日
も

日
も
公
民
㤋
に
来
て
。
み
ん
な
で

お
し
䣭
べ
り
も
で
き
る
し
、
楽
し
い
わ
」

と
┒
り
上
が
り
ま
す
。

「
ま
ー
み
な
を
㈙
い
た
い
人
も
多
い
し
、


┈
も
上
が
る
け
れ
ど
、
参
加
者
が
増
え

て
も
ま
ー
み
な
の
㔞
は
増
や
さ
な
い
」
と

௰
眞
さ
ん
。
そ
れ
は
、
ま
ー
み
な
会
を
と

お
し
て
、
参
加
者
同
士
の
お
し
䣭
べ
り
の

時
間
が
ఱ
よ
り
も
た
い
せ
つ
だ
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

᪂
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
ᰁ
ᣑ
大

で
、
ラ
ン
チ
の
お
出
か
け
は
お
休
み
し
て

い
ま
す
が
、
ま
ー
み
な
会
は
広
い
会
場
で

そ
れ
ぞ
れ
が
マ
ス
ク
を
し
、

気
を
す
る

な
ど
の
感
ᰁ
対
⟇
を
し
な
が
ら
続
け
て
い

ま
す
。

参
加
者
の
な
か
に
は
、
⥭
ᛴ
事
ែ
ᐉ
言

か
ら
家
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
体

力
が
ప
下
し
て
Ṍ
行
に
ふ
ら
つ
き
が
見
ら

れ
る
な
ど
の

状
が
⌧
れ
て
し
ま
っ
た
人

も
い
ま
す
。
感
ᰁ
ᣑ
大
期
に
は
休
止
す
る

こ
と
も
あ
る
ま
ー
み
な
会
で
す
が
、

開

し
た
と
き
に
は
「
10
分
で
も
20
分
で
も
、

ࡺ
ん
た
く
だ
け
で
も
い
い
か
ら
お
い
で

よ
」
と
、
௰
眞
さ
ん
た
ち
は
声
か
け
を
し

て
い
ま
す
。

あ
る
と
き
、
こ
の
女
性
と

院
で
出

会
っ
た
と
い
う
人
は
、こ
の
女
性
か
ら
「
公

民
㤋
に
行
き
た
い
か
ら
元
気
に
な
り
た

い
」
と
言
っ
て
通
院
し
、
リ
ハ
ࣅ
リ
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
⪺
い
た
と
言
い
ま

す
。
௰
の
い
い

だ
ち
と
出
会
い
、
お
し
䣭

べ
り
を
楽
し
み
、
そ
し
て
自
分
た
ち
が
取

り
組
ん
だ
こ
と
が
誰
か
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
。
そ
う
し
た
循
環
が
、
前
向
き
な
気
持

ち
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

●
ኌ

ࡅ
㝲

２
０
２
０
年
３
月
。
⥭
ᛴ
事
ែ
ᐉ
言
に

と
も
な
い
、
᪂
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

ᰁ
防
止
の
ほ
点
か
ら
公
民
㤋
は
閉
㤋
と
な

り
、
利
用
で
き
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

「
実
は
、
当
初
は
こ
の
状
況
が
そ
ん
な
に

長
く
続
く
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と

௰
眞
さ
ん
。
閉
㤋
中
に
、
い
ま
ま
で
気
に

な
っ
て
い
た
け
れ
ど
手
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
┳
ᯈ
の
修
理
な
ど
に
取
り

か
か
り
ま
す
。
「
そ
れ
も
あ
っ
と
い
う
間

に
⤊
わ
っ
ち
䣭
っ
て
ね
。
１
㐌
間
が
㐣
ࡂ

て
、
毎
日
の
よ
う
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
た

ⓙ
さ
ん
が
ど
う
な
っ
て
る
か
、
気
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
」
と
言
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
௰
眞
さ
ん
自
身
の
あ
る
経

験
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
元
気
だ
っ
た

まὊỚễ˟

で࡞ࢇࡳもࡅ࡙∦ࠊの๓ࡃࡓࢇࡺ
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ẕ
が
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
と
き

に
、
体
力
が
落
ち
、
㣗
ḧ
も
な
く
な
り
、

⪥
が
⪺
こ
え
に
く
く
な
る
と
い
う
身
体


状
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
す
。
ᩓ
Ṍ
や
公
民

㤋
活
動
に
誘
い
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
な

か
か
ら
少
し
ず
つ
元
気
を
取
り
ᡠ
し
た
と

い
う
ẕ
の
ጼ
が
重
な
り
ま
し
た
。
「
コ
ロ

ナ
で
家
に
閉
じ
こ
も
り
、
人
と
会
い
、
ヰ

す
機
会
が
な
く
な
っ
た
ら
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
㉳
こ
る
の
で
は
」
と
、
௰
眞
さ
ん
は

༴

し
ま
し
た
。

び
会
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
に
、
体
力
が
落
ち
て
集
ま
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
あ
り

ま
せ
ん
。

⥭
ᛴ
事
ែ
ᐉ
言
中
に
、
集
ま
れ
な
く
て

も
体
を
動
か
し
た
り
、
顔
を
見
て
Ᏻ
心
で

き
る
よ
う
な
ఱ
か
が
で
き
な
い
か
䢧
䢧
。

ひ
ら
め
い
た
の
は
、
区
内
ス
ピ
ー
カ
ー
の

活
用
で
し
た
。
毎
日
10
時
と
15
時
の
１
日

２
回
、
区
内
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
利
用
し
て
、

ᮅ
は
ラ
ジ
オ
体
操
、
༗
後
は
ၐ
ḷ
を
流
し

ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
の
近
所
の
家
に
は
、

音
で
㏞
ᝨ
を
か
け
る
か
も
し
れ
な
い
、
と

事
前
に
説
明
に
向
か
い
ま
し
た
。
ま
た
、

お
た
よ
り
を
つ
く
っ
て
全
ୡ
ᖏ
に
配
付

し
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
ၐ
ḷ
の
ᨺ
送
を
周
知

し
ま
し
た
。

10
時
に
な
る
と
、
「
家
の
中
で
も
እ
で

も
い
い
か
ら
一
緒
に
体
操
し
よ
う
」
な
ど

と
Ｄ
㹈
㢼
に
௰
眞
さ
ん
が
元
気
よ
く

び

か
け
、
ラ
ジ
オ
体
操
が
始
ま
り
ま
す
。
⤊

わ
る
と
、
「
䣕
自
治
会
長
ᩓ
Ṍ
䣖
に
行
き
ま

す
よ
ー
」
と
区
内
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
声
か

け
。
ࢩ
ル
バ
ー
カ
ー
に
小
さ
な
ス
ピ
ー

カ
ー
を
載
せ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
䣸
ン
か
ら

音
楽
を
流
し
な
が
ら
ᩓ
Ṍ
し
ま
す
。
特
に

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
気
に
か

け
て
Ṍ
き
、
「
15
時
に
は
ḷ
を
流
す
か
ら

一
緒
に
ḷ
お
う
ね
ー
」
な
ど
と
声
か
け
を

し
ま
す
。
15
時
の
ၐ
ḷ
は
、
᭙
日
ご
と
に

᭤
を
決
め
て
い
ま
す
。
ḷ
モ
カ
ー
ド
を
つ

く
り
、
地
域
の
広
報
紙
な
ど
を
配
付
す
る

協
力
員
の
力
も

り
て
、
各
ୡ
ᖏ
に
配
付

し
て
い
ま
す
。
「

日
の
ḷ
は
よ
か
っ
た

よ
」
な
ど
の
感
想
も
ᒆ
い
て
い
る
と
言
い

ま
す
。

毎
日
Ṍ
い
て
ᕠ
る
こ
と
が
た
い
へ
ん
に

な
っ
た
た
め
、
自
治
会
の
㍍
ト
ラ
ッ
ク
で

ま
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
㍍
ト
ラ
ッ

ク
に
は
バ
ス
タ
オ
ル
で
マ
ス
ク
を
模
し
て

か
ぶ
せ
、
マ
ス
ク
の
着
用
も

び
か
け
た

り
、
マ
ス
ク
が
な
い
人
に
は
マ
ス
ク
を
手

Ώ
し
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

⥭
ᛴ
事
ែ
ᐉ
言
が
明
け
公
民
㤋
活
動
が


開
す
る
と
、
公
民
㤋
の

事
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
௰
眞
さ
ん
が
地
域
の
気
に
な
る

人
に
声
を
か
け
続
け
る
こ
と
が
㞴
し
く
な

り
ま
し
た
。
泡
瀬
第
三
自
治
会
は
、
፬
人

会
の
結
束
力
が
ᙉ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

፬
人
会
に
「
一
緒
に
声
を
か
け
て
い
か
な

い
㸽
」
と

び
か
け
ま
す
。
「
自
分
の
⌜

だ
け
で
い
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
声
を
か
け

て
く
れ
な
い
㸽
」
と
言
う
と
、
12
人

ど

が
㈶
同
し
ま
し
た
。
お
そ
ろ
い
の
㉥
い
ポ

ロ
ࢩ
ャ
ࢶ
を
作
成
し
、
２
０
２
０
年
８
月

18
日
に
「
声
か
け
隊
」
を
結
成
㸟
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
ୡ
ᖏ
な
ど
を
中

心
に
、
声
か
け
隊
に
よ
る
見
Ᏺ
り
や
声
か

け
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
声
か
け

隊
の
人
数
は
ᚎ
ࠎ
に
増
え
、
⌧
在
は
28
人
。

٣ẦẬ隊

㝲の┠༳ࡅኌࡀࢡࢫ࣐ࢶࣕࢩロ࣏࠸の㉥࠸ࢁࡑ࠾

コロナ禍でもつながりをあきらめない ～ワクワクが広がる地域づくり～

泡瀬第三自治会（沖縄県沖縄市）
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全
20
⌜
あ
る
泡
瀬
三
区
で
す
が
、
各
⌜
に

１
～
２
人
の
声
か
け
隊
が
い
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
で
も
ど
う
し
て
も
手
が
㊊
り
な

い
と
き
に
は
自
治
会
の
役
員
が
声
を
か
け

ま
す
。

「
ひ
と
り
暮
ら
し
ୡ
ᖏ
や
高
齢
者
ୡ
ᖏ

が
多
い
地
域
だ
か
ら
、
顔
を
見
て
お
か
な

い
と
不
Ᏻ
な
の
よ
。
声
を
か
け
た
ら
、
ఱ

か
あ
っ
た
と
き
に
も
ヰ
し
て
く
れ
る
か

ら
」
と
௰
眞
さ
ん
。
声
か
け
隊
が
ス
タ
ー

ト
し
て
、
住
民
の
「
ධ
院
し
て
い
る
」
「
㟁

⌫
が
切
れ
た
」
な
ど
の
情
報
が
、
い
ま
ま

で
以
上
に
ධ
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
「
ᘬ
っ
㉺
し
を
す
る
の
だ
け
ど
、
᳜

ᮌ
は
自
分
で
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て

困
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
と

き
に
は
市
社
協
に
つ
な
ࡂ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
ὴ
㐵
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
。

住
民
も
、
声
か
け
隊
の
ゼ
問
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
声
か
け
隊
の
女

性
は
、
「
声
を
か
け
に
行
っ
て
い
る
お
宅

は
᫇
か
ら
よ
く
知
っ
て
い
る
方
ば
か
り
で

す
。
⚾
の
家
᪘
の
こ
と
も
よ
く
ご
Ꮡ
じ
で
、

こ
ち
ら
の
こ
と
も
気
に
し
て
言
ⴥ
を
か
け

て
も
ら
う
こ
と
も
多
い
ん
で
す
よ
。
⚾
も

お
会
い
し
て
お
し
䣭
べ
り
を
す
る
の
が
楽

し
み
な
ん
で
す
」と
ヰ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
㜵
⅏
カ
⦎

泡
瀬
第
三
自
治
会
で
は
、
年
１
回
の
防

⅏
カ
⦎
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ὠ
Ἴ
を
想

定
し
、
例
年
は
㑊
㞴
カ
⦎
な
ど
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
２
１
年
は
᪂
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
ᰁ
ᣑ
大
を
受
け
、
集
合
で

の
㑊
㞴
カ
⦎
を
中
止
。
そ
の
か
わ
り
、
４

日
間
の
う
ち
の
都
合
の
い
い
日
に
ᣮ
ᡓ
す

る
防
⅏
カ
⦎
ウ
䣸
ー
ク
ラ
リ
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。
ウ
䣸
ー
ク
ラ
リ
ー
で
は
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
形
式
で
防
⅏
に
ま
つ
わ

る
ク
イ
ズ
な
ど
を
⟅
え
る
ス
ポ
ッ
ト
を
設

け
、
㑊
㞴
ル
ー
ト
を
Ṍ
く
形
式
で
す
。
「
い

ま
、
い
る
場
所
」
「
海
ᢤ
」
な
ど
を
⟅
え
、

㑊
㞴
ル
ー
ト
の
ࢦ
ー
ル
ま
で
の
所
要
時
間

を
カ
ウ
ン
ト
し
ま
す
。

家
᪘
や

人
な
ど
、
少
人
数
で
参
加

し
、
す
べ
て
の
ス
ポ
ッ
ト
を
ま
わ
っ
た
ら

公
民
㤋
で
⟅
え
合
わ
せ
し
、
参
加
㈹
の
プ

レ
ࢮ
ン
ト
。
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
防
⅏
に
つ

い
て
考
え
、
そ
し
て
እ
出
の
機
会
を
つ
く

り
、
公
民
㤋
で
言
ⴥ
を
交
わ
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
体
ㄪ
を
気
に
か
け
合
う
。
コ
ロ
ナ
禍

で
生
ま
れ
た
᪂
し
い
防
⅏
カ
⦎
の
か
た
ち

で
す
。

●
ኟ
ఇ
ࡳ
ࡇ

ࡶ
ラ
ン
ࢳ

２
０
２
１
年
ኟ
。
コ
ロ
ナ
禍
で

事
を

が
ん
ば
っ
て
い
る
保
護
者
を
応
援
し
よ
う

と
、
ኟ
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

「
ኟ
休
み
こ
ど
も
ラ
ン
チ
」
を
計
画
し
ま

し
た
。
予
⟬
は
寄
付
で
ま
か
な
う
べ
く
、

ኌࠊࡅࢆẼ࡚ࡅも࠾࠺ࡽ࠸ᵝの㛵ಀ

でࢺン࣏ࢡࢵ࢙ࢳの࣮ࣜࣛࢡ࣮࢛࢘

㸦┿ᥦ౪㸸Ἳ℩➨୕⮬会㸧

ᐙ᪘ࠊ㏆ᡤのேࠊ㑊㞴カ⦎࣮ࣜࣛࢡ࣮࢛࢘

㸦┿ᥦ౪㸸Ἳ℩➨୕⮬会㸧

ኟఇࡇࡳもࣛンࢳでᏊもࡕࡓのඖẼも☜ㄆ

㸦┿ᥦ౪㸸Ἳ℩➨୕⮬会㸧

コロナՔͲ͓ߡΖʰཱིͦ͠ݿ͵͏ʱஏҮͰ͚Ε
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自
治
会
だ
よ
り
な
ど
を

っ
て
地
域
に

「
こ
ど
も
ラ
ン
チ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、

㈨
㔠
や
㣗
材
の
提
供
を

び
か
け
ま
し

た
。
⥭
ᛴ
事
ែ
ᐉ
言
の
ᘏ
長
に
よ
り
、
ラ

ン
チ
は
断
ᛕ
し
て
お
ᘚ
当
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
に
切
り
᭰
え
ま
し
た
が
、
⣙
１
か
月
の

期
間
中
（
実
施
日
は
20
日
間
）
、
一
日
ᖹ

ᆒ
50
㣗
の
お
ᘚ
当
の
提
供
を
し
ま
し
た
。

こ
の
お
ᘚ
当
は
↓
ᩱ
で
、
自
治
会
員
・

非
会
員
を
問
わ
ず
、
泡
瀬
第
三
地
区
に
住

ん
で
い
る
子
ど
も
な
ら
ば
利
用
が
可
能
で

す
。
ᩱ
理
を
つ
く
る
の
は
፬
人
会
が
中
心

と
な
り
、
地
元
の
お

⳯
ᒇ
さ
ん
か
ら
㣗

材
の
提
供
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

㐌
４
回
の
開
催
の
う
ち
、
፬
人
会
の
メ

ン
バ
ー
が
⭎
を
ふ
る
う
の
は
２
日
。
そ
れ

以
እ
の
日
は
、
公
民
㤋
ྡ
≀
の
カ
レ
ー
や

地
元
の
㣧
㣗
ᗑ
か
ら
提
供
さ
れ
た
㣗
材
を


っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
そ
れ
で
も
、
፬

人
会
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
毎
㐌
２
回
の

お
ᘚ
当
づ
く
り
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
の
で

は
、
と
思
い
き
や
、
こ
こ
に
も
泡
瀬
第
三

地
区
流
の
ᕤ
ኵ
が
あ
り
ま
し
た
。
፬
人
会

の
メ
ン
バ
ー
に
、
「
あ
な
た
は
ఱ
の
ᩱ
理

が
得
意
㸽
」
と
⪺
く
と
、
あ
る
人
は
「
ࢦ
ー

ࣖ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」
、
ま
た
別
の
人
は
「
༸

↝
き
」
と
い
ろ
い
ろ
な
⟅
え
が
㏉
っ
て
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
小
分
け
の
カ
ッ
プ
を
Ώ

し
、
「
得
意
な
ᩱ
理
を
１
ရ
だ
け
つ
く
っ

て
、
こ
の
カ
ッ
プ
に
小
分
け
し
て
持
っ
て

き
て
」
と
㢗
ん
だ
の
で
す
。
ఱ
ရ
も
の
ᩱ

理
を
つ
く
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
で
も
、
１

ရ
特

で
し
か
も
得
意
な
ᩱ
理
な
ら
ば
、

と
メ
ン
バ
ー
が
⭎
を

る
い
ま
す
。
関
わ

る
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
い
く
に
し
た
が

い
、
お
ᘚ
当
の
ရ
数
も
だ
ん
だ
ん
多
く
な

り
、

⳹
な
お
ᘚ
当
に
。
⤊
わ
る
こ
ろ
に

は
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
「
こ
の
く
ら
い
で
本

当
に
よ
か
っ
た
の
㸽
ま
だ
ま
だ
で
き
る
わ

よ
」
と
い
う
声
が
⪺
こ
え
る

ど
。
㈇
担

感
は
少
な
く
、
そ
れ
以
上
に
子
ど
も
た
ち

の
➗
顔
や
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
ⴥ
に
、

፬
人
会
の
メ
ン
バ
ー
の
や
り
が
い
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。

「
予
定
よ
り
も
寄
付
㔠
が
多
く
集
ま
っ

た
か
ら
」
と
、
ṧ
㔠
で
公
民
㤋
カ
レ
ー
の

日
に
ト
ン
カ
ࢶ
用
の
㇜
⫗
を
ὀ
文
し
よ
う

と
す
る
と
、
「
自
分
た
ち
に
も
協
力
さ
せ

て

し
い
」
と
↓
ൾ
提
供
さ
れ
た
と
言
い

ẮỄờランἓ

ኟఇࡇࡳもࣛンࢳはࢇࡉࡃࡓの㣗ᮦ

のᐤ㉗もࠉ�㸦┿ᥦ౪㸸Ἳ℩➨୕⮬会㸧

፬ே会ࡿࡼኟఇࡇࡳもࣛンࡃࡓࠋࢳ

ࡍࡲࡁᒆࡀࡎ࠾のࢇࡉ

㸦┿ᥦ౪㸸Ἳ℩➨୕⮬会㸧

ま
す
。
地
域
の
気
に
か
け
合
い
の
思
い
が

広
が
っ
て
い
る
 
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
。

●
地
域

࣋
ン
ࢺ
ࡶ
㛤
ദ

泡
瀬
第
三
自
治
会
で
毎
年
開
催
す
る
ኟ

⚍
り
は
、
地
域
እ
か
ら
も
来
ᐈ
が
あ
る
な

ど
⣙
８
０
０
人
が
集
ま
る
大
㈰
わ
い
の
も

の
で
し
た
。
で
す
が
、
᪂
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
そ
う
し
た
イ
࣋
ン

ト
の
開
催
も
㞴
し
く
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
は
、
「
自
⢔
が
続
き
、
子

ど
も
た
ち
も
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

ఱ
か
で
き
な
い
か
」
と
考
え
、
中
止
に
す

る
の
で
は
な
く
、
ᕤ
ኵ
を
し
て
開
催
す
る

方
法
を
㑅
ᢥ
し
ま
し
た
。
時
期
を
「
感
ᰁ

者
が
少
な
い

の
時
期
に
」
と
７
月
中
᪪

の
ᅵ
᭙
日
に
設
定
。
幅
広
く
参
加
を
ເ
る

の
で
は
な
く
、
自
治
会
会
員
、
第
三
支
部

会
員
な
ど
を
対
象
と
し
た
会
員
⚍
り
と
し

て
、
事
前
申
し
込
み
制
に
し
て
来
場
者
を

ᢕ
ᥱ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
人
数
で
の

ΰ
㞧
を
㑊
け
る
こ
と
に
加
え
、

一
、
⨯

ᝈ
者
が
出
た
場
合
に
も
連
⤡
を
ス
ム
ー
ズ

に
と
る
た
め
の
方
⟇
で
す
。
さ
ら
に
、
例

年
は
会
場
で
㣧
㣗
が
で
き
ま
し
た
が
、
持

ち
帰
り
の
ᘚ
当
を
Ώ
し
て
会
場
で
の
㣧
㣗

は
行
わ
な
い
、
基
本
は
ᒇ
እ
で
の
イ
࣋
ン

ト
と
し
て
、
㞄
の
テ
ン
ト
と
の
間
㝸
を
༑

分
に
と
る
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
は

ᐊ
内
で
行
う
が
、
ほ
ᐈ
は
እ
の
テ
ン
ト
か

ら
見
る
、な
ど
の
ᕤ
ኵ
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
を
㏄
え
る
᪂
年
会
も
、
感

ᰁ
ᣑ
大
時
期
と
重
な
り
中
止
䢧
䢧
と
思
い

き
や
、「
ペ
ー
パ
ー
᪂
年
会
」を
開
催
。
ペ
ー

パ
ー
᪂
年
会
は
、
自
治
会
だ
よ
り
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
㹏
㹐
コ
ー
ド
を
掲
載
し
、
各
自

が
好
き
な
と
き
に
そ
の
動
画
を
視
聴
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
地
域
住
民
な
ど
が
ḷ

や
㋀
り
を
動
画
で
ᢨ
㟢
し
、
各
家
ᗞ
で
楽

し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
が

初
ユ
に
出
か
け
る
泡
瀬
ࣅ
ジ
ュ
ル
（
⚄
社
。

▼
⚄
を
信
௮
の
対
象
と
す
る
）
も
年
末
年

始
期
間
が
閉
㙐
さ
れ
た
た
め
、「
バ
ー
チ
ャ

ル
初
ユ
」
と
し
て
ࣅ
ジ
ュ
ル
を
参
ᣏ
す
る

動
画
も
作
成
。
会
え
な
く
て
も
楽
し
さ
を

共
有
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
ふ
れ
出
て
き

ま
す
。

２
０
２
１
年
４
月
に
は
、
子
ど
も
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
川
に
手
づ
く
り

の
こ
い
の
ぼ
り
を
㣭
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
も
一
緒
に
㣭
り
つ
け
を
行
い
、
コ
ロ

ナ
禍
の
地
域
に
明
る
い
ヰ
題
が
広
が
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
７
月
に
は

ኤ
の
▷

を

川
に
㣭
り
ま
し
た
。
᪂
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
⊛
ጾ
を
ふ
る
う
時
期
で
も
、
ᒇ
እ
で

楽
し
め
る
イ
࣋
ン
ト
を
企
画
し
な
が
ら
、

⤎
を
深
め
て
い
ま
す
。

住
民
の
多
く
が
ワ
ク
チ
ン
᥋
✀
を
⤊
え

た
11
月
に
は
、
感
ᰁ
の
縮
小
期
と
も
重
な

り
、
⛅
の
お
楽
し
み
会
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ラ
イ
ブ
」
を
開
催
。
来
場
者
に
は
マ
ス
ク

と
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
の
着
用
を

び
か

け
、
感
ᰁ
対
⟇
に
も
配
៖
を
し
つ
つ
、
音

楽
ス
テ
ー
ジ
や
⊺
子
⯙
な
ら
ࡠ
「
∵
⯙
い
」

な
ど
の
出
し
も
の
で
、
住
民
が
つ
ど
い
、

楽
し
む
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
「
や
っ
ࡥ

り
、
人
と
会
い
、
顔
を
見
て
➗
い
合
う
こ

ኤࡀࣝࣉࢵ࢝のࡾࡤࡓࡵጞࢆ࠸ྜࡁ࠾
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自
治
会
だ
よ
り
な
ど
を

っ
て
地
域
に

「
こ
ど
も
ラ
ン
チ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、

㈨
㔠
や
㣗
材
の
提
供
を

び
か
け
ま
し

た
。
⥭
ᛴ
事
ែ
ᐉ
言
の
ᘏ
長
に
よ
り
、
ラ

ン
チ
は
断
ᛕ
し
て
お
ᘚ
当
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
に
切
り
᭰
え
ま
し
た
が
、
⣙
１
か
月
の

期
間
中
（
実
施
日
は
20
日
間
）
、
一
日
ᖹ

ᆒ
50
㣗
の
お
ᘚ
当
の
提
供
を
し
ま
し
た
。

こ
の
お
ᘚ
当
は
↓
ᩱ
で
、
自
治
会
員
・

非
会
員
を
問
わ
ず
、
泡
瀬
第
三
地
区
に
住

ん
で
い
る
子
ど
も
な
ら
ば
利
用
が
可
能
で

す
。
ᩱ
理
を
つ
く
る
の
は
፬
人
会
が
中
心

と
な
り
、
地
元
の
お

⳯
ᒇ
さ
ん
か
ら
㣗

材
の
提
供
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

㐌
４
回
の
開
催
の
う
ち
、
፬
人
会
の
メ

ン
バ
ー
が
⭎
を
ふ
る
う
の
は
２
日
。
そ
れ

以
እ
の
日
は
、
公
民
㤋
ྡ
≀
の
カ
レ
ー
や

地
元
の
㣧
㣗
ᗑ
か
ら
提
供
さ
れ
た
㣗
材
を


っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
そ
れ
で
も
、
፬

人
会
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
毎
㐌
２
回
の

お
ᘚ
当
づ
く
り
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
の
で

は
、
と
思
い
き
や
、
こ
こ
に
も
泡
瀬
第
三

地
区
流
の
ᕤ
ኵ
が
あ
り
ま
し
た
。
፬
人
会

の
メ
ン
バ
ー
に
、
「
あ
な
た
は
ఱ
の
ᩱ
理

が
得
意
㸽
」
と
⪺
く
と
、
あ
る
人
は
「
ࢦ
ー

ࣖ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」
、
ま
た
別
の
人
は
「
༸

↝
き
」
と
い
ろ
い
ろ
な
⟅
え
が
㏉
っ
て
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
小
分
け
の
カ
ッ
プ
を
Ώ

し
、
「
得
意
な
ᩱ
理
を
１
ရ
だ
け
つ
く
っ

て
、
こ
の
カ
ッ
プ
に
小
分
け
し
て
持
っ
て

き
て
」
と
㢗
ん
だ
の
で
す
。
ఱ
ရ
も
の
ᩱ

理
を
つ
く
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
で
も
、
１

ရ
特

で
し
か
も
得
意
な
ᩱ
理
な
ら
ば
、

と
メ
ン
バ
ー
が
⭎
を

る
い
ま
す
。
関
わ

る
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
い
く
に
し
た
が

い
、
お
ᘚ
当
の
ရ
数
も
だ
ん
だ
ん
多
く
な

り
、

⳹
な
お
ᘚ
当
に
。
⤊
わ
る
こ
ろ
に

は
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
「
こ
の
く
ら
い
で
本

当
に
よ
か
っ
た
の
㸽
ま
だ
ま
だ
で
き
る
わ

よ
」
と
い
う
声
が
⪺
こ
え
る

ど
。
㈇
担

感
は
少
な
く
、
そ
れ
以
上
に
子
ど
も
た
ち

の
➗
顔
や
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
ⴥ
に
、

፬
人
会
の
メ
ン
バ
ー
の
や
り
が
い
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。

「
予
定
よ
り
も
寄
付
㔠
が
多
く
集
ま
っ

た
か
ら
」
と
、
ṧ
㔠
で
公
民
㤋
カ
レ
ー
の

日
に
ト
ン
カ
ࢶ
用
の
㇜
⫗
を
ὀ
文
し
よ
う

と
す
る
と
、
「
自
分
た
ち
に
も
協
力
さ
せ

て

し
い
」
と
↓
ൾ
提
供
さ
れ
た
と
言
い

ẮỄờランἓ

ኟఇࡇࡳもࣛンࢳはࢇࡉࡃࡓの㣗ᮦ

のᐤ㉗もࠉ�㸦┿ᥦ౪㸸Ἳ℩➨୕⮬会㸧

፬ே会ࡿࡼኟఇࡇࡳもࣛンࡃࡓࠋࢳ

ࡍࡲࡁᒆࡀࡎ࠾のࢇࡉ

㸦┿ᥦ౪㸸Ἳ℩➨୕⮬会㸧

ま
す
。
地
域
の
気
に
か
け
合
い
の
思
い
が

広
が
っ
て
い
る
 
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
。

●
地
域

࣋
ン
ࢺ
ࡶ
㛤
ദ

泡
瀬
第
三
自
治
会
で
毎
年
開
催
す
る
ኟ

⚍
り
は
、
地
域
እ
か
ら
も
来
ᐈ
が
あ
る
な

ど
⣙
８
０
０
人
が
集
ま
る
大
㈰
わ
い
の
も

の
で
し
た
。
で
す
が
、
᪂
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
そ
う
し
た
イ
࣋
ン

ト
の
開
催
も
㞴
し
く
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
は
、
「
自
⢔
が
続
き
、
子

ど
も
た
ち
も
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

ఱ
か
で
き
な
い
か
」
と
考
え
、
中
止
に
す

る
の
で
は
な
く
、
ᕤ
ኵ
を
し
て
開
催
す
る

方
法
を
㑅
ᢥ
し
ま
し
た
。
時
期
を
「
感
ᰁ

者
が
少
な
い

の
時
期
に
」
と
７
月
中
᪪

の
ᅵ
᭙
日
に
設
定
。
幅
広
く
参
加
を
ເ
る

の
で
は
な
く
、
自
治
会
会
員
、
第
三
支
部

会
員
な
ど
を
対
象
と
し
た
会
員
⚍
り
と
し

て
、
事
前
申
し
込
み
制
に
し
て
来
場
者
を

ᢕ
ᥱ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
人
数
で
の

ΰ
㞧
を
㑊
け
る
こ
と
に
加
え
、

一
、
⨯

ᝈ
者
が
出
た
場
合
に
も
連
⤡
を
ス
ム
ー
ズ

に
と
る
た
め
の
方
⟇
で
す
。
さ
ら
に
、
例

年
は
会
場
で
㣧
㣗
が
で
き
ま
し
た
が
、
持

ち
帰
り
の
ᘚ
当
を
Ώ
し
て
会
場
で
の
㣧
㣗

は
行
わ
な
い
、
基
本
は
ᒇ
እ
で
の
イ
࣋
ン

ト
と
し
て
、
㞄
の
テ
ン
ト
と
の
間
㝸
を
༑

分
に
と
る
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
は

ᐊ
内
で
行
う
が
、
ほ
ᐈ
は
እ
の
テ
ン
ト
か

ら
見
る
、な
ど
の
ᕤ
ኵ
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
を
㏄
え
る
᪂
年
会
も
、
感

ᰁ
ᣑ
大
時
期
と
重
な
り
中
止
䢧
䢧
と
思
い

き
や
、「
ペ
ー
パ
ー
᪂
年
会
」を
開
催
。
ペ
ー

パ
ー
᪂
年
会
は
、
自
治
会
だ
よ
り
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
㹏
㹐
コ
ー
ド
を
掲
載
し
、
各
自

が
好
き
な
と
き
に
そ
の
動
画
を
視
聴
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
地
域
住
民
な
ど
が
ḷ

や
㋀
り
を
動
画
で
ᢨ
㟢
し
、
各
家
ᗞ
で
楽

し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
が

初
ユ
に
出
か
け
る
泡
瀬
ࣅ
ジ
ュ
ル
（
⚄
社
。

▼
⚄
を
信
௮
の
対
象
と
す
る
）
も
年
末
年

始
期
間
が
閉
㙐
さ
れ
た
た
め
、「
バ
ー
チ
ャ

ル
初
ユ
」
と
し
て
ࣅ
ジ
ュ
ル
を
参
ᣏ
す
る

動
画
も
作
成
。
会
え
な
く
て
も
楽
し
さ
を

共
有
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
ふ
れ
出
て
き

ま
す
。

２
０
２
１
年
４
月
に
は
、
子
ど
も
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
川
に
手
づ
く
り

の
こ
い
の
ぼ
り
を
㣭
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
も
一
緒
に
㣭
り
つ
け
を
行
い
、
コ
ロ

ナ
禍
の
地
域
に
明
る
い
ヰ
題
が
広
が
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
７
月
に
は

ኤ
の
▷

を

川
に
㣭
り
ま
し
た
。
᪂
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
⊛
ጾ
を
ふ
る
う
時
期
で
も
、
ᒇ
እ
で

楽
し
め
る
イ
࣋
ン
ト
を
企
画
し
な
が
ら
、

⤎
を
深
め
て
い
ま
す
。

住
民
の
多
く
が
ワ
ク
チ
ン
᥋
✀
を
⤊
え

た
11
月
に
は
、
感
ᰁ
の
縮
小
期
と
も
重
な

り
、
⛅
の
お
楽
し
み
会
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ラ
イ
ブ
」
を
開
催
。
来
場
者
に
は
マ
ス
ク

と
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
の
着
用
を

び
か

け
、
感
ᰁ
対
⟇
に
も
配
៖
を
し
つ
つ
、
音

楽
ス
テ
ー
ジ
や
⊺
子
⯙
な
ら
ࡠ
「
∵
⯙
い
」

な
ど
の
出
し
も
の
で
、
住
民
が
つ
ど
い
、

楽
し
む
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
「
や
っ
ࡥ

り
、
人
と
会
い
、
顔
を
見
て
➗
い
合
う
こ

ኤࡀࣝࣉࢵ࢝のࡾࡤࡓࡵጞࢆ࠸ྜࡁ࠾
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と
が
一
番
。
そ
れ
で
元
気
も
も
ら
え
る
し
、

Ᏻ
心
に
も
つ
な
が
る
」
と
௰
眞
さ
ん
は
ヰ

し
ま
す
。

●
地
域
振
興
券

２
０
２
０
年
ኟ
の
会
員
⚍
り
。
そ
れ
ま

で
の
ኟ
⚍
り
で
は
、
市
እ
の
大
型
ᗑ
⯒
で

㉎
ධ
し
た
ᬒ
ရ
を
ᢳ
㑅
会
で
Ώ
し
て
い
ま

し
た
が
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
の

は
地
域
の
お
ᗑ
も
同
じ
。
地
域
の
お
ᗑ
を

㈙
い
も
の
で
応
援
で
き
れ
ば
」
と
、
地
域


⯆
ๆ
を
作
成
し
ま
し
た
。
地
域
の
お
ᗑ

に
協
力
を

び
か
け
る
と
、
㣧
㣗
ᗑ
、
理

㧥
ᗑ
、
㞧
㈌
ᗑ
な
ど
11
ᗑ
（
⌧
在
は
12
ᗑ
）

が
ᛌ
ㅙ
。
✵
く
じ
な
し
の
ᢳ
㑅
会
で
地
域


⯆
ๆ
を
Ώ
す
と
、
来
場
者
に
も
と
て
も

好
評
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
ᩗ
⪁

行
事
も
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
際

に
も
地
域

⯆
ๆ
を

〇
作
。
声
か
け
隊
が

お
ᘚ
当
と
地
域

⯆

ๆ
を
持
っ
て
80
歳
以

上
の
高
齢
者
宅
を
ゼ

問
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
⛅
の
お
楽
し

み
会
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ラ
イ
ブ
」
の
ᢳ
㑅

会
で
も
発
行
し
て
い

ま
す
。

地
区
に
開
ᗑ
し
た
ば
か
り
の
お
ᗑ
で
も


え
る
こ
と
も
あ
り
、
住
民
が
そ
の
ᗑ
⯒

を
ゼ
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
間
も
な
い
⢭
⫗
ᗑ
の
ᗑ

は
、

「
地
域

⯆
ๆ
の
お
か
げ
で
地
域
の
人
が

た
く
さ
ん
㈙
い
も
の
に
来
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
お
ᗑ
を
㈙
い

も
の
で
応
援
す
る
こ
と
で
、
お
ᗑ
も
ま
た

地
域
行
事
な
ど
に
一
⫙
⬺
い
で
く
れ
る
と

い
う
循
環
が
い
っ
そ
う
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
㈙
い
も
の
を
し

な
が
ら
の
お
し
䣭
べ
り
は
、
㈗
重
な
地
域

の
情
報
交

の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

公
民
㤋
を
中
心
に
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

●
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ἀ
⦖
市
で
は
、
ᘓ
設
部
道
路
課
の
事
業

と
し
て
、
地
域
の
道
路
を
Ύ
ᤲ
す
る
住
民

グ
ル
ー
プ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ຓ
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
泡
瀬
第
三
地
区
で
も
、

⏨
性
を
中
心
と
し
た
10
人

ど
の
道
路
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
道
路
の
᳜
え
込
み
の
ⲡ

取
り
な
ど
で
活
㌍
し
て
い
ま
す
。

「
⏨
性
に
こ
そ
参
加
し
て

し
か
っ
た
」

と
௰
眞
さ
ん
。
定
年
㏥
職
後
の
ኵ
が
家
に

い
る
、
と
い
う
お
宅
に
出
向
き
、
「
力
を

㈚
し
て

し
い
」
と
㢗
み
ま
す
。
「
そ
こ

ま
で
言
う
な
ら
、
と
し
ぶ
し
ぶ
始
め
た
⏨

性
が
、
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
ま
っ
て

る
ん
で
す
よ
」
と
ヰ
し
ま
す
。

当
初
は
月
１
回
の
活
動
を
想
定
し
て
い

た
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
活
動
を

始
め
た
⏨
性
た
ち
は
、
「
᳜
᱂
の
あ
る
᳜

ᶞ
マ
ス
内
の
ⲡ
取
り
だ
け
で
な
く
、
ⰼ
を

᳜
え
た
い
」
「
ⰼ
を
᳜
え
る
た
め
の
✰
を

ᩗ⪁会の࣋ンࢺは୰Ṇでもࠊᆅᇦ⯆ๆࢆ㓄ᕸࠋ

᮶㤋のᢡࡾも⯆ๆのࢆ♩࠾

㸦┿ᥦ౪㸸Ἳ℩➨୕⮬会㸧
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᥀
ろ
う
」
と
大
活
㌍
。
月
１
回
で
は
も
の

㊊
り
な
い
と
、
⌧
在
は
毎
㐌
ᅵ
᭙
日
の
༗

前
中
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ⰼ
を
᳜
え
て
い
く
と
、

度
は
そ
の
ⰼ

に
水
を
ま
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で

す
が
、
地
区
内
の
᳜
ᶞ
マ
ス
に
᳜
え
た
ⰼ

へ
の
毎
日
の
水
や
り
は
、
道
路
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
け
で
ま
か
な
う
こ
と
は
㞴
し

い
。
「
気
が
つ
い
た
ら
、
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
⏨
性
た
ち
が
、
近
所
の
人
に
声
か
け

を
し
て
い
た
ん
で
す
。
自
宅
の
前
だ
け
水

を
ま
い
て

し
い
、
水
を
ま
く
た
め
に
水

道
を
㈚
し
て

し
い
、
っ
て
」
と
௰
眞
さ

ん
。
地
域
の
環
ቃ
を
気
に
す
る
人
が
、
一

人
、
ま
た
一
人
と
増
え
て
い
っ
て
い
た
の

で
す
。

あ
る
と
き
、
Ṍ
い
て
い
た
௰
眞
さ
ん
は
、

「
あ
れ
、
な
ん
だ
ろ
う
㸽
」
と
᳜
ᶞ
マ
ス

を
な
き
込
み
ま
す
。
「
こ
ん
な
ⰼ
、
ဏ
い

て
い
た
か
し
ら
㸽
」
。
近
寄
っ
て
み
る
と
、

そ
れ
は
造
ⰼ
。
ⰼ
が
少
な
い
時
期
に
、
少

し
で
も
地
域
が
明
る
く
な
る
よ
う
に
と
誰

か
が
造
ⰼ
を
ဏ
か
せ
た
の
だ
と
言
い
ま

す
。

か
に
も
、
マ
ス
コ
ッ
ト
や
▼
こ
う

で
つ
く
っ
た
手
づ
く
り
の
㪉
な
ど
が
置
か

れ
て
い
る
場
所
が
あ
り
、「
楽
し
く
て
➗
っ

ち
䣭
う
わ
よ
ね
」
と
言
い
ま
す
。
地
域
が

明
る
く
な
る
よ
う
な
、
誰
か
の
ち
ょ
っ
と

し
た
㐟
び
心
と
心
㐵
い
。
楽
し
さ
の
㍯
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

ࣙ
࣑
ճ
ௗ
ͺ

ứ
地
域


ϱ
ϓ
ϩ
Φ
ϱ
γ
ổ
Ừ

自
治
会
で
は
、
月
１
回
、
市
社
協
、
担

当
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
福
祉
連
⤡

会
を
開
催
、
地
域
の
情
報
交

を
し
て
い

ま
す
。
「
楽
し
い
こ
と
も
気
に
な
る
こ
と

も
共
有
し
ま
す
。
得
る
も
の
が
多
い
た
い

せ
つ
な
時
間
」と
௰
眞
さ
ん
は
ヰ
し
ま
す
。

そ
し
て
、「
⚾
た
ち
に
ఱ
が
で
き
る
か
な
㸽

と
こ
の
場
で
も
い
つ
も
、
ア
ン
テ
ナ
を
立

て
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
言
い
ま
す
。

泡
瀬
第
三
自
治
会
を
担
当
エ
リ
ア
と
す

る
、
Ἀ
⦖
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
東

部
北
で
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
る
中
田
有
ᙪ
さ
ん
は
、
「
⚾

の
担
当
エ
リ
ア
の
自
治
会
は
、ど
こ
も
䣕
め

げ
な
い
䣖
地
域
で
す
ね
。
ⓙ
さ
ん
そ
う
い

う
ഴ
向
に
あ
る
感
じ
で
す
。
自
治
会
長
さ

ん
が
⇕
心
な
の
は
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
の
地
域
が
好
き

だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
ヰ
し
ま
す
。

さ
ら
に
、「
泡
瀬
第
三
地
区
は
、
会
長
が
䣕
楽

し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
け
ば
、
自
治
会
も

地
域
も
活
動
的
に
な
る
か
ら
、
自
分
が
⋡

先
し
て
や
っ
て
い
く
䣖
と
ヰ
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
分
も
楽
し
い
し
、
自
分
が
楽
し
い

こ
と
を
や
っ
た
ら
み
ん
な
も
楽
し
く
な
る

　道路ボランティアと
　　　　　　　　　水まき隊

㐀ⰼࡁ⨨ࡸものࠊࡿ࠶ࡀ㐟ࡧᚰ࠸ࡥࡗ࠸の᳜࠼㎸ࡳ

බẸ㤋のⲡⰼỈࡿࡍࢆࡾࡸ➗㢦ࣜࢳࣃࢆ

㸦┿ᥦ౪㸸Ἳ℩➨୕⮬会㸧

コロナՔͲ͓ߡΖʰཱིͦ͠ݿ͵͏ʱஏҮͰ͚Ε



��

と
い
う
思
い
の
も
と
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、䣕
地

域
の
た
め
䣖
と
言
い
ま
す
が
、
会
長
も
地

区
の
ⓙ
さ
ん
も
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す

ね
。
会
長
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
関
わ
っ

て
も
ら
う
と
き
も
、
楽
し
い
ᕳ
き
込
み
方

を
伝
え
て
い
て
、
み
ん
な
が
受
け
ධ
れ
や

す
い
よ
う
な
ヰ
を
さ
れ
て
、
住
民
に
も
受

け
ධ
れ
や
す
い
ࢩ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
人
に
情
⇕
を
持
た

せ
る
の
が
上
手
な
方
な
ん
で
す
」
と
も
。

泡
瀬
第
三
地
区
は
ᆏ
が
少
な
く
、
㈙
い

も
の
に
も
Ṍ
い
て
行
け
る
利
౽
性
に
ᜨ

ま
れ
た
地
域
で
も
あ
る
た
め
、「
ᬑ
段
か

ら
、
Ṍ
い
て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま

す
」
と
中
田
さ
ん
。
公
民
㤋
で
行
事
が
あ

る
と
き
も
、「
大
き
な
㥔
㌴
場
は
あ
る
も
の

の
、
Ṍ
い
て
公
民
㤋
ま
で
来
る
人
が
多
い
」

と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

担
当
地
域
の
な
か
で
泡
瀬
第
三
地
区
は
高
齢


が
も
っ
と
も
高
い
地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、

介
護
認
定
⋡
は
も
っ
と
も
ప
く
、
こ
う
し

た
日
常
の
行
動
が

ᗣ
づ
く
り
に
一
役
を

㈙
っ
て
い
る
こ
と
も
推
ᐹ
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
治
会
活
動
で
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
፬
人
会
の
連
⤡
に
、
グ
ル
ー
プ

㹊
㹇
㹌
Ｅ
を
導
ධ
。
᭱
初
は
「
で
き
な
い
」

と
言
っ
て
い
た
人
も
、

っ
て
い
る
う
ち

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
⪺
い
た
中
田
さ
ん
。
「
፬
人
会

内
の
連
⤡
で
や
り
方
を
ぬ
え
て
、
㐲
く
に

住
む
家
᪘
と
も
や
り
と
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
ヰ
も
⪺
い
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
㞳
れ
て
住
む
家
᪘
と
は
会
い

づ
ら
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
᪂
し
い

つ
な
が
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
、
こ
れ
も
自
治
会
の
力
で

す
よ
ね
」
と
言
い
ま
す
。
「
自
治
会
長
さ

ん
は
、
地
域
に
大
き
な
影
㡪
を
与
え
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
よ
う
な
も
の
」
と
➗

い
ま
す
。

ԯ
ೆ
ࢤ

ߡ
͓
る

͞
Η
͖
Δ

地
域
づ
く
り

Ἀ
⦖
市
で
は
、
２
０
２
１
年
12
月
16
日

に
「
高
齢
者
サ
ロ
ン
交
流
会

地
域
の
お

宝
発
表
会
」
を
開
催
し
、
３
か
所
の
高

齢
者
サ
ロ
ン
の
発
表
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
実
践
者
と
担
当
す
る
第
２
層
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
発
表
し
た
サ
ロ

ン
の
実
践
か
ら
は
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ

て
い
る
サ
ロ
ン
の
た
い
せ
つ
さ
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
日
常
の
つ
な

が
り
や
気
に
か
け
合
い
の
様
子
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

Ἀ
⦖
市

ᗣ
福
祉
部
介
護
保
㝤
課
地
域

支
援
担
当

ᰝ
の
長
ᕊ
み
ど
り
さ
ん
は
、

「
Ἀ
⦖
市
は
、
後
期
高
齢

⋡
が
９
㸣
程

度
で
ま
だ
そ
れ

ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
高
齢
者
が
元
気
で
活
㌍
し
て
い
く
ᅵ

ተ
を
つ
く
っ
て
い
く
‽
備
期
間
と
と
ら
え

て
い
ま
す
。
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を

き
っ
か
け
に
、
⚾
た
ち
も
地
域
の
関
係
者

と
一
緒
に
そ
う
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と

ヰ
し
ま
す
。
で
す
が
、
進
め
て
き
た
▮
先

に
ゼ
れ
た
᪂
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
「
地

域
の
方
ࠎ
の
意
識
が
高
ま
り
、
取
り
組
み

が
進
ん
で
き
た
と
い
う
実
感
を
得
た
と
き

に
コ
ロ
ナ
が
来
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ṇ
直
な

と
こ
ろ
、
モ
チ
࣋
ー
ࢩ
䣼
ン
が
下
が
っ
て

し
ま
っ
て
い
な
い
か
と
心
配
だ
っ
た
ん
で

す
が
、
実
は
地
域
の
ⓙ
さ
ん
も
༴
機
意
識

を
感
じ
て
い
て
、
地
域
活
動
を
や
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
ᚅ
っ
て
い

た
こ
と
も
同
時
に
わ
か
っ
た
ん
で
す
。
コ

ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
う
し
た
住
民
の

機
運
の
高
ま
り
を
ᙉ
く
感
じ
た
と
も
言
え

ま
す
」
と
長
ᕊ
さ
ん
。

も
と
も
と
、「
Ἀ
⦖
県
全
体
と
し
て
デ
イ

サ
ー
ࣅ
ス
の
利
用
⋡
が
と
て
も
高
く
、
介

護
保
㝤
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
ち
ょ
っ

と
㊊
⭜
が
ᝏ
く
な
っ
た
ら
デ
イ
サ
ー
ࣅ
ス

に
つ
な
が
っ
て
、
デ
イ
サ
ー
ࣅ
ス
に
つ
な

が
っ
た
ら
そ
こ
が
居
場
所
に
な
っ
て
༞
業

が
㞴
し
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
通
い
の
場
が
な

い
と
い
う
の
が
Ἀ
⦖
市
の
課
題
だ
っ
た
の

で
す
が
、
い
ま
は
通
い
の
場
が
少
し
ず
つ

増
え
て
、
高
齢
者
の
方
に
地
域
で
㐣
ご
せ

➨㸰ᒙ⏕άᨭ࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥ

ࢇࡉ୰⏣᭷ᙪࠉ
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る
場
所
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
が

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
進
め
ば
、
そ
の
ຠ
果

は
大
き
く
出
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
長
ᕊ
さ
ん
は
ヰ
し
ま
す
。

同
課
の
保

師
の
ཪ
ྜྷ
ె
⳯
さ
ん
は
、

「
コ
ロ
ナ
流
行
前
ま
で
は
、
介
護
予
防
の

ほ
点
か
ら
㐌
1
回
、
月
1
回
な
ど
定
期
的

に
参
加
で
き
る
サ
ロ
ン
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
地
域
住
民
の
ご
協
力
も

あ
っ
て
、
活
動
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
㡪
で
多
く
の
活
動
が

休
止
さ
れ
る
事
ែ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
元
気
に
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
た
方

の
体
力
ప
下
や
生
活
へ
の
不
Ᏻ
の
声
が
あ

り
、
ᨵ
め
て
サ
ロ
ン
活
動
の
意
義
や
、
活

動
以
እ
の
日
㡭
の
支
え
合
い
の
大
切
さ
を

実
感
で
き
ま
し
た
。
第
２
層
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
も
そ
の
た
い
せ
つ

さ
を
共
有
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ኚ

わ
ら
ず
続
く
つ
な
が
り
（
地
域
の
お
宝
）

を
発
見
し
、
見
え
る

し
、
地
域
の
方
ࠎ

や
専
門
職
に
そ
の
価
್
を
意
識
づ
け
て
行

こ
う
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
と
も
に
取
り

組
め
て
い
ま
す
」
と
ヰ
し
ま
す
。
「
活
動

を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
い
ま
あ
る
つ
な

が
り
を
発
見
し
、
意

づ
け
を
し
て
い

く
。
そ
れ
を
見
え
る

し
て
み
ん
な
で
共

有
す
る
こ
と
で
、
住
民
さ
ん
の
意
識
が
ኚ

わ
っ
て
き
て
、
自

的
な
活
動
が
生
ま
れ

て
く
る
。
そ
れ
は
時
間
を
か
け
て
で
き
て

い
く
も
の
だ
、
と
い
こ
と
が
よ
う
や
く
⭊

に
落
ち
て
、
動
き
や
す
く
な
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
の
つ
な
が
り

に
し
っ
か
り
目
を
向
け
て
、
そ
う
い
う
こ

と
が
地
域
の
お
宝
で
、

ᗣ
を
保
つ
活
動

だ
と
い
う
こ
と
を
発
信
す
る
こ
と
が
必
要

で
、
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
長
ᕊ
さ
ん
。
た
だ
、

コ
ロ
ナ
禍
の
不
Ᏻ
で
、
高
齢
者
の
転
ಽ
や

㦵
ᢡ
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
指

し
ま

す
。
「
介
護
保
㝤
事
業
対
象
者
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
見
る
と
、
多
く
の
人
が
転
ಽ

や
㦵
ᢡ
に
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
。
እ

出
が
ῶ
り
、
体
力
や
➽
力
の
ప
下
が
数
Ꮠ

に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
地
域
活
動
に
✚
ᴟ

的
に
参
加
す
る
人
は
自

的
に
出
か
け
て

い
か
れ
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
人
た
ち

の
こ
と
も
地
域
の
ⓙ
さ
ん
が
気
㐵
っ
て
声

を
か
け
た
と
き
に
、
そ
こ
で
気
に
な
っ
た

こ
と
を
ど
こ
に
知
ら
せ
た
ら
い
い
の
か
、

ど
こ
で
共
有
し
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

を
考
え
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
も
あ

わ
せ
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
。

ワ
ク
ワ
ク
を
つ
な
げ
、

　
　
広
げ
る
地
域
づ
く
り

泡
瀬
第
三
地
区
で
は
、
ち
ょ
っ
と
気
に

な
る
人
が
い
た
と
き
に
は
、
そ
の
人
の
経

Ṕ
や
㊃

を
⪺
き
、
得
意
な
こ
と
を
地
域

活
動
と
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

᫇
、
⫗
ᒇ
で
働
い
て
い
た
と
い
う
⏨
性
は
、

バ
ー
࣋
キ
ュ
ー
の
と
き
に
⫗
を
↝
い
て
も

ら
い
、
み
ん
な
で
⯉
㰘
を
ᡴ
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
あ
る
と
き
、
地
域
の
住
民
が

業
者
に
よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ࣅ
ス
を
利
用

し
て
い
た
と
わ
か
り
ま
し
た
。
ワ
ン
コ
イ

ン
で
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
解
決
し

て
く
れ
る
サ
ー
ࣅ
ス
は
手
㍍
で
㨩
力
的
で

す
が
、
௰
眞
さ
ん
は
「
༴
機
感
を
ぬ
え
た
」

と

り
㏉
り
ま
す
。
「
相
談
し
て
く
れ
れ

ば
、
地
区
の
誰
か
が
そ
の
人
の
力
に
な
れ

る
の
に
。
も
っ
と
も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

ࢩ
䣼
ン
を
と
っ
て
、
⤎
を
深
め
て
い
か
な

け
れ
ば
と
感
じ
た
」
と
ヰ
し
ま
す
。

家
᪘
や
身
近
な
人
が
閉
じ
こ
も
り
が
ち

だ
と
⪺
く
と
、
「
公
民
㤋
に
来
た
ら
、
楽

し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
。
一
度
一

緒
に
来
て
み
て
よ
」
と
声
を
か
け
ま
す
。

１
回
来
た
ら
、
「
明
日
は
こ
ん
な
楽
し
い

こ
と
が
あ
る
よ
。
別
の
日
は
こ
ん
な
こ
と

も
や
っ
て
る
よ
」
と
誘
い
ま
す
。
「
来
た

ら
楽
し
い
か
ら
、
ま
た
ḟ
も
来
よ
う
っ
て

な
り
ま
す
よ
」
。


び
の
感
ᰁ
ᣑ
大
で
、
公
民
㤋
で
「
集

ま
る
」
活
動
が
止
ま
っ
て
も
、
「
そ
の
と

き
は
ま
た
、
ラ
ジ
オ
体
操
か
な
。
や
っ
て

み
て
、
こ
れ
が
大
事
だ
と
わ
か
っ
て
い
る

か
ら
、
そ
れ
を
ま
た
す
る
だ
け
の
こ
と
よ
」

と
௰
眞
さ
ん
は
明
る
く
ヰ
し
ま
す
。

気
に
な
る
人
は

う
っ
て
お
か
な
い
。

そ
の
人
の
得
意
な
こ
と
を
地
域
活
動
と
つ

な
げ
て
、
地
域
に
「
あ
な
た
じ
䣭
な
け
れ

ば
」
と
い
う
出
番
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ

の
人
の
ワ
ク
ワ
ク
と
、
地
域
の
ワ
ク
ワ
ク

を
つ
な
げ
、
広
げ
る
地
域
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

サロン交流会では参加者同士の意見交換も

コロナՔͲ͓ߡΖʰཱིͦ͠ݿ͵͏ʱஏҮͰ͚Ε



��

解
説

コ
ロ
ナ
禍
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
制

限
さ
れ
、
地
域
で
の
「
孤
立
」
が
い
っ
そ

う
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
実
は
こ
の

こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
孤
立
し
た
の
で

は
な
く
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
よ
り
そ
の
状

況
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
加
速
さ
れ

た
と
も
言
え
る
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
が
も

た
ら
し
た
そ
の
「
孤
立
」
に
あ
ら
が
い
、

つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
で
人
と
人
と
が
支

え
合
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
実
践

が
、
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
も
同
時

に
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

本
事
業
の
情
報
提
供
事
業
で
は
、
そ
う

し
た
実
践
に
焦
点
を
当
て
、
全
国
６
か
所

を
取
材
し
、
編
集
し
ま
し
た
。
実
践
の
特

徴
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
す
る
た
め
に
、
マ
ン
ガ
も
用
い
な
が

ら
紹
介
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

の
全
体
像
は
と
て
も
大
き
な
取
り
組
み
で

あ
っ
た
り
、
先
駆
的
な
活
動
で
あ
っ
た
り
、

と
も
す
れ
ば
「
マ
ネ
で
き
な
い
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
も
の
」
と
と
ら
え
ら
れ
が
ち
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
「
ス
ー
パ
ー

パ
ー
ソ
ン
が
い
る
か
ら
で
き
る
特
別
な
こ

と
」
と
受
け
止
め
る
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
す
が
、
そ
の
活
動
の
一
つ
ひ

と
つ
の
思
い
を
ひ
も
解
く
と
、
必
ず
し
も

「
特
別
な
地
域
の
特
別
な
こ
と
」
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
誰

か
を
思
う
小
さ
な
気
づ
き
」
「
誰
か
が
喜

ん
で
く
れ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
や
り
」

が
原
点
で
あ
り
、
到
達
点
で
も
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
そ
う
し
た

思
い
を
か
た
ち
に
し
、
束
ね
た
り
広
げ
た

り
し
な
が
ら
重
な
り
合
う
こ
と
で
、
誰
を

も
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
地
域
の
構
築
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

「
孤
立
さ
せ
な
い
地
域
づ
く
り
」
は
専

門
職
だ
け
で
も
、
住
民
だ
け
で
も
つ
く
り

あ
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
気
に
か
け
る
人
だ
け
が
地
域
福
祉

の
担
い
手
で
は
な
く
、
気
に
さ
れ
る
人
に

も
持
っ
て
い
る
力
や
役
割
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
す
ず
の
会
で
は
、
自
分
た
ち

が
地
域
の
高
齢
者
を
支
え
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
、
活
動
の

休
止
に
と
も
な
い
、
自
分
た
ち
の
居
場
所

や
役
割
、
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ず

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
活
動
を
と

お
し
て
支
え
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
支

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ

る
場
面
で
す
（
本
文
10-

11
ｐ
）
。
音
別

ふ
き
蕗
団
で
は
、
生
活
保
護
受
給
者
や
若

者
が
音
別
の
地
で
働
く
経
験
を
重
ね
る
だ

け
で
な
く
、
彼
ら
・
彼
女
ら
が
い
る
こ
と

が
、
地
域
の
高
齢
農
家
や
高
齢
者
た
ち
の

元
気
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
（
18-

19

ｐ
）
。
群
馬
県
太
田
市
で
は
、
高
齢
者
の

暮
ら
し
ぶ
り
か
ら
元
気
の
秘
訣
や
つ
な
が

り
を
学
ぶ
視
点
が
あ
り
（
30
ｐ
）
、
高
知

県
佐
川
町
で
は
「
み
ん
な
と
一
緒
だ
か
ら

毎
日
続
け
ら
れ
る
」
と
い
う
ラ
ジ
オ
体
操

（
51
ｐ
）
、
竹
野
南
地
区
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
方
式
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
で
、
年

齢
や
性
別
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
に
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
人
が
地
域
の
た
め
に
汗
を
流

し
（
55-
56
ｐ
）
、
泡
瀬
第
三
自
治
会
で

は
、
90
歳
を
超
え
る
女
性
た
ち
が
も
や
し

の
ひ
げ
取
り
を
し
な
が
ら
地
域
住
民
の
役

に
立
ち
、
自
分
た
ち
の
楽
し
み
に
も
つ
な

げ
て
い
ま
す
（
64-

65
ｐ
）
。
こ
の
よ
う
に
、

お
互
い
が
持
つ
そ
の
力
を
発
揮
し
た
り
、

認
め
合
う
こ
と
で
、
一
方
的
に
支
え
ー
支

え
ら
れ
る
関
係
か
ら
、
お
互
い
を
支
え
合

う
関
係
へ
、
さ
ら
に
は
そ
う
し
た
気
に
か

け
合
い
が
地
域
に
面
的
に
広
が
り
、
地
域

で
循
環
し
て
い
く
地
域
共
生
社
会
へ
と
発

展
し
て
い
く
の
で
す
。

「
誰
か
を
気
に
か
け
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
」
「
誰
か
を
気
に
か
け
る
こ
と
」

が
、
地
域
づ
く
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
誰

か
を
気
に
か
け
る
人
も
、
誰
か
に
気
に
か

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
、
「
一
方
的
に
気
に

か
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、
気
に
か
け
ら

れ
る
人
も
誰
か
を
気
に
か
け
、
持
っ
て
い

る
力
を
誰
か
の
た
め
に
役
立
て
て
い
る
こ

と
」
、
そ
の
関
係
に
気
づ
き
、
高
め
て
合
っ

て
い
く
こ
と
が
、
「
孤
立
さ
せ
な
い
地
域

づ
く
り
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら

が
「
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
」
で
お
互
い
の

思
い
や
願
い
を
か
な
え
合
っ
て
い
る
こ
と

に
、
こ
れ
ら
６
つ
の
活
動
か
ら
気
づ
き
を

得
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ʮ৽ܕコロナӨڹԼでͷཱݽを͙つながりਓࡐͷҭٴͼใఏڙɾΞυόΠεۀࣄʯ 
ࠂใۀࣄ



��

１
．
運
営
委
員
会
の
設
置
・
開
催

本
事
業
で
は
、
生
活
困
窮
者
や
ひ
き
こ
も
り
者
、
地
域

づ
く
り
支
援
に
関
す
る
知
見
を
持
つ
委
員
に
よ
る
運
営
委

員
会
を
設
置
し
、
情
報
提
供
・
研
修
・
相
談
ア
ド
バ
イ
ス

の
各
取
組
み
の
詳
細
に
つ
い
て
討
議
、
決
定
を
行
っ
た
。

ま
た
、
本
運
営
委
員
会
の
下
に
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等

細
部
を
検
討
す
る
研
修
企
画
作
業
部
会
を
設
置
し
た
。
コ

ロ
ナ
の
状
況
を
鑑
み
す
べ
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
と
し
た
。

（
１
）
委
員
構
成

凪　
　

保
憲
＊

兵
庫
県

（
社
福
）
淡
路
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長

櫛
部

武
俊　
　

北
海
道

（
一
社
）
釧
路
社
会
的
企
業
創
造
協
議
会

代
表
理
事

森
田

真
希　
　

東
京
都

（
特
非
）
地
域
の
寄
り
合
い
所
ま
た
明
日

代
表

塚
本

秀
一　
　

滋
賀
県

（
社
福
）
湘
南
学
園

専
務
理
事

池
谷

啓
介　
　

大
阪
府

（
特
非
）
暮
ら
し
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
芝

事
務
局
長

山
本

信
也
＊

兵
庫
県

（
社
福
）
宝
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
支
援
部
長

上
村
加
代
子　
　

熊
本
県

（
特
非
）
に
し
は
ら
た
ん
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス

副
理
事
長

池
田

昌
弘
＊

宮
城
県

（
特
非
）
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

理
事
長

＊
作
業
部
会
の
委
員
を
兼
ね
る

（
２
）
開
催
日
程

・
第
１
回　
　

開
催
日
：
２
０
２
１
年
6
月
14
日
（
月
）

13
時
～
14
時
30
分

参
加
者
：
委
員
長
1
人
、
委
員
６
人
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
委
員
1
人
、
事
務
局
３
人

議

事
：
事
業
内
容
・
初
期
取
り
組
み
の
確
認

・
第
２
回　
　

開
催
日
：
２
０
２
１
年
7
月
26
日
（
月
）

10
時
～
11
時
30
分

参
加
者
：
委
員
長
1
人
、
委
員
７
人
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
委
員
1
人
、
事
務
局
４
人

議

事
：
事
業
詳
細
の
確
認
・
決
定

・
第
３
回　
　

開
催
日
：
２
０
２
１
年
11
月
29
日
（
月
）

10
時
～
11
時
30
分

参
加
者
：
委
員
長
1
人
、
委
員
7
人
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
委
員
1
人
、
事
務
局
４
人

議

事
：
事
業
の
中
間
報
告
と
見
直
し

・
第
４
回　
　

開
催
日
：
２
０
２
２
年
3
月
1
日
（
火
）

10
時
～
11
時
30
分

参
加
者
：
委
員
長
1
人
、
委
員
7
人
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
委
員
1
人
、
事
務
局
４
人

議

事
：
事
業
報
告
と
成
果
に
つ
い
て

【
研
修
企
画
作
業
部
会
】

作
業
部
会
は
、
委
員
長
が
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成

等
に
実
際
に
あ
た
る
検
討
委
員
を
必
要
に
応
じ
招
集
し
、

６
回
開
催
し
た
（
研
修
講
師
兼
任
）
。

〇
委
員
構
成
：
凪
委
員
長
、
山
本
委
員
、
池
田
委
員

藤
井

博
志

　
　
　

関
西
学
院
大
学

人
間
福
祉
学
部

教
授

高
橋

誠
一

　
　
　

東
北
福
祉
大
学

総
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

教
授

佐
藤

寿
一

　
　
　

元
宝
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

常
務
理
事

田
村

幸
大

　
　
　

（
特
非
）
な
ご
み

事
務
局
長

眞
弓

洋
一

　
　
　

（
社
福
）
東
近
江
市
社
会
福
祉
協
議
会

在
宅
福
祉
課
長

〇
開
催
日
程
：
２
０
２
１
年
6
月
9
日
（
水
）
6
月
22
日

（
火
）
、
8
月
4
日
（
水
）
、
9
月
15
日
（
水
）
、
9
月
28

日
（
火
）
、
10
月
19
日
（
火
）

２
．
情
報
提
供
事
業

（
１
）
法
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
特
設
サ
イ
ト
を

２
０
２
１
年
７
月
下
旬
に
開
設

事
業
目
的
・
概
要
の
掲
載
と
あ
わ
せ
て
、
情
報
提
供
の

一
環
と
し
て
作
成
す
る
情
報
誌
や
映
像
デ
ー
タ
の
掲
載
、

研
修
・
相
談
事
業
の
受
付
を
行
っ
た
。

（
２
）
事
業
告
知

マ
ン
ガ
を
活
用
し
た
事
業
告
知
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
研

修
の
開
催
要
綱
を
作
成
し
、
全
国
の
自
治
体
及
び
社
会
福

「
新
型
コ
ロ
ナ
影
響
下
で
の
孤
立
を
防
ぐ

　
　

つ
な
が
り
人
材
の
育
成
及
び
情
報
提
供
・
ア
ド
バ
イ
ス
事
業
」

事
業
報
告

孤立させない地域づくりのためのつながり推進プロジェクト
報 告 書
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祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
生
活
協
同
組
合
、

ま
ち
づ
く
り
ス
ポ
ッ
ト
の
合
計
９
，
７
９
４
か
所
へ
送
付

し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
誘
導
し
て
研
修
・
相
談
受
付
告

知
を
行
っ
た
。

あ
わ
せ
て
、
運
営
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
っ
て
、
支
援
関
係
機
関
に
も
随
時
告
知
の
協
力
を
お

願
い
し
た
。

事
業
告
知
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
見
開

き
の
マ
ン
ガ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
描
か
れ
て
い
る
と
好
評
を

得
て
、
「
地
域
住
民
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
自
分
た
ち
の
広
報

紙
に
転
載
し
、
活
用
し
た
い
」
と
い

う
希
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
専
用
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
に
設
定
し
た
と
こ
ろ
98
回
の

利
用
が
あ
っ
た
（
２
０
２
２
年
３
月

１
日
時
点
）
。

（
３
）
つ
な
が
り
支
援
を
紹
介
す
る

情
報
誌
の
発
行

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
お
い
て
も
、

課
題
を
持
つ
人
と
も
つ
な
が
り
を
切

ら
な
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
地
域

や
、
参
加
支
援
・
地
域
づ
く
り
を
行

い
孤
立
防
止
に
寄
与
す
る
団
体
を
取

材
し
、
情
報
誌
に
ま
と
め
て
6
回
発

行
し
た
。
情
報
誌
は
実
践
事
例
の
紹

介
と
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
で
構
成
し
、
マ
ン
ガ
も
活
用
し
な

が
ら
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
（
Ａ
４
判
、
1
号
あ
た
り
10
～
18

頁
）
に
し
て
特
設
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
。

（
４
）
つ
な
が
り
支
援
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
番
組
の
配
信

上
記
情
報
誌
と
連
動
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
番
組
を
６
回
配

信
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
活
用
・
１
回
60
分
番
組
）
。
運
営
委
員
が

進
行
役
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
活
動
者
本
人
に
出

演
し
て
い
た
だ
き
、
取
り
組
み
を
撮
影
し
た
動
画
を
交
え

て
説
明
し
、
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
質
疑
を
設
け
て
、
視
聴
し

て
い
る
支
援
者
と
理
解
を
深
め
た
。
ま
た
、
本
配
信
内
容

は
、
事
後
に
特
設
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
機
能

を
設
け
た
。
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表 . つながり支援事例と、紹介した情報誌およびオンライン番組
　（アーカイブ視聴回数は 2022 年３月１日現在）

つながり支援事例 （３） 情報誌 （４） オンライン番組

コロナ禍でも 「気になる人を真ん中に」

～住民主体の地域活動～

NPO 法人すずの会

（神奈川県川崎市）

第 1 号

2021 年 9 月

発行

12 頁

2021 年 9 月 24 日（金）14 ～ 15 時

ゲスト：すずの会代表 鈴木恵子さん

コメンテーター：山本委員

聞き手：池田委員

申込者 64 人、アーカイブ視聴 127 回

コロナ下でも変わらない 一人ひとりが

輝く居場所づくり

～就労と活躍の支援の現場から～

一般社団法人音別ふき蕗団

（北海道釧路市）

第 2 号

2021年10月

発行

10 頁

2021 年 10 月 29 日（金）15 ～ 16 時

ゲスト：櫛部委員

コメンテーター：上村委員

聞き手：凪委員長

申込者 17 人、アーカイブ視聴 81 回

「つながり」 見つけて生かす生活支援

体制整備事業

～生活支援コーディネーターの挑戦～

太田市社会福祉協議会

（群馬県太田市）

第 3 号

2021年12月

発行

16 頁

2021 年 12 月 20 日（月）11 ～ 12 時

ゲスト：吉沢町二区区長　木村能治さん

市社協 1層 SC 小林正和さん

同 2層 SC 川田敬一さん・須藤美樹さん

コメンテーター：塚本委員

聞き手：池田委員

申込者 51 人、アーカイブ視聴 102 回

つながりが地域を元気に！

～気にかけ合いが広がる優しいまち～

竹野南地区

（兵庫県豊岡市）

第 4 号

2021年12月

発行

11 頁

2021 年 12 月 22 日（水）11 ～ 12 時

ゲスト：

NPO 法人わいわいみ・な・み

　副理事長　冨森とも子さん

竹野南地区コミュニティセンター

　地域マネジャー　鶴原広美さん

コメンテーター：森田委員

聞き手：凪委員長

申込者 46 人、アーカイブ視聴 68 回

コロナ下の住民活動と地域の拠点

～集う・つながる・支え合う 実践の

現場～

（高知県佐川町）

第 5 号

2022 年 1 月

発行

18 頁

2022 年 2 月 8 日（火）14 ～ 15 時

ゲスト：

あったかふれあいセンターとかの

　コーディネーター　森田有紀さん

佐川町集落支援員　西森信三さん

佐川町社会福祉協議会

 事務局長　田村佳久さん

コメンテーター：池谷委員

聞き手：佐藤委員

申込者 50 人、アーカイブ視聴 87 回

コロナ禍でもつながりを諦めない

～ワクワクが広がる地域づくり～

泡瀬第三自治会

（沖縄県沖縄市）

第 6 号

2022 年 2 月

発行

13 頁

2022 年 2 月 21 日（月）11 ～ 12 時

ゲスト：

泡瀬第三自治会 自治会長　仲眞紀子さん

コメンテーター：櫛部委員

聞き手：佐藤委員

申込者 49 人、アーカイブ視聴 72 回
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（
５
）
事
例
集
の
作
成
・
配
布

特
設
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
情
報
誌
や
ア
ー
カ
イ
ブ

動
画
を
よ
り
活
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
情
報
誌
を
ま
と

め
た
事
例
集
を
作
成
し
、
全
国
の
自
治
体
及
び
社
会
福

祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
生
活
協
同
組

合
、
ま
ち
づ
く
り
ス
ポ
ッ
ト
の
合
計
９
，
７
９
４
か
所
へ

２
０
２
２
年
3
月
末
に
送
付
し
て
、
事
例
集
と
あ
わ
せ
て

特
設
サ
イ
ト
の
ア
ー
カ
イ
ブ
も
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
周

知
し
た
。

３
．
研
修
事
業

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
、
地
域
と
協
働
し
な
が
ら
参
加
支
援
に
取
り
組

む
支
援
者
が
身
に
着
け
て
お
く
べ
き
基
本
的
な
視
点
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
理
解
す
る
た
め
の
研
修
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

実
施
し
た
。

（
１
）
モ
デ
ル
研
修
の
開
催

本
研
修
に
先
駆
け
、
10
自
治
体
×
６
人
グ
ル
ー
プ
の
協

力
を
得
て
、
6
月
22
日
に
モ
デ
ル
研
修
を
実
施
し
た
。
当

初
は
６
時
間
×
2
日
間
想
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
考
え
て
い

た
が
、
受
講
者
か
ら
「
２
日
間
拘
束
で
は
研
修
に
参
加
し

づ
ら
く
な
る
」
「
不
慣
れ
な
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
へ
の
疲
労
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
「
研
修
Ⅰ
」
と
し
て
１

日
間
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
凝
縮
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に

学
び
を
深
め
た
い
人
の
た
め
に
「
研
修
Ⅱ
」
を
設
け
、
開

催
す
る
こ
と
に
し
た
。

モ
デ
ル
研
修
で
は
、
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
基
本
的
な

考
え
方
や
地
域
で
実
践
で
き
る
演
習
の
手
法
を
学
べ
る
こ

と
、
自
治
体
単
位
で
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
参
加
す
る
意
義

に
つ
い
て
評
価
を
い
た
だ
い
た
。

（
２
）
研
修
Ⅰ
の
開
催

研
修
の
ね
ら
い
：

①
地
域
共
生
社
会
が
目
指
す
地
域
づ
く
り
や
参
加
支
援

に
つ
い
て
、
幅
広
い
立
場
の
方
同
士
で
共
有
す
る
体

験
が
で
き
る
。

②
自
治
体
内
で
実
践
で
き
る
具
体
的
な
演
習
の
手
法
を

学
ぶ
。

③
自
治
体
単
位
で
参
加
す
る
こ
と
で
、
研
修
を

通
じ
て
福
祉
分
野
と
ま
ち
づ
く
り
分
野
等
の

関
係
者
が
共
通
の
認
識
を
も
つ
。

対
象
：
地
域
づ
く
り
や
参
加
支
援
（
生
活
困
窮
者

な
ど
の
支
援
を
含
む
）
に
携
わ
る
市
町
村
等
の

自
治
体
職
員
や
専
門
職
だ
け
で
な
く
、
自
治
会

長
や
民
生
・
児
童
委
員
、
地
域
づ
く
り
・
地
域

福
祉
実
践
者
、
集
落
支
援
員
・
地
域
お
こ
し
協

力
隊
等
。

開
催
日
程
：
２
０
２
１
年
８
～
11
月
に
９
回
実
施
。

・
地
域
で
の
共
通
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、
個
人
申

込
と
と
も
に
自
治
体
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
を
促

し
た
。

・
８
～
10
月
に
定
員
60
人
×
8
回
（
８
ブ
ロ
ッ
ク
）

を
予
定
し
て
い
た
が
、
各
回
と
も
定
員
を
大
幅

に
上
回
る
お
申
込
み
を
い
た
だ
き
、
定
員
を
3

倍
に
増
や
し
た
う
え
で
追
加
開
催
（
11
月
8
日
）

を
実
施
し
た
。
計
9
回
、
の
べ
１
，
２
８
３
人

が
受
講
し
た
。

（
３
）
研
修
Ⅱ
の
開
催

内
容
：
受
講
者
が
自
分
の
地
域
に
持
ち
帰
っ
て
実
践
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
研
修
Ⅰ
で
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
視
点

を
深
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

対
象
：
研
修
Ⅰ
を
受
講
し
た
自
治
体
・
社
会
福
祉
協
議
会
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
。

開
催
日
程
：
２
０
２
１
年
11
～
12
月
に
2
回
実
施
。
の
べ

２
５
１
人
が
受
講
し
た
。

孤立させない地域づくりのためのつながり推進プロジェクト
報 告 書

表 . 地域づくり人材養成研修の申込者数 （カッコ内はグループ参加数）

モデル研修 6 月 22 日（火） 60 人（10 グループ）

研修Ⅰ

北海道 8 月 16 日（月） 58 人（ 5 グループ）

東北 8 月 17 日（火） 122 人（16 グループ）

北関東・甲信越 9 月 21 日（火） 155 人（19 グループ）

首都圏 10 月 14 日（木） 157 人（19 グループ）

東海・北陸・静岡 10 月 18 日（月） 167 人（25 グループ）

近畿 10 月 19 日（火） 159 人（20 グループ）

中国・四国 10 月 27 日（水） 151 人（25 グループ）

九州・沖縄 10 月 28 日（木） 147 人（24 グループ）

追加開催 11 月 8 日（月） 167 人（24 グループ）

研修Ⅱ
1 回目 11 月 9 日（火） 106 人

2 回目 12 月 3 日（金） 145 人

※研修はすべて 2021 年に実施
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４
．
相
談
ア
ド
バ
イ
ス
事
業（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
活
用
）

地
域
共
生
社
会
の
包
括
的
な
支
援

体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
自
治
体
・

支
援
団
体
等
か
ら
の
「
断
ら
な
い
相

談
支
援
」「
参
加
支
援
」「
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
支
援
」
等
を
進
め
る
う

え
で
の
相
談
ご
と
に
、
運
営
委
員
を

中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
と
も
に
考

え
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

（
１
）
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
（
非
公
開
）

包
括
的
支
援
体
制
構
築
に
取
組
む

支
援
団
体
・
自
治
体
を
対
象
と
し
た

個
別
相
談
の
受
付
を
、
２
０
２
１
年

10
月
よ
り
特
設
サ
イ
ト
上
で
開
始
。

当
初
は
10
件
程
度
を
想
定
し
て
い
た

が
、
実
際
の
申
込
は
５
件
と
少
な
く
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
取
り

組
む
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
や
取
り

組
み
方
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
た
。
件
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と

あ
わ
せ
て
、
研
修
受
講
者
の
様
子
か

ら
、
孤
立
防
止
の
た
め
の
地
域
づ
く

り
に
ど
こ
か
ら
取
り
組
め
ば
よ
い
か

わ
か
ら
ず
、
ま
た
関
係
者
と
考
え
方

を
す
り
合
わ
せ
る
共
通
基
盤
づ
く
り

に
悩
む
自
治
体
等
が
多
い
状
況
が
わ

か
っ
た
。
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表 . 相談者と相談対応の内容
相　談　者 相　談　内　容 対　　応

栃木市社会福祉協議会

地域福祉課

（栃木県）

2021 年 10 月４日受付。

　参加支援における個人情報や記

録、プラン等データ管理等事務量の

負担について、他市町の状況を含め

てご教示いただきたい。

　厚労省から詳細の示されていない個

人情報の取り扱い等には回答できかね

るため、事業の考え方や方向性につい

て市行政と一緒に考えていく場として

活用いただくのはどうかと提案。

高岡市福祉連携推進室

（富山県）

2021 年 10 月 14 日受付。

　今年度から重層的支援体制の移行

準備事業を行い、令和５年度までに

本格実施を検討している。子ども、

困窮、障害、高齢の４分野で協議を

行っているが、体制としてなかなか

進まない状態にあり、進め方につい

て助言をいただきたい。

2022 年３月２日（水）16：30 ～ 18：00

　市では、令和６年度の重層的支援体

制整備事業本格実施に向けて準備を進

めている。担当者が課題を感じている

相談支援における庁内連携や、社協、

地域包括支援センターなど多機関協働

の進め方について、宝塚市における実

践と、その経験に基づいた助言と意見

交換を行った。また、意見交換のなかで、

重層的支援体制整備事業に占める参加

支援、地域づくり支援の重要性を確認

しあう場となり、宝塚市における職員

研修資料等の参考資料提供も行った。

対応：山本委員、池田委員

北谷町福祉課

（沖縄県）

2021 年 12 月２日受付。

　各分野の地域づくりに関する動き

を継続する方針だが、世代交流でき

る場や居場所の整備、個別の活動や

人のコーディネート、多分野がつな

がるプラットフォームの展開につい

て助言がほしい。

2021年 12月 10日（金）16：00～ 17：30

　各分野の地域活動の場の見える化や、

取り組まれている活動の重層化への意

識づけ・アプローチについて助言した。

対応：池田委員

多賀城市保健福祉部社

会福祉課

（宮城県）

2022 年１月 28 日受付。

　昨年度策定した第４期地域福祉計

画の中で取り組むべき事業に課題解

決の連携体制と仕組みづくりを掲

げ、本年度は保健福祉部内を中心に、

本市が目指す包括的な支援体制を検

討中。重層的支援体制整備事業の視

点も入れて試行していくに当たって

の進め方や、来年度の地域づくりの

展開、市社会福祉協議会との連携に

ついてアドバイスをいただきたい。

2022 年２月24日（木）16：00 ～ 18：00

2022 年３月９日（水）16：00 ～ 18：00

　重層的支援体制整備事業への移行は

未定だが、これまで市が取り組んでき

た庁内連携や、生活支援体制整備事業

の地域づくり実践など、既存の取り組

みを活かした事業の進め方について、

委員の実践や各地の事例をひもときな

がら、意見交換を行った。

対応：佐藤委員、池田委員
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孤立させない地域づくりのための
つながり推進プロジェクト
　　　特設サイト

IUUQT���XXX�UVOBHBSJ�QK�OFU

●オンライン研修
IUUQT���XXX�UVOBHBSJ�QK�OFU�TFNJOBS

●オンライン講座
　（アーカイブもご覧いただけます）
IUUQT���XXX�UVOBHBSJ�QK�OFU�DBTF

●オンライン座談会
IUUQT���XXX�UVOBHBSJ�QK�OFU�NFFUJOH

アンケート
結果

孤立させない地域づくりのためのつながり推進プロジェクト
報 告 書

相　談　者 相　談　内　容 対　　応

弟子屈町地域包括支援

センター

（北海道）

2022 年２月７日受付。

　地域共生社会の包括的な支援体制

の移行準備に手を挙げるにあたり、

事前に全体的な進め方について助言

を受けたい。

2022 年２月18日（金）16：00 ～ 18：00

2022 年３月３日（木）15：30 ～ 17：00

　庁内、および社協等の関係機関の連

携を進める際のポイント、生活困窮者

等の要支援者を包摂する地域づくりの

視点について、委員の経験や各地の事

例などを交えて情報提供と意見交換を

行った。

対応：凪委員長、櫛部委員、池田委員

表 . オンライン支援者交流・座談会
日　　時 登　　壇　　者 参　加

2022 年 2 月 4 日（金）

14：00 ～ 15：30

櫛部委員（釧路社会的企業創造協議会　代表理事）

森田委員（NPO 法人地域の寄り合い所また明日 代表）

山本委員（宝塚市社会福祉協議会　地域支援部長）

進行：凪委員長（淡路市社会福祉協議会　事務局長）

申込者 45 人

2022 年 2 月24日（木）

10：30 ～ 12：00

塚本委員（社会福祉法人湘南学園　専務理事）

池谷委員（NPO 法人暮らしづくりネットワーク北芝 事務局長）

上村委員（NPO 法人にしはらたんぽぽハウス副理事長）

進行：佐藤委員（元宝塚市社会福祉協議会 常務理事）

申込者 65 人

https://www.tunagari-pj.net/seminar
https://www.tunagari-pj.net/case
https://www.tunagari-pj.net/meeting
https://www.tunagari-pj.net/
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　新型コロナウイルスの影響で、さまざまな「集うこと」への中止・抑制により、特に生活困窮者や高齢

者等にとっては、孤立のリスクが高まっています。支援者にとっても、参加支援の場となる地域資源や社会

的なコミュニケーションが減少したことにより、地域課題が見えづらくなり、地域共生社会の包括的な支援

体制の構築に向けて、具体的な取り組みが見い出せない状況に陥っています。

　そこで、本事業では、現在の状況下においても、①つながりを切らない活動を進めている地域や支援団体

の事例を全国より収集し、活動のポイントを含めて情報提供を行うこと、②これからの地域づくりに向けた支

援や、地域と協働しながらの参加支援を行う支援者が身に着けておくべき基本的な視点・ノウハウを学ぶ研

修、③現場で悩む支援者に対して、オンラインでの相談・アドバイスをとおして、孤立を防ぐ地域づくりと地

域と協働できる支援者の養成を行いました。




